

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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〇イントロダクション







　ひと月ほど時間は遡る。

　ニクニッスの王宮は独特の重苦しい雰囲気に包まれている。王族の放つ圧、というものが、宮廷の隅々にまで行きわたっている。

　ここでは何かを口にすることも、ひどく勇気が必要だった。たとえ財務卿けいを世襲するような大貴族であろうともだ。

　その重苦しい空気を破って、声をあげた者がいる。好きでやったわけではない。仕事なのでやっただけだった。

「臣、アルハンゲリスク。進講に参りました」

　玉座を前に、大貴族アルハンゲリスクは考えた。もう二〇年近くも王宮に勤めているというのに、なんでこんなに、そして無駄に緊張しやがるんだ、全く意味が分からない。昨日、王なんて骨こつ董とう品ひんだ、博物館に入れておけばいいと、酒の席で発言したことをもう後悔している。いつだってそうなのだった。

　昨日の会合、王族の息が掛かった誰かが居たんじゃないか。そんなことをちらりと思った。

「直言を許す。アルハンゲリスク、我が国の財政状況を説明せよ」

「はは」

　額から流れる汗が床に落ちる。怖い、怖いと本能が全力で逃げることを勧告している。しかしそんなことで逃げ出していたら、権力の甘い汁にはありつけない。アルハンゲリスクはいつものように覚悟を決めた。顔をあげてにこやかに笑ってみせる。

　後宮に行った妹のことを思い出した。それだけで尊敬してしまいそうだった。

「財政ですが、おそらくは悪化をしております」

「ふむ。おそらくは、か。我が国の財務卿は、ずいぶんと適当な仕事をしているようだ」

　わあ死んだわ。俺死んだ。王族怖いよ、なんだこの玉座に座ってるやつ、化け物じゃねえか。人の姿とってるだけの化け物。前にいるだけで脚が生まれたての小鹿みたいになっている。今この状態なら炎の矢一本放たれただけで死ぬわ。なんという重圧、なんという魔力。

「お待ちください。誤解でございます」

「説明せよ。手短にな」

「はは。分からぬ理由は大貴族たちの上げて来る税収が、わずかなりとも以前より増えているためです」

「ふむ」

　玉座に座るニクニッス王が面白そうに頷うなずいた。その瞬間、アルハンゲリスクは今日も生き延びたと内心で小躍りした。興味を引けば、こっちのもんだ。

「商人の言葉を使えば粉飾、と申します、主戦派の貴族は損失を隠し、本来の税収より過大に納めている疑いがあります」

「ルース王国と戦うのはかの国の財を得るためであったな」

「は」

「得た財がないどころか減った、というのであれば、戦争を続ける意味がない」

「その通りでございます」

「だから粉飾とやらを行う。なぜだ？　儲もうからなければ戦争なぞ、やらなければいいだけではないか」

　あんたたちが怖いせいだよとアルハンゲリスクは思ったが、思ったことをそのまま口にしない程度の分別はあった。

「王のお気持ちを臣なりに考えたためかと思います」

「ほう」

　実に面白そうに、ニクニッスの王は笑った。齢よわい三五、貴族では若造と言われてもおかしくない年齢ながら、魔力の強大さは歴代王譲り、酷薄さは歴代王の誰よりも上という評判であった。

　美しい金の髪を揺らして王は笑う、

「忠心、嬉うれしく思うとでも言うと思ったか。無能な貴族などいらぬ」

「お待ちくださいませ」

　うっかりそう声をかけたのが運の尽き、胸に炎の矢が突き刺さっていた。爆はぜている。

　アルハンゲリスクはなんだよ畜生と思いながら倒れた。

「そういえば、アルハンゲリスク。お前の妹には娘がいてな。それを送ってお前たちの不出来の補ほ填てんとしようと思っている」

　王はそう言った後、面白くもなさそうにため息をついた。

「なんだ、もう死んでいるのか。つまらん」

　まだ生きてるよとアルハンゲリスクは思ったが、自分が長くないことは分かっていた。最後に思ったのは妹のことでも自分を殺した王のことでもなく、床が冷たいということだけだった。





○リアン国の事情







　リアン国という国がある。

　遡ること二〇〇年、ルース王国の国王が退位して息子である新王に座を譲るにあたって隠居料として受け取った土地が、そのまま世襲化した国である。隠居した前国王の世話は末子が行っており、これがリアン国王家の礎になった。

　成立の形がそういうことであったので、ルース王国に配慮して自らを王国とは名乗らず、また独立国として動くようになったのもここ一〇〇年ほどと比較的若い国である。

　この国は、早い段階から商業で繁栄した。ルース王国より課税制度が簡易低廉で、それゆえにルース王国を本拠にする商人たちが大量に集まって来たのである。今でいう節税国家、とでもいうような成り立ちである。

　平和的な独立であり、さらには武力行使は商人が逃げ出すからと控えた結果、魔法使い＝貴族の価値は相対的に低下し、リアン国は立地的に魔法文化の比較的中心にありながら弱い魔法の国だった。軍事力と魔法の力がだいたい比例する時代の話なのでこれは軍事力が小さいことも意味する。

　かつてルース王国が軽武装戦略をとって国を富ませたのも、リアン国というお手本があったためであった。

　そのリアン国はこの時代ではまだまだ珍しい議会制国家であり、まだ民主国家としてのていをなしてはいなかったが、〝前〟民主国家ともいうべき諸制度を整えつつあった。

　その一つが、内閣である。リアン国において選挙権は税金……つまり資金で買うことができたが、これら大商人たちが派閥をなして多数派工作を行い、王家から施政権を（金で）借りる形で内閣を形成していたのである。現代から見れば実質的な国の乗っ取りであったが、当の本人である大商人たちも、貸し出している王族も、まったくそんなつもりはなく、普通に国を運営しているつもりであった。

　その内閣の長おさ、内閣総理大臣がリアンの王宮を訪ねていた。時刻は早朝、この日は濃い朝もやがでており、大臣の馬車が王宮に向かっていても、誰も気づかなかったと思われる。

　王宮敷地内、巨大な玄関前の馬車止めから、小柄な老人が伴とももつれずに出てきた。この人物が内閣総取締役ヤイオ・マクランである。

　飄ひよう々ひようとした好こう々こう爺やを演じるのが大好きで、実際そのように振る舞っていたが、その実態は辣腕を振るって長く大商会を率い、同時に内閣総取締役も兼務する大人物であった。彼が蹴落とし、暗殺した商売敵は一〇〇を超えると言われる。

　その彼は何食わぬ顔で国王の私的な生活空間である後宮に入り込み、そして応接室でうやうやしく頭を下げた。

　なお、ニクニッス国と異なって、ルース王国やリアン国の後宮は秘め事などをするような場ではなく、単なる王族の生活空間であり、男子禁制などの法はなかった。

　話を、戻す。

　ここでどんな会話が行われたのか、その後の歴史の動きから想像するしかないが、ここから先は小説、紅ぐ蓮れん戦記として書く。























○マクアディ裏の応援団（１）







　小国とは言え一国の王宮、それも私的な空間である後宮にちょっとお邪魔するというのは生半可な権力や実力ではできない。

　残念なのか幸運なのか、今朝はそれが出来る者が我が王宮にさらりと来ていた。腹立たしいが、これが金の力だ。

　権力の大きさとは裏腹に、応接椅子の上に小さく座っている。相手は小柄な老人だった。

「王よ、エメラルド姫の件ですが内閣の助言を取りまとめて来ましたぞ」

「そうか。王の営業時間は一〇時からなのだか」

　リアン国の国王である私が冗談めかしてそう言うと、内閣総取締役である老人は人の良さそうな絵顔を向けた。笑顔ではない。絵に描いたような顔だ。

「表だって話すようなことではありませんからな」

「ほう。後宮と同じく、謁見の広間もそなたの息がかかったものしかおらんと思うのだが」

「王よ。間者を完全に絶っては相手に疑心暗鬼の種を育てますぞ。防ぼう諜ちようのコツは完全に防ぐのではなく、相手に誤解させることにこそあるのです」

「なるほどな。しかしルース王家との血の繋つながり、それと恥も外聞も捨てて既に連合国に降くだった我らを調べてどうする」

「降ったくらいで連中が我らを許すとも思えませんな」

　私はため息をついた。連合国め。同じルースの血を引いていながら主家ルースに飽きたらず我が国のような小国まで平らげようとするか。いやまて。

「その言い方なら、隔意がある。つまり内閣は連合国の意思と反するのだな？」

「そうなりますな」

　私は椅子に座り直した。娘、一生のワガママを聞いてやれそうだ。

「そうかそうか。てっきりそなたたちは連合国に与くみすると思ったが」

「降るのと与するはまた違います。王よ。連合国に降ったのは我らリアン国が生き残るため。しかし連合国は約束を反ほ故ごにしようとしています。早晩ルースの次の標的として我々を狙ってくるでしょう」

　涼しい顔で大臣は言う。私は大臣の表情を窺うかがった。絵顔しか見ることはできなかったが。

「のう、大臣よ。それは本当の話か。その、我が国を狙うと言うのは。断腸の思いでルースから離れ、屈辱的な条件を飲んだというのに」

「残念ながら事実でございます。元々連合国が道理の通らぬ戦を始めたのは経済的問題のため……もっと言えば貴族どもが肥えるためです。そしてルース王国を下しても彼らは肥えていない。むしろ痩せております」

　私も貴族だが。という言葉は口から出さなかった。大臣とてそんなことはわきまえている。大国の強欲貴族たちが問題なのだ。

「儲もうかっておらぬのならば、別の手に出るのではないか？　何な故ぜうまく行かなかった手を踏襲する」

「手を変えることは自分達たちの失敗を認めるようなものだからです。貴族は……いや、連合国の無能貴族は面メン子ツこそを重視します」

　くだらんと鼻で笑いたかったが、どうにも本気で内閣はそう考えているようだった。

「面子の問題か？　財政の問題だろう」

「それとこれを繋つなげて考えるのが無能の無能たる所以ゆえんです。無能はなんでも繋げて考えるのです」

「そう、なのか」

　私は王族らしからぬ動き……腕を組んで考えてしまった。

　施政権を貸し出して金を稼げば良いのに、とは思うが、まさか連合国の貴族はそれも面子が傷つくと思うのだろうか。そもそも無能が大国を経営できるのか。小国リアンでも無能な誰かが実権を握れば、数年もせずに追い出されてしまうだろう。世の中血筋だけで偉くなれるわけではない。同じような血筋の連中はゴロゴロしていて、それらは常に自分と同じ椅子を狙っている。それが貴族だ。

　思わずそう言ったら、大臣は大いにうなずいた。

「ところが連中……大国の貴族は揃そろって同じ病にかかっております」

「なんだそれは」

「結局魔法頼みなのですよ。魔法の力さえあればどうにかなる、それが骨の髄まで染み付いている」

「魔法で料理を作るというのは、愚かな物事のたとえだと思うのだがな」

「その格言は素晴らしい。しかし魔法で他人の食事を奪うのは、愚かではないと思うものもいる。そういうことです」

　野蛮極まる。私が嫌そうな顔をしていると、大臣は無視して言葉を続けた。都合の悪いことや耳みみ障ざわりの悪い言葉でも喋しやべるのがこの大臣だ。だからこそ、施政権を貸し出す意味もある。

「王よ。魔法……というよりも暴力さえあればなんでも手に入れられると考えるのは、辺境ほどその傾向が強いのです。長く蛮族、異族と戦っておりましたからな」

「それはそうかもしれんが……なぁ」

「まあ、もとより金を稼ぐ商人を殺して手に入れるような財はすぐに消えましょう。それで、次は我がリアン国になる、という話です」

　ルースを金を稼ぐ商人扱いする大臣を見てかすかな苛いら立だちを覚えながら、私はため息をついた。

「たまらん話だな。無能、確かに無能だ。それが本当ならば。もう少しまともな考えを持つ競争者が、連合国内にはいないのか？」

「いるかもしれませんが、我が諜ちよう報ほう能力では見つけきれず」

「そうか」

　大臣を信用していないわけではないが、不思議な話だ。連合国では貴族が自分で働くのが当然らしい。いやまて、戦争では最前線で働くのが貴族の責務なのだからその延長線と思えばおかしくもないのか。おかしいのは長い平和で戦を厭いとうようになった我らリアンの王族貴族かもしれない。

　まあいい。いずれにせよ。内閣は……リアンの豪商団は反連合国の立場を明確にした。それこそが重要だ。国をあげて我が愛まな娘むすめ、エメラルドの一生一度の願いを叶かなえられる。

「ではエメラルドをマクアディくんに預けて良いのだな？」

「はい。それこそが我が国にとって起死回生の策になりえます。情報や金も秘密裏に援助しましょう」

「そこまでやってくれるか」

「王よ、それもこれも、我がリアンのためでございます。マクアディ少年が生きて戦い続ける間は、リアンに敵の手が及ぶことはありますまい。敵は一つずつ相手するという兵理の原則くらいは無能でも知っているでしょうからな。そこにエメラルド様がおればリアンにあの少年が牙を向くこともありますまい。さらにはいざとなればあの少年が助けてくれる可能性もあります。ここは投資するにふさわしい局面ですぞ」

「我が娘エメラルドは投資の材料ではない」

「商人とは何にでも価値をつけるものでございます。不敬ながらエメラルド姫の恋は、只ただ今いまの状況では万金に勝ります」





○エメラルド突撃







　夜明けとともにヘドンの城壁に大穴を開けて脱出した俺たちは、すぐに馬と馬車の集団に追われることになった。

　冬という季節が見せる風景、草木も色いろ褪あせただだっ広い広野を歩き始めると、気分が上がってきた。我がルースを蹂じゆ躙うりんする連合軍を一部とは言えぶん殴れたのは気分がいい。

　気づけば何度歌ったかわからぬ軍歌が口に出ていた。




〝弾雨来るとも吹ふ雪ぶくとも〟

〝灼しや熱くねつの下、泥にまみれても〟

〝我ら突撃兵　心はただ朗らかに〟

〝前へ前へ〟

〝栄光へ向かって突き進め〟




〝悲しみ深く死が近く〟

〝地獄の足音　聞こえても〟

〝我ら突撃兵　心はただ朗らかに〟

〝前へ前へ〟

〝一歩でも前が名誉なり〟




　一五〇の部下が調子を合わせて軍靴を鳴らし、声を合わせて前に進めば、気分が歌のとおりに朗らかになる。

　祖国が滅んで、だいたい一〇日。状況がいいとは言わないが悪くもない。なにせ俺は生きている。部下もいる。

「戦争続行だ。先任軍曹」

「承知しております。我ら五〇一大隊、いえ。最後の大隊ラストバタリオンは大尉とともに」

　洋刃を抜いて胸につけて言う先任軍曹は、大層似合っていた。

「よろしい先任軍曹。まずは戦争を基本からおさらいしよう」

　皆で朗らかに笑いながら歩いていると、背後から朝日を浴びながら馬が走ってきた。

「先任軍曹、なんだあの敵は。騎兵突撃にしちゃ数が少なすぎる。教育が足りてないぞ」

　俺がそう言うと眼鏡めがねを指で押して、目を細めていた先任軍曹は声をあげた。

「敵なら、そうですな」

「そりゃどういう……」

　俺はしまいまでいい損ねた。先頭を走る馬の上から長い金髪が見えたからだ。

　馬の質が同程度なら速度は背の荷物の量に比例するから、荷物は軽いに違いない。つまり金髪は小さい。

「小さいって言うな!!」

　見る間に迫った馬上から、リアン国王女エメラルドがそう喚わめいた。

　喚きながら、馬から飛び降りてくる。

　俺も喚いたと思う。バカエメラルド！　とかなんとか。

　実際のところ、焦あせりすぎて自分が何を言ったかなんて分からなかった。

　馬から飛び降りる人間を抱き止めるなんて無む茶ちやもいいところだ。魔法は一〇〇人を吹き飛ばすことはできても、一人を怪け我がさせないで受け止めることはできない。そういう研究はされたことがない。

　一生全部の運と運動能力を使いきる気持ちでエメラルドを受け止めた。エメラルドがすごい嬉うれしそうな顔をしていることに理不尽な気分になる。

「バッカ怪我したらどうするんだよ！」

「ちゃんと受け止めたじゃない」

　けろりとしてエメラルドはそう言った。自分は絶対怪我しないとでも思っているのか。

　飛び降りた騎乗者であるエメラルドを心配して馬が勝手に戻ってくる。馬は愛情深い生き物だ。特に大事にされている馬はそうだ。

　小さく笑って馬を撫なでるエメラルド。名前の由来であるきれいな緑色の瞳が輝いている。それを見ながら微妙な気分になった。解げせぬ。その優しさは俺に向けるべきじゃないのか？

「何睨にらんでるのよ。あんたも撫でてほしいの？」

　俺が黙っていると、にわかにエメラルドは耳まで真っ赤にして慌て出した。

「ふぇ？　え？　ちょ、バカ、ばかばか」

「何がバカだよ。助けたのは俺だ。馬じゃない」

　すると後ろから腕を取られた。振り返ると生まれたての小鹿みたいに震えているメディアがいる。成り行きでできた、俺の妹その一だ。エメラルドより一つ二つ年下のはずだが、見た目は逆転している。メディアのほうが年上に見える。

「こ、この人は私の、兄、です」

　腕にしがみついてそんなことを言う。俺と初めて会ったときとは全然違うその態度に愕がく然ぜんとしたが、その間にも、会話は続いていた。

「あ。マクアの妹さんなんだ。私はエメラルド。よろしくね」

　腕にしがみつく力が増した。痛い。メディアは俺を盾にして隠れている。前の偉そうなワガママ娘はどこに行った。辞めたのか。

　腕を見れば小さな声でなにか言っている。この人はルース王国のものです。とかなんとか。いやルース王国の軍人ではあるのだが、備品ではない。あと腕が痛い。

[image: ]

　振り払うか悩んでいると、ラディアが助け船を出してきた。妹その二は気が利いている。こちらは年齢通りの見た目だが、中身ははるかに老成している。とても一桁の歳とは思えない。

「はじめまして。私、ラディアと申します。姉は人見知りなんです。すみません」

「ああ、そうなんだ」

　エメラルドは笑顔を向けると、俺に向かってマクアに似てなくて良かったねと言ってきた。

　血が繋つながってないんだから当然だと思ったが、いや、今はそれどころじゃない。

「エメラルド。ついてきてもいいとは言ったけど、目立ちすぎだろ」

「誰かさんが逃げそうだったから仕方ないじゃない」

　エメラルドはこれっぽっちも悪びれずにそう言った。お姫様って皆こうなんだろうか。俺の腕に爪を立てているメディアも初対面ではそうだった。

　うーん。ワガママ。

「最初に言っとくけど、ワガママはあまり聞けないからな」

「私がワガママ言ったことある？」

　俺はエメラルドを昔から知っている先任軍曹とステファン少尉を順番に見た。そして順番に目を逸そらされた。

　ほらな。と、エメラルドを見たら、エメラルドは足を踏み鳴らして怒り出した。

「無効よ！　幼年学校の最初の頃なんて！　六年も前じゃない!!」

「今そうやっているのはワガママだからな？」

　そう言ったら、胸を何度も叩たたかれた。あんまり痛くないけど怒っているらしい。

　エメラルドは涙まで浮かべてリスみたいに頬ほおを膨らませている。若干可愛かわいいのが困る。これだからエメラルドはいけない。

　ため息一つ。

「戦争なんだ。それは分かってくれ」

　そう言ったら、急にエメラルドは前のめりになった。抱きつきそうなくらい。顔が近いのは背伸びしているせいだろう。

「それ、戦争終わったらどんなワガママも聞いてくれるってこと？」

　どういう理屈だと思ったが、戦争が終わったら、まあそうだな。暇になりそうだから。

「亡国の軍人に過大な期待はするなよ」

「その時はリアンで就職するといいと思うわ」

「エメラルドのお父さんに迷惑かけなければな」

　俺はそう言って再び部隊を歩かせた。思いの外大所帯になっている。まずは物資の補給を考えないといけない。

　戦争の基礎をおさらいだ。第一に、勝てる敵に戦いを仕掛ける。次に、兵へい站たんを狙う。正面から敵野戦軍と戦うのは、他に選択肢がないときのみ。

　それで、早速山賊として動くことにした。幸い我が国は敵の占領下にある。道行く敵の補給部隊には事欠かない。東方三国では智ちし将ようは努めて敵を食はむともいう。意味は要するに、戦争では山賊行為も大丈夫。

　まあ捕まったら、どのみち縛り首だな。




　取り敢あえず妹たちとエメラルド、じっちゃんにおつきの女官たちを待避させて、戦争を再び始めることにした。流石さすがに山賊行為につき合わせるのは忍びない。

　さしあたって街道沿いに移動して、物資……を運ぶ敵を待ち受ける。

　商人たちは見逃して、敵の旗が出ているのを探す。ここだけは、普通の山賊の逆だった。普通は軍の補給部隊を襲ったりはしない。護衛の数もさることながら報復が怖い。

　のんびり、待つ。敵はこない。商人は市場で流通させるために朝早いが、補給部隊はそうではないので焦あせることはしない。

　兵隊は待つのが仕事の一つだが、士官ともなると待つだけで何もしないのは罪だ。そこで俺は魔法の改良をはじめた。ルース陸軍で制式採用された火属性魔法の術式は一六種類、このうち主要なものは三つ、大規模な範囲攻撃魔法である火の球フアイアーボール、牽けん制せい用に多用される火の矢フアイアーアロー、そして両者の中間的な性質を持っている[image: ]熱の槍フレイムランスだ。大部分の戦闘はこの三つで決着がつく。いわゆる火力魔法とはこの三つを言う。

　これ以外だと炎の壁、灯あかりの魔法、加熱魔法、着火の魔法などがあり、これらは軍用の魔法の中では一段劣る扱いだった。もっとも野営するときには着火の魔法、夜戦では灯りの魔法、最接近戦では加熱魔法などがそれぞれ有用だったから、使う局面を選ぶというだけでそれぞれの魔法の有用性が低いということにはならない。

　火力魔法の中でも火の球は別格で、破壊力が高かった。この魔法がなかりせば、陸軍から火属性勅任魔導師フアイアーキングダムウイザードはとっくになくなっていただろう。土属性魔法が主兵である現代でも、この魔法の火力はバカにならないと言われている。

　半面威力が高すぎて、味方を巻き込まないように注意がいる。もっとも俺はいつだって劣勢だったので、火の球に制限をかけるような事はほとんどない。起爆しないようにしてゆっくり転がしていったことはあったな。

　対して、消費魔力が少ない関係で火の矢はよく見られる。火属性勅任魔導師の代表魔法と言えば火の矢だろう。この魔法には三〇〇年という長い歴史があって、改良に改良が重ねられ、洗練されてきた。軌道変更や加減速、これらを組み合わせた誘導能力など、痒かゆい所に手が届く性能を持っている。術式の改良が進んで今では同時展開数も多くて、魔力さえあれば三桁の矢を飛ばすこともできる。

　間を繋つなぐ[image: ]熱の槍フレイムランスは、誘導性能はほとんどないが飛ひし翔よう速度が早く、威力が強い。主に長距離戦で使用される。火の球や炎の矢と比べると軍内の扱いが悪かったが、俺はこの魔法に、一つの可能性を見み出いだしていた。

　この魔法、人を殺す以外の用途ではかなり有効じゃね？　というやつだ。

　俺は術式を少し弄いじって爆発しないように改造した。火力が続く限り真っすぐ飛ぶようにしたわけだ。これでかなりいい感じになるのではなかろうか。

「それもこれも、天馬飛ばしてた連中のおかげだよなあ」

「どういう意味ですか？」

「いや、なんでもない。出番か？」

「いえ、まだであります」

「そうか」

　それにしてもこの辺は何もないな。地面の凹凸すら少ない。隠蔽のために隠れるのも大変だ。そんな中でも草を刺した麻布でなんとか隠れている部下を見ながら、口を開いた。

「男所帯だと気が楽でいいな。先任軍曹。負けても死ぬだけだもんな」

　横に伏せている先任軍曹がわずかに眉をひそめた。

「まったくではありますが、エメラルド姫には聞かれぬようにすべきでしょう」

「言うなよ。せっかく討ち死にできる自由を楽しんでたんだから」

「簡単に戦死してもらっては困ります。王命もありますし」

「気分の問題だ。実際戦死したいわけじゃない」

　俺がそう言うと先任軍曹は少しだけ微笑ほほえんだ。

「大尉はそのお年で結婚五年目の出勤直後にため息をつく士官のような境地を手に入れておられる」

「先任軍曹、それは悪口か？」

「幸せの形には色々あるという話です」

　俺は遠い目になった。それは幸せなのか。大人は大変だ。

「それにしても、エメラルドは、なんでついてきたがるかな」

「幸せの形には色々あるという話です」

「先任軍曹、腕立て伏せ一〇〇回だ。理由は省略する」

「はっ」

　先任軍曹が腕立て伏せしているのを横目で見ながら、俺は街道を眺めた。ルース王国が魔法も交えて大金をかけて作った街道は赤いレンガで舗装されており、馬車が複数行き交うことができる。

　この街道こそ、ルース王国の血管、血の街道だった。赤いから血という、安直な名前だ。

　この街道がルース王国の経済を活性化させ、同時に戦争時には補給線になり、内線作戦を可能にし、最終的に敵の進撃路にもなった。

　街道を見るうちに連合軍がヘドンの町でやらかしていた乱暴狼ろう藉ぜきを思いだし、腹が立ってくる。

　俺の国で好き勝手やりやがって。連合国め。必ず痛い目にあわせてやるぞ。

　怒りを溜ためながら待つこと数時間。ようやく、というべきか、ヘドン方面から新王都方面へ向かう一団を見た。待望の補給部隊だ。朝の様子から考えて、ヘドンから来たわけではないだろう。おそらくは、リアン国で買付を行い、直接やってきた部隊に違いない。

「先任軍曹、リアンの国章は出ていないな？」

　エメラルドの実家に迷惑をかけるのも気が引けるので、そう尋ねた。先任軍曹は遠眼鏡めがねを用いて旗を確認している。

「スートラーブです」

「そうか。引き付けて撃つ。兵は散開して伏せろ」

「はっ」

　俺と先任軍曹は、並んで後退した。

　部下のところに戻って包囲できるように布陣する。待ちわびることしばし、予想よりずっと遅い速度で敵部隊がやってくる。速度が遅いのは数が多いせいだ。馬車だけで二〇台ほどもある。一般に軍用の二頭引き四輪の荷馬車一つで大人一〇人の輸送力、または樽たる一二個、樽一つで一六〇食に相当する塩漬け肉を輸送できる。馬車一つでおよそ二〇〇〇食を輸送すると学校で教えるから、四万食、ということになる。もっとも半分は馬の食料だと思うのだが。それにしても一五〇かそこらまで痩せた我が大隊には使い切れないほどの食になる。

　いいぞいいぞ。早く来い。

　敵は前方偵察はおろか側方監視の軽騎兵も出してないような、ぼんくらだ。護衛の数は五〇といったところか。

「先任軍曹、敵は教育が足りてないな」

「大尉の教育を待っておるのでしょう」

「よろしい先任軍曹、ご要望にお答えしようか」

　俺は立ち上がって炎の矢を出した。数は三〇ほど、手を振って矢を放つ。

　距離は一〇〇歩というところ、魔法ならば目をつぶっても当たる距離だ。矢が余さず敵に突き刺さって爆はぜる。

　敵が叫び声をあげる中、下士官が槍やり兵を率いて突撃する。

「馬車の御者や非武装民は攻撃するな。徴用されたルース国民である可能性がある」

「はっ」

　瞬く間に残兵が突き殺されていった。こちらの被害はなし。そもそもこっちのほうが人数で三倍も大きい。よってたかってというやつだ。

「御者を尋問しろ」

「ルース人でなければどうしますか」

「情報を話すなら縄で後手に縛ったあと、解放してやれ」

　ヘドンの町で略奪したり領主やその家族の遺体を辱しめていた連中と、こいつらは違うと思うがまあ、同じ連合軍、つまり侵略軍だ。よって俺の部下からの扱いは手荒い。尋問も数秒黙れば殺して次、という有り様だった。それを咎とがめることもできない。家族を殺されれば誰でもそうなる。

　しばらくすると先任軍曹が報告に現れた。

「数名死なせてしまいましたが、情報を得られました。敵は新王都から離れて分散しつつあります」

「帰国、ではないだろうな」

「今度は連中の陣取り合戦でしょう。それぞれ散ってルース王国の領土を好き勝手に切り取るものと思われます」

「この冬は各個撃破にはよい季節になりそうだな。先任軍曹」

「まったくであります」

　敵の中で生き残って解放されたのは六名だった。多いか少ないかは、なんとも言えない。

　それで食料などを満載した馬車をたくさんを運んでくると、軍務卿けいのじっちゃんから、栄えあるルース王国軍が山賊の真ま似ねとはと愚痴を貰もらった。気持ちは分かるが戦利品の処分については勝利者に権利があるのは常識だ。相手の補給線を叩たたくのもそう。

　つまりはまあ、戦争が悪い。

　早いところ連合国を追い出して戦争なんか終わらせたいものだ。

　ともあれ。馬車を手に入れたことは大きい。足腰に問題があるじっちゃんや妹たちを安心して運べるし、一五〇人からなる俺の部下の装備も運べる。それにしたって馬車だの馬だのは多すぎだから、どこかに寄付したいところだ。まあ、占領下では嫌がられるか。馬肉、あんまり好きじゃないんだよね。

　皆で盛大に食べて、空いた空間に兵の荷物を積んだ。装備が軽くなると、行軍速度も上がる。いいことずくめだ。

　血の街道を新王都方向に歩を進める。包囲から逃げ出しておいて、今度は戻ってくるような自分たちの動きに苦笑する。こんな小細工しないでも正面から戦える戦力が欲しい。

　まあ、無い物ねだりしてもしょうがない。やるだけやろう戦争を。





◯新マクアディ被害者の会（１）







　新王都とは名ばかりの山都が落ちた。戦争は終わった。敵の王族はことごとく自裁し、降伏の調印式もなにもなかった。

　こんな勝利に何の意味があるのだろう。

　私は虚むなしさを覚えて焼けたルースの新王都を見た。どこもかしこも魔法で破壊され、略奪が多発している。女性への暴力も、ひどいことになっているだろう。そういうことをする兵士や貴族を一人の女として片っ端から捕まえて罰したいが、根拠となる法がない。

　ああそうだ。我がニクニッスに帰ったら戦争法ともいうべき国家間の取り決めをしてもいいかもしれない。二度とこういうことができないように。

　それにつけてもマクアディ少年のいない人生は、虚しい。

　私はため息をついた。それを見て、心配そうに半獣半人のベルベフ少尉が寄ってくる。獣人について元がなんの動物か推理したり尋ねたりするのは禁忌だが、きっと少尉は猫なのだろう。耳の動きがそんな感じだ。

「あまり女性には良い光景じゃありませんね。中佐は下がってもよろしいのでは」

「そうね……あなたはいいの？」

　略奪しないのかと言外に尋ねたら、生き真ま面じ目めに否定された。

「うちの中隊はルース王国への敵対をしないと誓って解放されていますから」

　そういえばそうだった。そんな約束をして少尉を解放したマクアディ少年は……死んだ。一生記憶に残るような綺き麗れいな敬礼をして、部下ともに谷底へ身を投げた。

　何が悲しくて個人的に強く応援する少年の死を見なければいけなかったんだろう。そういうことばかりを考える。

　悲しい、悲しい、腹が立つ。

「マクアディ大尉のことは、気に病んでも仕方ありませんよ」

「そう思う？」

「ええ、そう思います。滅び行く国に、殉じる軍人が一人もいないのなら、悲しいじゃありませんか」

　少尉は耳を伏せてそう言った。マクアディ少年の死を悼いたむ人は、ここにもいる。

　それで少し、救われた気がした。

「そう。そうね。少尉。ありがとう」

　ルース王国なんかに殉じて欲しくはなかったが、それが貴族だと言われれば納得もする。私もまた貴族だからだ。彼は誰よりも貴族だった。貴族の称号を持っていないにもかかわらず。いや、最後の最後に王族としての立場を得たのだっけ。

　突然の大声に我に返った。

　後ろの天幕で大騒ぎが起きている。

「どうしたんでしょう」

「聞いてきます。中佐はそこでお待ち下さい」

「ありがとう少尉」

　国が違う関係で直接の命令権もないのに、少尉は私に良くしてくれる。軍を退役したら私のところで働いてくれないかしら。

　しばらくすると少尉が、渋い顔で戻ってきた。

「補給部隊が攻撃を受けたようです」

　それは要するに、戦いはまだ終わっていないということだ。ルースの国の苦しみは、まだまだ続くことになる。

　詳しい情報が知りたいと要望を口にしたら、少尉の率いる中隊がさらに情報を集めてきてくれた。こちらに到着する予定の補給部隊が二つ攻撃を受けたという。攻撃を受けた場所はここから遠い、西部の交易都市付近だ。そこを最後に連絡が途絶えたとある。

　攻撃で失われた食料は八万食に及ぶという。長い補給路である故に多くの補給部隊が経路上にある。そこで切断されたとはいえ、すぐに補給切れになるようなこともないが、戦争は終わりと思っていた軍人の気分に冷水を浴びせたのは確かだった。

　占領に対する住民の抵抗運動……という感じでもない。まだ各地で大きな軍が居座っている。抵抗運動は占領軍がある程度削減されてからだろう。

　では誰がこんな意味のない戦いを続けるのか。

　ちらりと思い浮かんだ人物は、すでに死んでいた。

　やるせなさにため息をついていた私に、お呼びが掛かった。正確には呼ばれたのは父なのだが、父は重傷を負って後送中だった。そして今この場にいる子は、私しかいない。軍ではなく、貴族として私は向かうことになった。

　ベルベフ少尉たちに守られて、ヘキトゥ山を降りる。即興の輿こしを作ってくれて非常に助かった。歩いていたのではお召に間に合わなかった可能性がある。

　山の麓には移動王宮ともいうべき極めて立派な天幕が並ぶ一角ができていた。山風に煽あおられ、我がニクニッスの双頭竜旗が誇らしげに揺らめいている。

　寒い風も遮るであろう重すぎる天幕の布を開けてもらい、私は中に入った。火魔法による明かりがついている。それで私は、王族の方も参戦されていることを初めて知った。こんな魔法の無駄遣いができるのは王族をおいて他にない。

「父に代わって子女の一人、アスタシア中佐、参りました」

「よく来たわね。そこに座って」

　私は座らずに上座にいる少女が座るのを待った。

「本当に座ってください、先輩。呼び出しはああいう形にせざるを得なかったけど、これは私的なものですから」

「承知しました。王女殿下」

　私もルース人に間違えられるほどの赤毛だが、王家の一員である彼女、ニクニッス第一王女であり王位継承権第四位のシーナ・オーラス・ニクニッス女伯爵はそれ以上だった。その髪は、宙に浮かんで燃え続ける火に当てられて金色に見える。

　王女殿下は微笑ほほえむと、先に椅子に飛び乗った。それで私はようやく椅子に座ることができた。

「ここには私達たちしかいないわよ」

　私は左右に視線を送った。大臣や大貴族が居並んでいるのだが、そういうのは〝居ない〟ことにしたらしい。これぞ王族の権力、というものだろう。当然ながら私はそこまでの度胸はない。

「ご配慮ありがとうございます。父の負傷、まことに申し訳ありません」

「〝虎〟と戦ったのだもの、侯爵の負傷も仕方ないと考えます」

　私は席を立って深々と頭を下げた。今この瞬間、父の負傷は許された。とっくに廃れている古法ではあるが、建前上は今もニクニッスにおいて、貴族は王家の持ち物だ。勝手に怪け我がするのは罪にあたる。

「〝虎〟とあったのでしょう？　どうだった？」

　王女殿下は楽しげに訊きいてきた。本題は終わり、ここからは部下の心を安らがせる雑談の時というものなのだろう。

「〝虎〟……マクアディ少年は大変な魔力を持っていました。その力は報告にあったものより凄すさまじく、新王都を巡る戦いにおいて、初戦にして三万の軍勢を打ち破り、続いて山岳師団一つを殲せん滅めつし、最後には三個師団相当の勅任魔導師を道連れに戦死しました」

　王女はのんびりと伸びをした。

「冗談のような……いえ、物語のようね、アスタシア」

「残念ながら冗談ではありませんでした。父は負傷し、腹心は戦死しました。凄まじい力です」

「んー」

　殿下は少しご不満そう。それがよくわからない。私のようなマクアディ少年贔びい屓きならいざ知らず、ニクニッスとしては喜んで良いはずだ。

「少し、残念かな」

　その言葉に、唾を飲み込んだ。首がいくつか飛ぶような気配に左右の大臣たちも震え上がっている。

「な、何が、でしょうか」

「？……そんなに緊張しなくてもいいわよ。あなた達たちの働きに、私は不満はありません。ただ、ここまでやってきた理由がなくなって」

「理由……ですか」

「〝虎〟に勝てるのは、もはや王族しかないだろうってね。それで選ばれたのが私だったわけ」

「それは、殿下の手をわずらわせることがなくて幸いでした。臣、そして父も、喜んでおります」

「部下としてはそうなんでしょうけど、王族には王族の考えもあるのよ」

「はっ。王家の深慮遠謀、臣が及ぶところはありません」

「戦いたかったなあ」

　ぼそりと出た独り言に、我々は背筋の凍る思いをした。もしもマクアディ少年が生きていて、殿下の玉体に傷でもつけば、我々は揃そろって処刑されるだろう。王族にはそれだけの価値がある。

　父が重傷、程度でよかった。

「まあいいか。ともかく、この件については以上で終わりとします。侯にはよく養生せよと伝えてください」

「はい。回復次第、父が御礼のために登城いたします」





◯戦の続き







　一つ補給部隊を襲ったら、次の補給部隊がやってきた。さすがは元一五万人の大所帯、補給の規模が違う。

　喜び勇んで補給部隊を攻撃。今度は食料ばっかりで八万食を手に入れた。合計だと一二万食になる。こんなに手に入れても仕方ないが、占領下の国民がひもじい思いをしていると思うと、焼くのも憚はばかられる。兵が同じことを考えていると思えば指揮が下がってしまう恐れすらある。とはいえ手近な村に配り歩くのも、俺は構わないが村が疑われたときひどい目にあいそうで気が引ける。

　つまり、補給物資を持て余している。思えば贅ぜい沢たくな悩みだ。

　血の街道から少し離れて灌かん木ぼくがところどころに生える荒れ野の一角を臨時の基地とする。馬車を外周において壁にするという方式だ。大昔、魔法がこれほど発達する前には防御技術として存在していたが、今では使われていない。

　魔法は防げないが、野獣などは防げるだろう。という考えだ。

　積まれた保存食を見て腕を組む。文官志望のところを引き抜いた幼年学校時代の同級生に声を掛ける。

「なあステファン」

「それ友とも達だちとして声かけてるの？」

「違いあるの？」

「あるに決まってるだろ。人間は立場で話す内容が違うんだよ」

　ステファンは腕を組んで偉そうだ。もうこの時点で上司部下の立場じゃないだろうと思うが、少し考える。離れた場所でおつきの女官たちとやりとりをしているエメラルドを見る。ついで、荷馬車を移動させている先任軍曹を見る。

「ほんとかよ」

　そう言ったら、ステファンは鼻息一つ。

「エメラルド姫と教官はまあなんというか、裏表ないけど、人間そればっかりじゃないのはわかるだろ。マクア」

「なるほど。ステファンは裏表あるの？」

「俺もあの人達みたいになりたいとは思うけど、無理だろ。お前もそうだけど、強いからできるんだよ。そんなの」

「そういうものかな。まあいいや。じゃあ両方で意見くれよ。友達と部下で」

「了解しました。ソフラン大尉」

「口調は友達でいい。あと〝ソンフラン〟だ」

「注文多いよ！」

「軍隊ってのは注文多いんだよ。それでな、この食料の処分に困っているわけだけど」

「売ればいいじゃん。あ、この意見は部下と友達両方同じ意見ね」

「売る」

「え、え、何その目。僕変なこと言った？」

「いや、軍人やってると全然出てこない発想だったから変な声が出ただけ。続きを頼む」

「えーと。だからね。極普通の意見で悪いんだけど食料が余ってるなら売ればいいじゃん。売った金で買い物もしなきゃ。必要なのは食料だけじゃない。軍服とか靴とかは手に入れないといけないだろ？」

「そこで売る。売って買う。なるほどー」

「マクアそれ本気で言ってるの？」

「本気も何も。真っ当な軍人は、戦利品を売ったりする発想はどう転んでも出てこないと思うぞ。やったら縛り首だし」

「僕死刑なの？」

「いや大丈夫。戦利品は一度国庫に流れて決裁権は軍務卿けいが持つ。そんで、あそこの木陰で寒いと文句言ってるのが軍務卿」

「なるほど。国が滅ぶと色々手続きが簡略化していいね」

　そういう話かなと思ったが、いい考えに思えた。金はヘキトゥ山でぶんどったのが結構あるが、多くて困ることはない。

「そのへんステファンに任せたらどうにかできる？」

「まずは商人と接触、そこから先はまあ、足元見られていいなら、できる」

「足元見るのか」

「商人舐なめるなよ。特に、僕たちと取引しようとするような相手だ。まあ普通に相場の二割位で買かい叩たたかれると思うな」

「なるほど」

　まあ無料で配るか焼くかと迷っていたところだから、いいか。金かね儲もうけがうまい軍人もどうかと思うし。

　商人が貧乏人に安く売ってくれるといいんだけどな。まあこれは将来的な課題にしよう。

　軍務卿けいのじっちゃんのところへ、許可をもらいに行く。

　じっちゃんは側そば仕づかえたちに、もっと働けと檄げきを飛ばしていた。城づとめと違うから、何をすればいいのかわからないのだろう。ちょっとこの辺は考えないとな。

「ねえ、じっちゃん、あそこの食料を売っぱらってもいい？」

「構わんが。商人のツテはあるのか」

「ないけど。配ったり焼くのも問題あるから、事前に許可だけもらおうと思って」

「ふむ。よかろう。王子は王子なのだからそういう決済は自分でやっていいのではないか？」

「いやー。そのへんを甘くすると、経験上絶対不正が起きるから」

「そうか。まったくろくでもない経験をつんでるのう。王子は」

　俺は笑ってうなずいた。

「今ならじっちゃんが軍人やめろと言ってたのが親切だってわかるよ」

「だが辞めなかったな」

「うん。俺が辞めたら、部下が不幸になると思ったから」

「そうか。数年前なら、大人のことなんかどうでもいいと怒っていただろうが、今となってはマクアディ王子に頼るばかりだ」

「大丈夫、なんとかするって」

「なんとかならなくても、ワシらは文句はない。が」

「が？」

「リアンのエメラルド姫はどうしたんじゃ。小国とは言え、王族だろう」

「エメラルド？　いつものワガママだけど」

「そこは即答するところではない。ワガママで国が動くものか。なにか策謀があるのではないか」

「そもそもエメラルドは国を代表してないと思うなあ」

「そんなわけがあるか。王族だぞ」

　俺は遠くのエメラルドを見た。エメラルドは嬉き々きとして馬に餌をやっている。馬ば糞ふんの掃除もしていた。ああいうところもお姫様ぽくない。まあでも、友とも達だちとしてはいい感じだ。

「俺の知る限り、エメラルドは策謀と一番縁遠い気がするけど。仮に策謀があったとして、エメラルドなら説明の途中で寝るか、気に食わないと言って怒るかしていると思う。エメラルドのお父さん（国王）もそこはよく分かっていると思う」

「大丈夫か王女として」

　俺は遠い目をした。俺についていくとか言ってる時点で、まあその、王女としては失格だと思う。というか、エメラルドのお父さんは王女としてエメラルドが活躍するのを微み塵じんも期待もしてないし、あきらめてもいるはずだ。少なくとも幼年学校時代はそんな感じだった。

　とは言え、愛情がないかというとそんな感じでもない。エメラルドは愛されていると思う。

「駄目なのか」

「一々確認するなよじっちゃん」

「政治の世界は複雑なんじゃ。一つ一つ確認するのが重要じゃ」

「じゃあ言うけど、エメラルドに政治なんて、絶対無理だ。猫が政治するみたいなもんだ」

　そう言ったら、至近に殺気を感じた。後ろで金髪の小さいのが怒っている。いや、激怒している。

「いつの間に？」

「なんでそこまで言われなきゃならないのよ！」

　背中を叩たたかれ足を蹴られひどい目にあった。駄目だ。こいつといると士官としての権威が失われてしまう。もう兵士たちが笑っている。

「バカ、エメラルド、俺はお前の擁護をしてたんだぞ」

「どう聞いても悪口じゃない！」

「じゃあ言うけどお前、政治的思惑があって俺のところに来たの？」

　エメラルドは両手を腰に当ててない胸を盛大に張った。

「そんなのあるわけないでしょ！」

「俺が言ってるのが全部正解じゃないか！　全部！」

「うるさーい！」

　エメラルドの声のほうが一〇倍うるさい。エメラルドは俺に掴つかみかかってきた。よじ登ろうとする。エメラルドは隙があるとすぐに肩車しようとする。もちろん年頃の娘がやっていいことじゃない。小さくても駄目だ。バカやめろと抱きかかえていたらじっちゃんが頭を下げた。

「確かに王子の言うとおりのようだ。すまぬ」

　こういうのを火の魔法に油と言う。エメラルドはじっちゃんの毛をむしるんじゃなくて俺の髪を引っ張った。理不尽だ。俺はどこも間違ってない。

　なんとか引き剥はがそうとしていたらエメラルドが俺の額に頭突きしてきた。

「世界の全部が私を否定してもマクアだけは私の味方をしなさい！」

「してるだろ」

「私に政治は無理だって言った！」

「あのな。できないことがあるからってそれは悪口にならないだろ？　お前は俺が水魔法使えないからってバカにするのか」

　エメラルドは綺き麗れいな緑色の瞳で俺を睨にらんだ。面白くなさそう。

「マクアが言うと悪口に聞こえる」

　理不尽だ。そしてワガママだ。最近悪化している気がする。

「いいかエメラルド」

「マクアの説教なんか聞きたくない。アンタは私を誰よりも大事にすべきだし、アンタから客観的意見を聞きたいとも思わない」

　すごいワガママだ。あまりにあまりなので、思わず笑いが出てしまった。小さい子か。いや小さいんだけど。

「エメラルドはしょうがないなあ」

「それも悪口だからね」

「じゃあなんて言えばいいんだよ」

　エメラルドは目を彷徨さまよわせた。長い髪で顔を隠しながら口を開く。

「……大好き……とか」

「脈絡がなさすぎる」

　エメラルドは激怒した。いや、今回ばかりは俺が正しいだろ。しかしエメラルドは理屈ではない。それはここ数分で良くわかった。

「分かった分かった。今後善処するから」

「なに政治家みたいなこと言ってるのよ。軍人なんだから即断即決即実行でしょ」

「今、軍人の立場として軍人らしく振る舞ったら、お前が泣きそう」

「……くっ、成長したと認めましょう」

　なんで褒められているんだろう。まあいいか。繰り返しになるがエメラルドに理屈で付き合ってたら駄目だ。直感大事。

「まあ、それはそれとして、エメラルド、商人にツテはないかい？」

　エメラルドは俺の毛を引っ張るのをやめて少し考えた。

「あるけど、当然実家に関係するから連合軍の一員よ？　いいの？　連合軍から巻き上げた物資を連合国に買い取ってもらうのはいいとして、その食料がまた補給に回されたら今までの行動、意味ないじゃない」

　全くそのとおり。なのだが、この場合ほしいのは時間的遅延と敵の経費が上がることなので、実はあまり問題ない。

「大丈夫。ステファンが言うには商人とは手て強ごわい奴やつららしい」

「それがなんで大丈夫なの？」

「これは多分、なんだけど、商人は俺から安く仕入れた食料を安くは売らないと思うんだよな」

「なるほど？」

「つまり商人が儲もうけようと動く結果連合国は二回定価で買うことになると思う」

「敵に経済的損害を与えるってわけね？」

「そうそう。それこそが今の戦争目的でもある」

「元々が財政的に戦争を終わらせるという計画だったもんね。分かった」

　エメラルドはワガママなのだが頭は悪くない。すぐに俺の言うことを理解した。

「じゃあ、連絡してみるわ。手紙書くから、ヘドンに送ってくれる？」

「分かった。王家の暗号とかある？」

「ないけど。あ、まって」

　エメラルドは指輪をだした。小さい模様がたくさん入っている。

「これ、リアン国第一の大商会が使っている暗号表。これ使えばいいと思うわ」

「なんでエメラルドがこんなもん持ってるんだ？」

「決まってるでしょ。うちの内閣総取締役が商会の会頭なのよ。我が国の暗号も同じのを使っているわ」

「いやごめん、ルース王国人には全然わからない」

「そうなの？　そういえばルース王国は施政権貸出とかしてなかったわね」

　それで政治ができるのかと思ったが、話し出すと長いのでやめた。そのうちリアン国に行ってみたい。いや、生きてエメラルドをエメラルドのお父さんたちに返すんだから、絶対に行かなければ。

「というか、王家独自の暗号はないの？　部下に聞かれたくない話とかあるだろ」

「聞いたことない」

　なかったか。エメラルドは本当にこう、政治とか期待されてないんだなあと思ったら、ラディアが助け舟を出してきた。すごいぞ妹その二、俺が困るとすっと出てくる。

「お兄様。思うに女性の王族は外国、または国内の貴族に輿こし入いれしますので、教えていないのは普通だと思います」

「なるほどー」

「アンタの妹にしては随分博識ね」

　エメラルドは感心して言った。

「俺の妹にしてはって、俺をバカにしてるのか」

「別に？」

　それで俺たちは喧けん嘩かした。昔はよくやってたやつだ。幼年学校を思い出す。学校ではいつものやつとか言われてからかわれていたなあ。

　まあいい。エメラルドの相手をしていると時間がどれだけあっても足りない。ほどほどにしないと戦争にならない。

「よし。この調子で何回か補給部隊を襲うぞ」

　そう言ったら、エメラルドは首をかしげた。

「迂う回かいするんじゃないの？　敵もバカじゃないと思うわよ」

「迂回はつまり遅れることと同じだから、目的は達成している」

　俺はそう言って、戦いを続行することにした。敵が迂回路を使い始めるまでにどれくらいの時間がかかるかはわからないが、後六回は邪魔したい。なぜ五回でも七回でもなく六回かというと、今日一日かけて三つの補給部隊を襲ったから。おそらく三隊六〇台の馬車がヘドン経由の補給線として機能しているはずだ。一日一二万食。兵は一日二回食事するから六万人の兵へい站たんを扼やくすることになる。新王都に居残る敵が仮に一〇万人いたとすれば、食料の配給は半分以下になるはずだ。足りない分は略奪するしかないが、すると場所が悪すぎることになる。新王都の規模では一〇万人を到底養うことができない。

　敵は東に動くか西に動くか、どちらかになるだろう。

　新王都の人には悪いが、これが多分、一番敵を苦しめる。




　計画に沿って翌日も似たりよったりの場所で敵を待つことにした。護衛の数が増えているといいんだけどなあ。護衛の多さは敵の輸送に掛かる手間暇予算が増えていることを示している。

　そう思いながら、ため息。すると先任軍曹が、ものいいたげな顔で俺を見た。

「どうした。先任軍曹」

「朗らかなることこそ、突撃兵の誉れ。突撃大隊の士官がそれでは示しがつきません。なにか、お悩みでしょうか」

「悩んではいない。全く自分の無能さが嫌になる。それだけ」

「大尉が無能だったら、我々はどうなるんですか」

「何を言っているんだ。俺の部下は最高に決まっているだろう」

「では、大尉も最高ですよ。最高の部下を使いこなしているんですから」

「先任軍曹、自分を最高と言うのはどうなんだ」

「嘘うそはつけません」

　俺と先任軍曹は本当かよとお互いを見た。そして笑った。

　俺は思うところを口にすることにした。

「このやり方ではまあまあ勝てる。でも、犠牲が出る。新王都の民が苦しむ。下手すれば、街道上の街にも被害がでるかも」

「新王都ですが、住民はわずか三〇〇〇かそこらだったと思います」

「三〇〇〇もだよ。先任軍曹」

「大尉がいくら最高でも、この世の全てを救えるわけがないでしょう」

「そうだけど！　そうじゃないんだよ！」

　俺がそう言ったら、先任軍曹は居住まいを正した。

「大尉。悪いのは敵であり、無能だった我が軍であり、ルースの王であり、大人です。大尉は、どんな良心の呵かし責やくも負う必要はないと思います」

「そうもいかないだろ」

　俺は襟についた階級章を指で揺らした。星三つに線一本。それが大尉の階級章だった。

「階級は責任、命令も責任。俺は先任軍曹、お前からそう習った」

「私がそれを教えたときは、大尉は成人した後、戦場へ向かう予定でした。今のような状況ではありません」

「そうか。ままならないな」

「まったくです」

　顔をあげる。おお。また敵の補給部隊が来た。今度はちゃんと偵察部隊を先に出している。えらいぞ。

「反省の時間は終わりだ。やるぞ、先任軍曹。ままならないものでも、努力をやめる理由にはならない」

「はっ。お伴ともします」

　俺は馬にまたがると、先任軍曹と二騎で走った。敵が偵察部隊を出す以上は待ち伏せはうまく行かない。だからこその、先制攻撃だ。

　魔法が距離の二乗で減衰する以上、敵に近づけば近づくほど少ない魔力で効果が発揮される。馬はそれを可能にしてくれる。世に騎士という職業が存在する所以ゆえんだ。

　敵の偵察部隊は、何を思ったのか戸惑っている。こっちが二人だけだからか。だとすれば間抜けだ。火の矢を一〇本放って偵察部隊を全滅させた。あいつら、いい感じの軍馬にまたがっていたから、頂いておこう。良い軍馬には高い価値がある。

　そのまま加速して補給部隊本隊を見つける。規模は前日の三倍。馬車六〇の大車列。地平線までとは言わないが、十分長い。護衛は三倍。五〇〇人。なんで六〇〇ではないんだろう。大隊規模になってないのがどうにも気持ち悪い。定数割れしているのか、伏兵がいるのか、後衛を厚くしているのか。

　まあいい。

　五〇〇人という敵は部下が定数なら恐れるほどの戦力でもないが、今の状況だと十分に脅威だ。部下をこんなところで殺されても面白くないので、魔法で決着をつけることにする。

　俺は両手を上げて火の玉を生成して投げつけた。敵射程の二倍は先から投げつけていると思う。

　大爆発。補給物資もだいぶ焼けたが、敵は一撃で潰走した。残る敵も近づきながら火の矢で焼いていく。敵は混乱の真っ最中だ。こうなったら部下を使って攻撃させて楽をしたいところだがそれができない。部下は歩兵ではるか後方を走ってきている。追いつくのを待つよりも俺が魔法で全滅させたほうが早い。

　魔法の無駄遣いとか、連戦のときにどうするんですかと小言を言われそうだが、仕方ない。

　それで、再度火の玉を投げた。爆発の土煙が遅れて飛んでくる。

「しまった。売り物が台無しだな」

「何、どんどん次がきますよ」
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　確かに先任軍曹の言うとおりだ。そもそも輸送を邪魔するのが目的であって山賊行為が目的というわけでもない。

　使えるものがなにかないか探していたら、遅れて敵の二個小隊規模の部隊が姿を見せた。こんなところにいたのか。

「マクアディ・ソフラン！　なぜこんなところに！」

　敵兵が俺を知っていた。

「はーい。マクアディ・ソンフランですよー。手は振ってあげないけどね」

　しかも襲ってきた。俺と知った上でこの人数で攻めてくるのか。これが後衛だろうか。一人が魔法を使おうともしているようだ。俺と同じ、火属性魔法使いだ。

　まあ、俺のほうが強いんだけどね。

　魔法使いの強さはだいたいにおいて射程に比例する。より遠くから撃てるほうが、勝つ。今回はその典型例だった。敵の士官より俺のほうがずっと遠くから正確に火の矢を撃てた。一方的な攻撃というやつだ。教本通り魔法使いを無力化し、まず士官の顎から上を爆発させて脱落させる。

　残敵の突撃は止まらない。おお。補給部隊の護衛の割には頑張るな。

　それでもう一発火の球をだしたら、突撃の脚が鈍った。ここは残念だな、判断が遅い。

　三度目の火の玉を投げる。再度の爆発。敵は全滅した。そんなに高い温度の魔法というわけでもないが、中心部はレンガもぐずぐずになっていた。同心円状に人だったものがなぎ倒されて、地面に残る影だけになっている。

「大尉、部下に獲物を残していただかないと」

「逃げられたら面倒だからな。すまん」

　俺は敵兵の血で真っ赤になった血の街道を見た。比喩であって実際には血液なんか残っていない。

　次は一個連隊くらい来てほしいものだ。敵の護衛部隊が大きいほど護衛の費用と手間は増える。護衛部隊にも食料や水を供給しないといけないからだ。よおし、黄金より高い食料にしてやるぞ。

　追いついてきた部下が宝探しをして、水の樽たるをいくつかみつけた。すばらしい。食料より水がほしいところだった。まあ部下としては酒のほうが良かったんだろうが、そういうときもある。

「これで三回分。今日の分は終わりかな。相手はもう一回来てくれると思うか、先任軍曹」

「ないと思います」

「理由は？」

「通常、偵察、調査を優先すると思います」

「そうだな。では次に行こう。今度は一本南の街道を扼やくしてみよう」

　俺はそう言って、部下を動かした。





◯マクアディ友の会







　この頃、リアン国にもほど近い交易都市ヘドンは大混乱に陥っていた。占領軍の守備隊長が本部ごと消滅、守備隊も三分の二にあたる二個中隊を失っていたのである。

　生き残りで一番階級の高い者は中尉であり、彼は自らが判断ができるほど、権限も情報も持っていなかった。

　そこで、上級司令部に判断を仰ぐことにした。伝令を出したのである。この伝令が届いて返事が来るまで片道七日、往復で一四日。その間中隊を保全するため、彼は部下とともに一旦ヘドンの街を出ることにした。街の規模に比して兵力が足りず、反乱が起きても抑えきれないと判断したためである。

　この行為自体は後の時代から見ても妥当、だったのだが、同じ連合軍に属するリアン国に対して連絡もせず独断で行った結果、リアン国の軍だけがヘドンに残されることになった。

　これが彼の寿命を、著しく縮めることになった。連合軍がいなくなった途端、ヘドンの街で反乱が発生して街にルース王国の旗がはためくことになったのである。

　これまで彼と書いてきた中尉は、伝令が戻ってきた後、その場で処刑された。命令によって、階級章を剥はぎ取られて軍籍から名前を消され、もともとの部下に槍やりで刺殺されたのである。だから彼の名前も分からないし、墓が建てられたかもさだかではない。おそらく街の外に放置されたと思われる。

　戻った伝令は街を占領しろと上級司令部の命令を伝えた。中隊規模でどうせよというのか、という反対の声は上がらなかったと言われている。中尉の死に様を見て、覚悟したのであろう。元守備隊はヘドンの街へ突撃して返り討ちに合うことになった。文字通りの全滅であり、伝令も含めて誰も生き残らなかった。

　おそらくは腹いせに伝令を殺し、そのまま決死の突撃をかけたと思われる。生きて誰も帰るな、とそういう内容の命令があったのであろう。




　連合軍がこのように厳しい処分を下したのは、ヘドンの街が反乱した際、単独で残され、駐屯していたリアンの軍が全滅したと判断したためである。実際リアン国は公式に使者を立てて、連合軍の守備隊が単独で撤退したために逗とう留りゆうしていた姫将軍エメラルドが死亡したことと、駐留部隊が全滅したことに強い抗議を行っている。

　連合軍はこれで、リアン国に対して強く出ることができなくなった。なんだかんだ理由をつけてリアン国への圧力をかけようとしていた矢先のことであり、見事に出鼻をくじかれた、とも言える。

　実際は、どうか。

　事実はこれ全て、リアン国の謀略であった。ヘドンは実際には反乱など起こしておらず、翻ひるがえっていたルースの旗は偽にせ旗であった。

　虎のマクアディの元へエメラルド姫が奔はしったあと、間抜けな中尉の間違いにつけ込んで、エメラルド姫の消息を消すための工作が行われたのである。

　この工作を行った人物を、ムデンという。エメラルド姫の守役であり、マクアディの剣の師でもあった。それと同時に、もう一つの姿も持っている。それがリアン国の暗部を司つかさどる、内閣諜報大隊の長ニンジヤマスターであった。

　ムデンは士官である魔法使いもろくにいない中隊規模の部隊が正面から門に突撃して弓で射殺されていくのを見届けると、そのまま掲げていた偽旗を下ろして、指を鳴らして火をつけた。彼もまた、火属性勅任魔導師フアイアーキングダムウイザードだったのである。

「さて、これでうまく行きますかな」

　ムデンはそう言ったあと、部下に対して内閣へ事の次第を伝えるように指示している。主君であるエメラルドの性格すらも利用した見事な行動であった。実際ルース王国残党側は、この件について一切知ることがなかった。エメラルドが目隠しになって謀略に気づくことがなかったのである。

　この報告を喜んだのはリアン国の内閣、中でも内閣取締役の老人である。彼は果実酒を飲みながら、エメラルド姫から送られてきた暗号を読み、すぐさま対応しろと言っている。マクアディをリアン国が支援するのに、良い隠かくれ蓑みのができたと喜んだ。





◯新マクアディ被害者の会（２）







　なにものかによって補給線が脅かされ、食料事情が大幅に悪化した。聞けば、半分ほどの食料が未達という。戦時どころか平時でも聞いたことがないようなひどい状況だった。食料半分とは、兵が横になってじっとしていないと足りなくなるくらいの食料状況だ。それは事実上、軍隊としてはまともに動けないことを意味している。

　負傷した父に代わって領軍を預かることになった私は、この件について報告を受けることになった。

「なぜ、こんな事になったのですか」

「中佐殿……それが、補給線に攻撃を受けておりまして」

「それは分かっています。私が尋ねたいのは、なぜここまで損害を受けているのか、です」

　報告する兵へい站たん参謀は恐縮している。声が小さい。怒っていませんからと言うと、ようやくまともな返事が返ってきた。

「なるべく補給にかかる予算を削減すべく、西からの補給量を増やした結果でして」

「西、というとリアンですか？　彼かの国が補給を絞っていると？」

「いいえ、価格は適正なもので十分に提供されています。ただ、連合軍は現在補給部隊をなるべく大きな単位で動かしておりまして……」

「それが、なにか？」

「その大きな補給部隊を一度の攻撃で覆滅されたとか、そういうことでしょう」

　横からシーナ王女の声がした。私は頭を下げる。

「予算を減じた結果がこれとは、困ったことね」

　殿下の表情からは何も窺うかがえない。ニクニッスの王女ともなると表情一つで人の首が飛んでいくから当然だろう。のんびり憲兵中佐をしている私とは違う。

　報告に来ていた兵へい站たん参謀が、額に汗を流しながら口を開いた。冷淡な王族には強い圧がある。

「護衛部隊の数を増やして対応しております」

「山賊の討伐部隊は出していないの？」

「それは小官では分かりかねます。管轄する部署が違いまして……」

　治安維持は占領軍、軍事作戦に対応するのは担当する方面軍の管轄という。

　私が聞いても言い訳にしか聞こえない理由を述べられて、王女は頷うなずいた。

「縦割り行政にも困ったものね」

　それで、報告に来ていた士官は連れて行かれた。処刑されないといいけれど。まあ、それでも結局は、責任者の数名は命を失うことになるだろう。王女の食事が滞るとなれば一族全員殺される家がいくつ出ても驚かない。

「アスタシア、どう思う？」

　殿下は私に突然話を振ってきた。私は憲兵中佐で軍の指揮権は本来ない。それでも尋ねてきたのは、おそらく殿下なりの親切だろう。きっとこれ以上誰かの首が飛ばぬようという配慮に違いない。私は殿下の友人枠なので、多少の不敬も許される。

「何を、でしょうか」

「この攻撃について」

　私は参謀ではなく、友人として答えることとした。思考の切り替えに少しの時間がかかった。

「そうですね。火力の増大した現代の軍において、基本は大事なものは分散する。私は士官学校でそう教わりました。補給部隊は手間を惜しんでまとめて輸送しようとした結果、このような事態を招いたのだと思います」

「その通り。でももう少し踏み込んだ先輩の意見が聞きたいかな？」

　冗談めかして殿下は微笑ほほえんで見せる。士官学校の気分で私に話せとおっしゃる。

「そうですね。まとめて輸送しようとしていたこと自体は褒められたことではありませんが、戦争が終わったと思っていたのは我々皆同じだと思います」

「そうね。先程の参謀の減刑についてまで気を使ってくれてありがとう。でも私の興味は別にある」

　王女殿下は楽しげに髪を揺らした。

「先輩は、この攻撃を仕掛けてきた敵はどんな存在だと思いますか？」

　口調が完全に学生時代に戻っている、それを少し懐かしく思いながら、私は考えた。

「ルースでこれだけのことをやってのける軍人は、もうあまり残っていないでしょう。首都が落ちたあと、なお抗戦を継続するだけの人望を持つ人間なんて……」

「先輩の大好きなあの子はどうですか」

「殿下……」

「あ、すみません。秘密でしたか？」

　殿下はいたずらっぽく言った。楽しそうに微笑ほほえんでいる。

「いえ。そうですね。マクアディ・ソフランは……彼ならやれると思います。しかし……」

「先輩の前で身を投げて死んだと」

「はい」

　殿下は私に顔を近づけた。大きな瞳に怪け訝げんな顔をした私が映っている。

「本当にそうでしょうか？」

「私の趣味はともかく、虚偽の報告などしません。それに、あのときには大勢の兵や下士官が立ち会っておりました」

「ごめんなさい。先輩の報告に疑いは持ってないんですよ。ただ、先輩の報告と、伝え聞く虎の伝説に差を感じるんですよね」

　私は何度か瞬まばたきをした。

「差、ですか」

「はい。兵の語る伝説である最強の虎が、後のない戦いで戦う力を残したまま死ぬというのは、ありえないと思いました」

　言葉の火の球を放ったあと、殿下はいい笑顔になった。

「先輩、元気になりましたね」

「元気というか、興味はあります」

　なによりマクアディ少年を気に掛ける者として。

　王女は楽しそうに私に話をして見せる。

「そうですね。私は思うんです。虎は私達たち全員を騙だます、巨大なペテンをやってのけたと」

「殿下のお話ではありますが、にわかには信じられない話です。彼は火属性魔導師であって、奇術師ではありません」

「はい。でも、そうだったら？」

「……そうだったら、まあ、この動きは説明できます。でも」

　殿下はいい笑顔。私の意見を一切聞くつもりのないときの顔だ。

「死体捜索、しましょうか」

「分かりました。すぐにも」




　遺体捜索には半日かかり、この任務はベルベフ少尉の部隊が引き受けてくれた。山岳師団というのは使い所を間違えなければ大いに戦力になる。

　身に縄を装備して、金具を岩肌に打ち込んでは、数名がかりで調子を合わせて降りていく。私は最初の方だけ、見た。それ以上は身を乗り出して見ざるを得ず、周囲から止められた。私自身も、うっかり落ちてしまいそうな気がした。

　待つこと一時間ほど。

「遺体は影も形もありやせんでした」

　ベルベフ少尉の報告に、私はしてやられたと思った。あの少年には一体どれだけの力があるというのか。

「そう。でも少尉、いくらなんでもその尻しつ尾ぽはどうかしら、ひどく嬉うれしそうに見えるけど？」

「中佐殿の顔も中々かと」

「それはいけないわね。これから王女殿下に会うのに」

「私がどうかしましたか？」

　後ろから殿下が姿を見せた。学生時代からそういう、神出鬼没なところがあるから驚かない。

「殿下の見立ての通りのようです。遺体を見つけることができませんでした」

「でしょうね」

　なぜだか殿下も嬉しそう。

「こんなところまで来たかいがあった、というものだわ」

　その言葉に危険な気配を感じて、私は言葉をかけた。

「殿下、戦うおつもりでしたら、もう少し準備をされてからにすべきです」

「あら、我がニクニッスの王家の血が負けるとでも？　言うようになりましたね、先輩？」

　冷ややかな空気を感じて私は首を横に振って臣下の礼をとった。

「いいえ。いかにマクアディ少年といえど、魔力量は王家と比べて極端に多くはないでしょう。ですが、戦いは魔力量だけで決まるものでもありません。マクアディ少年は歴戦の勇士です。今回のような詐術を用いる可能性があるならなおさらです」

　王女殿下は微笑ほほえみながら風を感じている。

「そうね。だからこそよ。かの虎、マクアディ・ソフランに勝てたなら、この世の誰も、私には勝てない。そうじゃなくて？」

　そんなことになんの価値があるのですかと言いかけて、その瞳が危険なほど輝いているのに気づいた。望めばなんでも得られる大国の王族には見られぬような、それは野心の光だった。

「アスタシア先輩には悪いんですけど、私、虎の首が欲しいんですよね」

「何な故ぜ……ですか」

「結婚相手くらい自分で決めたいから」

「そんなこと……貴族にも許されませんよ」

　殿下は……シーナ王女は両手を広げた。

「最近の庶民はできるというのにね？　聞いて、アスタシア。私はなんでも思い通りにできるニクニッスの血を引いているのに、それができないのよ？」

　そのためなら戦争をし、人を殺すのですかと思ったが、何も言えなかった。殿下にはニクニッスの王族の血が流れていて、私にはニクニッスの貴族の血が流れている。私ができるのは跪ひざまずくことだけだ。

「殿下の思おぼし召めしのままに」

「ありがとうアスタシア。先輩ならそう言ってくれると思っていました」

　殿下は振り向いて嬉うれしそうに口を開いた。

「出撃の準備をなさい。軍を出します」

　マクアディ少年が虎ならば、殿下は女めひ豹ようかなにかだろう。ただ私には、女豹のほうがより本物の猛獣に近いように思えた。
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◯山賊ごっこ







　それから、南へ一本ずれた街道で山賊ごっこをした。先任軍曹の狙いは当たって敵補給部隊はまんまと迂う回かい路ろをとっている。

　襲撃だ。がんばるぞ。

　天気は軽い雨。この辺りは冬でも雪にならない。ただまあ、寒いは寒い。

　護衛は中隊規模だったが、前より護衛規模を減らしてどうするつもりだったのか。何の問題もなく、物資を奪うことができた。もっとも全部が馬用の飼い葉で、人間の食べ物はない。

「意外にバラバラの荷物なんだな。補給というものはもう少し必要なものがまとまっているものかと思った」

　そうぼやいたら、先任軍曹が微笑ほほえんだ。

「飼い葉は重要ですよ。大尉。なにせ馬は人間の一〇倍も食べるのですから」

「重量から言えばそうだな」

　一般に一個師団で飼われている馬は一〇〇〇頭ほどだと言われている。ルース王国の師団が一五〇〇〇人を定数にしていたことを考えると人間一五人に馬一頭という計算になる。馬が一〇倍食べるとすれば、人間と馬の食料消費は重量の上では一・五倍とかなり差が縮まる。それでも人間に何もかも任せるよりは、効率がいい。輸送まで人間がやっていたらもう二万人が必要で、それらはそのまま給料を必要とする。馬の一番のいいところは給料を要求しないところだろう。

　そう思えば。馬の餌を狙ったほうが敵は困るのかな。難しいところだ。

「大尉、このまま後数回戦うとして、その後はどうされますか。左回りに血の街道を巡って行きますか？」

「面白いとは思うが、敵が見破って罠わなを仕掛けそうだな」

「では、戻りますか」

「うーん。それはそれで罠がありそうだな。地図を見て考えよう」

　雨宿りを兼ねて立てた天幕を使用し、二人で並んで、野戦地図を見た。連合軍の士官が持っていたもので、我がルース王国の地図より地形の精度は劣るが街道については逆によくできている。侵攻する側用の地図、ということだろう。

「新王都に近いのはやはり西街道でしょう。ヘドンを通るこの経路です」

　指で街道をなぞりながら、先任軍曹は喋しやべる。

「続いて新王都に近いのは北側ですが、こちらには山と海があります。定期的な補給路を作ることは難しいでしょう。となれば」

「残りは南と東。東のニクニッスからルースまでには六ろつヶか国こくを通過する必要がある。そうだな」

「はっ、大尉の覚えておられるとおりです。このルートはかつての敵の主要補給路でした」

　かつての、と前置きがつくのには理由がある。俺は地図を見ながらその街道の長さにうんざりした。

「敵の主力がまだ新王都付近というかヘキトゥ山にいたとして、俺からするとこのルートでの食料輸送は現実的じゃないな。長過ぎる。たとえ途中の国で買い求めて輸送したとしても、だ」

　輸送している間に食料が悪くなりそうな勢いだ。前線に届くのは塩漬け肉ばかりになりそう。

「そうですが、大尉が西の経路を扼やくすると事情も変わります。遮断されればこの経路を使うしかなくなるでしょう」

「切り替えるまでに時間が掛かりそうな上に、補給部隊を補給するのにさらに物資がいりそうだな」

「はい。それ故に狙い目、とも言えます。敵は補給不足を解消するために、東に逃げるか、我々の元へ攻めるかしかありません」

「今やっていることは正しい。ということが分かった。一応他も検討しよう」

「はい。あとは南だけですな」

　ルース王国というかルース王家の血筋はおよそ東に広がっている。西のリアン国は数少ない例外だ。一方南北には、まったく広がっていない。これは歴史の授業で、東西は馬で移動しやすいが南北はそれが難しいからだと聞いたことがある。

　実際南北は環境が大きく変わって、本来草原の生き物である馬を飼育するのはかなり難しくなる。

　ルース王国の南は乾燥地帯からさらに先に行くと砂漠になっていて、馬を使うのは難しい。砂漠を抜けた先には国があり、さらに南にはほぼ大陸規模の島である亜大陸があり、その先にドワーフの国があるが、そこまで行くのは至難の業だ。そもそもこれらの国は今回参戦すらしていない。この経路で補給線構築はあるまい。距離は短いが、厳しい。道を利用できない。

「ひと通り見ていかがですか」

「軍事的な合理性でいえば、やはり西。どう考えても西。連合国としてはどうしてもリアン国を離反させ、味方にしたかったのが分かるってもんだ。同じ理屈でルースの全土を掌握するために、連中はここの補給路を回復させたがるだろう。軍を送ってでも、だ」

「補給地に軍を近づけるのは兵へい站たんの負担を減らすためにもいいことでしょう。我々が輸送阻止した量が毎日一二万食として一日二食で六万人分、そこから考えてヘドンへ向かう戦力は最大六万程度と思われますが、どうされますか」

「んー。もう少し減るかもな。三日も食えなければ兵は萎えるし、食料についてはある程度の余裕も持たせたいだろうから」

「どれくらいでしょうか」

「三個師団、四五〇〇〇かな。それで方針だが、山の中なら四万相手でもある程度はいけるだろうが、広いところじゃ厳しい」

　俺はそう言って、周囲を見た。ヘドンから東、そして南東は広い平野が続く。大軍向けの地形だ。のびのびと布陣できるし、整備された街道もあるので移動も簡単ときている。対戦したとして、まともに考えれば戦いにもならない。

　そう、戦いにもならないな。俺たちを無視してヘドンあたりに居座られてしまうとどうにもやりようがなくなる。

　打開策を考えながら次の戦いに備えた。待つこと一日、今度は護衛もつけないで補給部隊が動いている。いいのかそれで。襲うぞ。

　俺たちが近づくと、敵はすぐに降伏した。拍子抜けだ。罠わなの可能性もあるので、奪った食料は降伏した連中に食べさせて様子を見る。一日たってもけろりとしており、それで彼らを解放した。

「兵へい站たんを脅かすのは戦争の基礎の一つだろうに、なんでまたこんなに防備が貧弱なんだ？　緒戦期のルース王国だってここまでじゃなかったぞ」

「戦争が終わったつもりだったのでしょう。他に説明がつきません」

　口に出た疑問に、先任軍曹がそんなことを言う。そういうこともあるのか？　あ、前ここを通った補給部隊は全滅させたから、こっちは大丈夫、無防備でもいいとかそういうふうに判断したのかもしれないな。それも随分楽観的な評価だけど。

　もとから護衛戦力はかなり少なかった、だろうか。だとすれば、千載一遇の好機とも呼べる状況だが、出すだけ襲われるのであればそもそも補給部隊を送り出すのをやめてしまうのが普通だろう。食料売っぱらう計画の前に敵の補給部隊の動きが止まってしまった。やはり俺に商売は無理だったらしい。

　いずれにしても……敵が補給部隊を送ろうと、送らなかろうと……この状況では補給線は邪魔したい放題だ。

　この状況を打開しようと思ったら、敵は急いでこちらへ向かうしかなくなる。西のリアン側に戦力はないと思えば一番近いのは新王都の軍勢、そこから四五〇〇〇、三個師団の兵あたりが抽出される可能性が高い。それとどう戦うかだな。俺の魔法なら五〇〇〇人くらいはやっつけられると思うんだけど、その先がなあ。

　一対一で負けることはないと思うが、　最初はいいとして、そのうち大部隊に囲まれてすり潰される展開になるのは目に見えている。このだだっ広い西部でどう敵に包囲をさせないかが軍事的課題だな。

　一番簡単なのは敵より機動力で勝ることだ。しかし馬と馬じゃ互角止まりだよな。俺のほうが体重が軽く、敵が馬の食料に困っているとしても、ちょっと危険度が高すぎる。ではどうするか。

　射程の長さで勝負するか？　魔力を大量に使うから長い戦いは不利だろう。これも駄目。

　うーん。思いつかない。しかし策がないとか勝算がないとか気づかせないのが士官の神聖な義務だ。俺はまあいいかと言って分捕品とともにエメラルドの所へ帰ることにした。結果、食料と馬車と馬ばっかりが集まる。これまで集めた馬だけで四〇〇くらいいる。

「ところで大尉、川に寄るのはいかがでしょうか」

「なんだ先任軍曹、藪やぶから奇襲なんて」

「エメラルド姫に土を被かぶった姿を見せるわけにはいきません」

　そんなもんかなと思ったが、あいつも一応お姫様だ。あ、そうか。この数日入浴もさせてないな。お姫様は毎日入浴していると聞いたことがある。野戦教練のあった軍の幼年学校に行っていたエメラルドはともかく、妹たちも大変だろう。

「いい土産を思いついたぞ、妹たちに風呂でも用意するか」

「エメラルド姫でなくて、ですか」

「当然エメラルドも入ってるけど」

「そこはエメラルド姫を第一にすべきです。大尉」

　先任軍曹は最後の突撃に行く前みたいな顔でそう言った。つまり命がけの顔だ。

「先任軍曹が言うならそうするけど、理由は？」

「大尉はエメラルド姫を大事になされているでしょう」

「当然だ。数少ない生きている友とも達だちだからな」

　そう言ったら、先任軍曹は昼なのに星でも見る調子で空を見上げた。思わず一緒に空を見上げてしまった。何もなかったが。

「どういう反応だ、先任軍曹」

「戦争というものはよくありませんな。戦争が大尉の大事な時間や経験を全て奪った気がします。忸じく怩じたる思いです」

　冗談には到底見えない。俺はそれで怒る機会を逃してしまった。

　我が大隊の拠点は川から少し離れている。というのも、川沿いには村が点在するためだ。巻き込みたくはないのでどうしてもこうなる。数百年前に中途半端に灌かん漑がいされ、その後拡張されることもなく放置された、このだだ広い平野は、九割方がしなびた草で覆われていた。水の恵みがあるところとないところでは大きな差ができているというわけだ。通常こういう草原も無駄にはしないが、この季節では放牧もない。つまり、誰も使わないし、見向きもしないというわけだ。

　平野と言っても本当に平へい坦たんなわけじゃない、ゆるやかには凹凸がある。その緩やかな丘の下、ちょっと見た感じでは発見されないような場所に拠点を作った。といっても馬車と馬を運び込んできただけだけど。人数に比して馬が多いせいか、飼い葉はたくさん消費されている。敵から飼い葉を奪っていて良かったと言うべきだな。人間の食い物だけなら、ひどいことになっていただろう。

「エメラルド、メディア、ラディア。風呂を作る」

　帰ってきてそう言ったら、不思議そうな顔をされた。喜ばれると思ったが違ったか。

「あれ、いらなかったか」

「いえ、いえ！　いります！」

　そう言ったのはラディアだった。元気よく立ってそう言った。お姫様にあるまじき、元気な反応だった。まあ、エメラルドも元気なのでお姫様業界は意外に元気なのかもしれないな。

「水浴びは寒くて凍えそうです」

「そうだよな」

「どこか村を占拠したの？」

　エメラルドがそんなことを聞いてくる。

「そんなわけないだろ。あと、占拠じゃなくて解放だっての」

　俺の反論はどうでも良かったらしい。エメラルドはすぐに身を乗り出した。

「え、じゃあ作るの？　お風呂」

「おお。任せろ」

　まずは水だ。俺は[image: ]熱の槍フレイムランスを生成してゆるやかな丘に、横穴を開けた。貫通まではいらない。地層に沿って斜めに穴を穿うがつと、天井から水が染み出して来た。横掘りの井戸ってやつだ。本当はもっと起伏の大きいところでやるべきなんだろうが、数日使う分くらいの貯水量はあると思う。崩落もなし。いいぞ。

　斜めに掘っているのでそのうち水は滑り落ちてくる。今度は威力弱めの火の矢で浴槽を作った。熱を加えて硝がら子す化させたので、水は吸い込みにくい。

　しばらく待つ間に水が溜たまってきた。色は問題なし。土やら石やら岩盤やらで雨水は濾ろ過かされているようだ。

「よし。衝つい立たては馬車を横倒しにして使おう」

　部下に命じて作業させる。エメラルドが興味深そうにやってきた。俺がなにかしていると、昔から何にでも首を突っ込んでくる。

「これがお風呂なの？」

「お姫様にはどうかと思うが、ないよりはいいと思う」

「ベルニ教官に言われた？」

「え、なんで分かったの？」

「マクアがそんなことに気づくわけないじゃない」

　そうだけど、なんか腹が立つ。

「今度は自分で気づくようにする」

「ふふ。期待しないで待ってるね？」

　なんなら一生待ってあげるねみたいな目でエメラルドはいう。分からん。バカにされてはいない気がする。

　エメラルドは不思議そうに溜たまってきた水を見ている。

「どうやってお湯作るの？　釜がないみたいだけど」

　俺は石を拾って燃やした。風呂に入れた。一瞬で湯気が出る。

「これでいいだろ」

「魔法の無駄遣いは駄目って幼年学校で習ったの忘れた？」

「無駄じゃない。エメラルドが風邪を引かないなら、安い」

　エメラルドは、黙った。心配になったので顔を見ようとしたら、全力で逃げられた。

「なんだよエメラルド、文句あるなら……」

「文句はないわよ。でももう少し湯温を下げて」

「それが文句だろ」

　いや、注文かもしれない。いいけど。

「水がどんどん入ってくるから、すぐに適温になるよ」

「ぬるくなったらどうするの？」

「また石をいれるよ」

「覗のぞいたら駄目だからね。絶対だからね」

「俺は今までそんな奴やつらをたくさん営倉に送ってきた。俺がやったら示しがつかない」

　そう言ったら、エメラルドはつまらないという顔をした。意味がわからない。

「まあいいわ。アンタも入ること。……一緒にとかそういうのじゃなくて！」

「分かってるって」

　兵士みんなも風呂に入れないといけない。身み綺ぎ麗れいは感染症を減らす。戦場での生存率に馬鹿にならない影響を与える。人数が多いからもっとでかい風呂を作るべきだろうか。しかし丘が小さいから保水量が少ないと思うんだよなあ。うーん。どうしたものか。

　水さえあればお湯を生成するというか、石を熱するくらい、大したことはない。なにせ石には触れているのだから、距離は〇だ。距離の二乗に比例して魔力消費量が増える現象が、ない。岩を生成して飛ばす土魔法が強い……陸軍の主兵と呼ばれる原理だ。

　んー？　なにかいけそうな気がしなくもないな。四万と戦う手になるかもしれない。

　エメラルドたちが楽しげに風呂に入るのを音だけ聞いて、俺は自分の考えを温めた。薪まきの節約のために、石を温めてほしいと部下が言うので石を次々温める。一〇〇個くらい温めた気がするが、魔力消費は殆ほとんど無い。

「大尉、先程から魔法を使いすぎておられませんか？」

「まさか」

　先任軍曹とそんなやり取りをしていたら、料理に使ったあとで程よく冷えた温石を懐にいれるステファンがあーという顔をした。

「ベルニ教官は魔導学を習ってないんじゃないかな」

　先任軍曹は頭を下げた。

「申し訳ない」

「いえいえ。魔道師しか勉強しないので。二乗三乗法則と魔法次元の法則があって……」

　ステファンは魔力はあまりないが一応幼年学校中退だ。魔導学も必修だったので途中まではやっていた。その知識で説明している。

「魔法はその力を計算するにあたって次元を一つ下げて行うんです。だからこそ強いわけです。実際に魔力以外の力を使うなら、距離の三乗に比例して減衰するはずです。それが二乗で済むんですよ」

「頭が痛くなりそうな話です。士官は大変ですな」

　そんなやり取りを聞いて、俺は大軍勢に対してどう戦うか構想をまとめた。

「ステファン、風呂入ろうぜ」

「女官さんたちが先でも良くない？」

「ばっか俺たちは川だ。あの湯船の大きさじゃ、俺たちがいつ入れるか分からんだろう」

　知らなかったがお姫様たちは長風呂だ。女官もそうかもしれない。

「寒くない？」

「任せろ。試験兼ねて盛大に温めてやる。兵、下士官も行くぞ。洗濯もついでだ」

　ぞろぞろ歩いて川の中で石というよりも岩という感じの大きなものを半円状に並べて、温めた石を投げ入れる。石が溶ける直前まで温めて投げ入れたら、水蒸気爆発が起きた。やりすぎだな。

「マクア怒ってる？」

「そんなわけないだろう。単に、失敗しただけだ」

　冬の川は水量が少ない。この臨時の風呂も夏になれば水没してしまいそうだ。それ以前に村人に俺たちの存在を気づかれてしまうな。まあ、明日あしたにでも移動してしまうか。しかし、けっこう大きくて丸い石が多いんだな。この辺、昔は海の近くだったんだろうか。

　この岩何かに使えないかな。風呂以外で。

「湯はどうだ」

「なかなかであります」

　先任軍曹は兵とともに湯に浸つかりながら言った。俺は定期的に石を温めては川に投げる。石投げか。悪くないかも。

「大尉は、戦争が終わったら湯屋でもやっていけそうですな」

「悪くはない話だが、戦争中でもやれるかもしれんぞ」

「随分と荒稼ぎできそうです」

　先任軍曹はそう言って兵たちと笑った。どんなときも朗らかに笑うのが突撃兵というやつだ。冗談と取られたのかもしれない。

　俺も湯に浸かっていると、ステファンが寄ってきた。

「マクア、さっきの爆発で村人が気づいたぽい」

「そりゃ気づくだろう」

「四万人だから三個師団くらい相手にするんだろ？　いいの？　こっちが少ないんだから場所を知られるとまずいんじゃ」

「まあ、この辺の住民が略奪上等な連合の味方をするとも思えないがそうだな。とはいえ、もし知られたら」

「村を占領する？」

「だから解放だって。いやいや、何もしないぞ。村人が連合軍に通報するなら願ったり叶かなったりだ」

　敵がこっちに来なければ、戦いにならない。リアンの占領を許さないためにも、どうにかして俺は敵とぶつからないといけない。敵を経済的に破綻に追い込むのが基本戦略だが、今回については別、としよう。

　俺はリアン占領をはかるかもしれない敵野戦軍を撃滅する。これはリアンにとって良いことだけではない。一時的にせよ新王都から西を開放する効果が見込まれる。それで生き残った兵や士官を少しでも集めることができれば次の戦いで自由度が上がる。





◯新マクアディ被害者の会（３）







　王女殿下は、部隊の六割以上にあたる七万人を東に帰した。随分と思い切った選択で、司令部にも反対意見があったようだ。

「腹を空すかした兵にどれだけの価値があるというのよ」

　殿下はそう言って、兵に配慮を示し、強行した。殿下の領民、兵士からの受けは、学生時代から大変に良い。

　ともあれ残る兵は四万。完全編成の二個師団三万人に、父の連れてきた領軍七〇〇〇人、残りは指揮官ごと死んで路頭に迷った敗残兵をまとめた部隊だ。

　この四万の兵で、西へ、マクアディ少年がいるかもしれない西へ向かう。

　遺体が見つからなかったとはいえ、正直に言えばマクアディ少年が生きているとは、まだ信じられなかった。

　それでも、西に行くのは怖い。私は彼と二回戦場で邂かい逅こうしたことがあるが、どちらも極大の命の危険を感じた。生き残ったのは単なる奇跡だ。

　そして三度目はどうかといえば、まったく自信はない。今度こそマクアディ少年と会えば死ぬ。と思う。こうすれば生き残るという考えも企たくらみも私には浮かばないからだ。彼の視線の及ぶところで私が生き残る可能性は万に一つもない。同じ火属性勅任魔導師フアイアーキングダムウイザードとはいえ、彼と私には隔絶した差がある。

　遠くから、できれば顔も見えないくらいの位置から彼を弁護させてくれればそれが一番なのだけど。

　とはいえ、私は王女殿下についていくことになった。命令だった。断る選択肢などないし、殿下の思惑としては私に父の敵を討たせるという親切すら含まれていると感じた。それでただ頭を下げるしかなかった。

　しばらく前はマクアディ少年を夫にするという選択肢すらあったというのに、なんということだろう。二度まで生き残っておきながら結局はマクアディ少年に殺されるとは。

　いや、まだだ。殺されると完全に決まったわけではない。マクアディ少年がいない可能性もある。

　しばらく馬車の中で考えて、居そう、と思った。殿下は自信満々だし、悪いことに関しては占い師なみの的中率の私の直感は絶対マクアディ少年にひどい目にあわされるということを告げている。最初に会ったときは肩を砕かれ、二度目は父が重傷、三度目は目もあてられないことになりそうだという予感はある。

　しかも今度は四万しか兵力がない。一五万いてもうまく行かなかったのに四万でどうにかなるわけがない。

　全軍で向かったほうが良かったのではないか。補給の問題でそれが不可能である、というのはよく分かるのだけれど。

　一度全軍で東に戻って……駄目か。そうすれば最後、新王都から西はルースに奪い返されることになる。戦勝気分の本国に冷水を浴びせるどころの騒ぎではない。この戦いを主導した貴族たちは強烈な批判にさらされるだろう。

　つまり仕方ない。私は無策ですが。まともに兵を指揮したこともありませんが。つまり、駄目。

　士官学校はでたものの、私の専門は法律だった。図上演習でも戦術の授業でも良い成績を取ったことがない。卒業試験で教官から、実際に兵を率いるのはやめておいたほうがよろしいでしょうと忠告されたことがある。

　それでこの状況をどうにかしろというのが無理だ。

　そう、無理なのだ。どうやっても、おそらくは逆立ちしても。

　仮に全部がうまく行ったとしても殿下、彼女はマクアディ少年を殺すと、本気で言っている。殺して欲しくないし、殺されても欲しくない。これをどうするかも、私には企たくらみがない。

　八方塞がりの気分になったが、ここで諦めて遺書を書くのも諦めが良すぎる気がして、私は一念発起することにした。よし、生き残ろう。そして場合によっては殿下をつれて逃げよう。私では殿下の盾にもならないだろうが、逃げるだけなら意外にいい線いきそうな気がする。うんそう。きっとそう。私は信じている。

　とりあえず、逃げるための準備をせねば。問題は用意周到に準備をしていると敵前逃亡の疑いで軍法会議が待っていることだ。これに王命抗命罪が入る。結果は死刑だろう。これを回避しないといけない。

「ベルベフ少尉」

「へい。こちらに」

　何食わぬ顔で馬車に並走するベルベフ少尉が寄ってきた。彼らは本来東に帰る予定だったのだけれど、名残惜しいので途中まで見送りするという名目でついてきて貰もらっている。

「何食わぬ顔で聞いてほしいのだけど、あなた達たちの中隊をまるごと買い上げることができないかしら」

「国軍の部隊をですか。突拍子もない話ではありますが、ニクニッスの看板があるならできなくはないと思います。なにしろ東方三国は傭よう兵へい業もやってますしね。しかし……」

「誓いがあってマクアディ大尉には敵対できないと」

「はい。そこは曲げられません」

「大丈夫。では、マクアディ大尉から逃げ出すのはどうかしら」

「またなんとも骨の折れる話ですが、やってできないことはないでしょう。なにせ虎の餌はそこら中にあります」

　ベルベフ少尉は、周囲の味方を軽く見て言った。怖い例えだが、少尉はマクアディ少年が他の敵を倒すことを優先する可能性を示している。

「では、こっそり。準備だけ、秘密で」

「とりあえずは見送りが遅くなりすぎたという話でいきましょう」














◯罠わなの準備







　敵と戦うためには、まず情報を集めないといけない。

　それで翌日、さらに一本南の街道へ向かった。ヘドンから新王都へ続く三本の経路のうち、一番交通量が少ないのがこの街道だ。山が遠く、乾燥した南に行くほど経由する街は減っていくから、これは当然と言えた。

　待つこと一日。敵は引っかからず。どうも敵はこの経路は使ってないらしい。つまり、空振りだ。そもそもこの辺りは冬の間乾燥気味だから水の確保が大変だからな。

　先任軍曹が遠眼鏡めがねを下ろして俺を見た。

「この経路は駄目のようですな」

「そうだな。つまり二本に絞ってもいいということだ」

「はい」

「しかし二本は多すぎる」

　どうにか一本にしたいものだ。一昨日の村人が通報してくれないものか。いや、それを期待するのも人が悪いな。

　果たして敵は、護衛不足を理由に補給部隊を送るのをやめたのだろうか。そんなわけないよな。一〇日も食事が不足すると士気は極端に低くなる。馬に至っては仕事をしなくなる。そうなったら輸送に偵察に、重大な支障がでてしまう。馬は軍の運営に欠かせない。

　だから敵は補給線を再開するだろう。もちろん東からの補給もあるだろうが、仮に全量を割高な東から受けるとしても、すぐには届かないはずだ。西より東のほうがずっとずっと広いんだから。

　敵は一度東に撤退する線もある。そうなったらしめたものだ。新王都から西を全部手に入れることも夢じゃない。ただまあ、敵だってそれくらいは分かっているし、嫌がるはず。

　必然、敵は少なくともその一部を抽出して補給を受け取りにこちらに来る。ついでに俺たちを倒そうともするだろう。ここまでは昨日先任軍曹と話して推定した通りだ。

　暫しばらく考える。

　だだっ広い乾燥した土地を眺め、地平線に至るまで街がないことを再確認する。

　街。そうか。これで一本にできるな。敵は不足する食料を略奪でしのぐだろう。だとすれば一番南の、今ここの経路を使ったりはしないだろう。経路上に街が少なすぎる。同様に一つ北の経路も、略奪で飢えを凌しのぐには街や村が少なすぎるはずだ。

　四万全部をまとめて移動しようと思えば、第一に一番北側の街道、そこが一番街が多いからそこを使うに違いない。分離して進撃する可能性もあるが、その場合は各個撃破できると考えよう。

　敵は一番北側の経路を使う。我が大隊はそこで戦う。

　翌日。大隊は一つ前の街道に戻り、その翌日には一番北側の街道に戻った。敵の補給部隊と会敵はなし。数日戦果はないわけだが、食料に問題はなくとも、売ろうとしていた割に全然、という感じだ。ちょっと恥ずかしい。そういうこともあるよな。

　ステファンが、俺を慰めるように口を開いた。

「空振りが続くね」

「そういうときもある」

「道が三つあるのにこっちは一つだからね。分散して配置できるだけの兵力がないのが問題だね」

「どうかな」

「どうかなって？」

「敵は補給部隊を送ってない可能性がある」

「えー？　そりゃないでしょ」

「それがあるかもしれん。ステファン、敵の立場になって、俺たちの情報を全然しらないていで考えてみろよ。何度も補給部隊が襲われて、大隊規模まで護衛を増やしたがそれもだめ。お前が敵の指揮官なら、敵の敵である俺たちはどんな部隊だと想像する？」

「えー？　そうだな。まあ、普通なら大部隊だと考えるね。そうだな。大隊が二個、または一個連隊（三個大隊）が街道にいると考える」

「そうそう。じゃあそれに対抗するにはどうする」

「最低でも連隊をぶつける。ああそうか」

　ステファンはようやく思い至ったようだった。

「そうか、つまり西側にはあんまり兵力がないんだ。そりゃそうか、連合の一員であるリアン国があるんだから、あえて大兵力を置く必要がない」

「正確には大兵力をリアンに近づけると、占領してくると考えてリアンが再度裏切る可能性もある」

「それはないんじゃない？」

「新王都が落ちた今はそうだな。だがそれまでは、そうじゃなかった。ルースと組んで徹底抗戦すれば、もう一、二年は持ったかもしれない」

「なる、ほど」

　腑ふに落ちたステファンをおいて、俺は続きを考える。ステファンにはああ言ったが、ルースを下した今、リアン国を生かし続ける価値があるか、怪しくなってきた気もする。俺が補給線を脅かしたばっかりにリアン国まで滅んだら嫌だな。

　リアンを滅ぼさないためにどうするか。俺にできることは戦争だ。やはり三個師団を破らないといけない。いや、最初からそのつもりだけど。終わったと思った戦争が長引くのは良い嫌がらせになる。

「ということで戦争の準備だ。始めるぞ」

　四万と一五〇がまともに戦うことはできない。だからまずはまともに戦うことができるようにしないといけない。創造性を発揮するときだ。

　このだだっ広い、大軍向けの地形を改良して少数の部隊が迎え撃つにふさわしい場所にする。

　俺は特大の[image: ]熱の槍フレイムランスを作って街道に穴を開けた。深さは大人一〇人が縦に並んだくらい。底はまだ熱で煮えたぎっている。確認後、手当り次第あちこちに穴を掘った。迂う回かいされるかもしれないので、念入りに穴を掘りまくる。帯状に穴ぼこ地帯を作った。

　次に、監視用の個人壕ごうを一〇〇ほども作らせる。いわゆる蛸たこ壺つぼというやつだ。ここに部下を分散して配置して、目とする。これが戦いの鍵だ。分散配置というのは勇気のいる配置だ。大軍相手なら兵は逃げるのが普通だ。

　ところが俺の部下はそうではない。激戦をくぐり抜け、軍を辞める時を何度も逃してきた愛すべきぼんくらどもだ。だから分散配置しても特に問題なく引き受けてくれた。彼らが気にしたのは連絡のとり方だけだった。

「すまんな。突撃兵に陣地に籠もらせるなんて」

　部下に言うと、兵たちがいい敬礼で答えた。

「はい。いいえ。大尉。〝灼しや熱くねつの下　泥にまみれても〟であります」

「そうか。約束しよう。諸君らがかぶった泥分以上の戦果は上げる」

「幸いであります！」

　俺がうなずくと、ステファンが顔をあげた。

「マクア、何するの？」

「言ったろ。戦争の準備だって」

「あちこちに穴を開けるのが？　腹いせじゃなく？」

「お前の中の俺はどんだけ怒りっぽいんだよ。エメラルドか」

「沸点の低さはだいたい同じくらいだったよ。学校じゃあ、ヘキトゥ山で淹いれる黒茶のようだって」

「どういう譬たとえだ」

　あ。分かった。高山のお湯だな。こいつ。

「やっぱり沸点低い！」

「俺は心の広いやつだ。新しい魔法の的にするだけで許す」

「死ぬ、死ぬから！」

　ステファンは幼年学校時代そのままに、走って逃げる。兵たちが朗らかに笑っている。まったくステファンとエメラルドのせいで俺の築き上げてきた理想の士官像は大爆発だ。

「少しは軍隊ぽくしろよ。ステファン」

「授業じゃこんな戦争のやり方教えてないよ。マクア」

「それは見解の相違だ。俺は教科書通りに戦うつもりだぞ」

「どこが？」

「士官は基本を守るために創造するもんだ」

「おお。なんか格かつ好こいいね」

　全く緊張感のないやつだ。歴戦の兵士と表面上だけは似ているところがいただけない。

「ステファンにも仕事あるぞ」

「補給管理かい？」

「いや。前にヘドンの地図作ってたろ。あれはよかった。今回もそれやってくれ」

「穴ぼこの地図を作るの？」

「ああ。できればその周辺も」

　ステファンは何だそれはという顔をしたが、すぐに算そろ盤ばん、磁石と縄と筆記具と帳面をもって走っていった。

　あの腰の軽さはなかなかいい。魔力はないがいい士官になる才能がある。俺の下で働く分には魔力とかどうでもいいから、意外に使える人材になるかもしれない。

　先任軍曹が、ステファンの様子を見て微笑ほほえんでいる。
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「地図作りとは、意外な才能ですな」

「いや、前から見取り図作るのはうまかったから」

　風属性だしな、あいつ。風属性魔導師は偵察などで活躍しやすい。遠くの大気の揺らぎも良く感じるからだ。地図作りにも少しは影響しているかもしれない。

　先任軍曹が、口を開いた。

「それでも、です。出し物を作るために講堂の見取り図を書くのと地図を作るのでは大層差があります」

「そうかも。それにしてもよく覚えているな。先任軍曹」

「楽しい頃でしたから」

「今はつまらないか、先任軍曹」

「まさか。それはそれ、これはこれです。大尉。戦争には戦争の楽しさがあります」

「それはそれ、か」

　エメラルドのためにあるような言葉だ。それはそれという言葉はきっとワガママなんだろうな。

　穴を掘りまくってこの日は終わり。敵ががんばってもあと七、八日は来ないはずだ。途中略奪するならもっと時間がかかるかな。戦いの準備をがんばろう。

　翌日は別のところに穴を掘った。さらに翌日には穴掘りに並行して馬を動員して岩をかき集めた。空の樽たるに水を詰めて運んだ。部下に鏑かぶ矢らやも作らせた。

　あっという間に七日経たった。七日もあればたいていのことができるものだ。俺はあちこに穴を作り、その穴ぼこたちが見えないくらいの遠くに、筒状の穴を作った。風呂を作った要領でなだらかな丘を斜めにくり抜いて、それを二〇本用意する。穴が近いと崩落するかもしれないので、結構な面積を取ってしまった。丘二つ分だ。これを二箇所に作った。

　丘の穴を眺めながら、先任軍曹がしきりに感心している。

「大尉はすっかり土属性魔導師ですな」

「ばっか、あいつらと一緒にすんな。こっちは給料が半分だ」

　火属性勅任魔導師フアイアーキングダムウイザードは他の属性と比較して一番給料が安い。ハズレと言われる所以ゆえんだ。陸軍という言葉が使われていなかったくらいの大昔には、火属性魔導師は軍というか軍勢の主力火力として大活躍できていたのだが、それが魔法次元の法則が意識されるようになって、廃れた。土属性魔法ならば魔力を質量に転換して効率よく火力発揮できるからだ。

　それで、火属性はあわれ転落。今となっては火力という名前でのみ、過去の栄光が窺うかがえるというやつだ。

　海軍と補給部隊で引っ張りだこの水属性と、偵察の要、風属性。それと比べりゃ火属性は土属性の下位互換だからなあ。

　まあ、属性のことを羨んでも仕方ない。準備は万端、試射もできた。あとは三個師団との殴り合い。俺の魔力に期待だな。じっちゃんが言うには俺の魔力は大抵の王族より強いそうだから、まあ、それに期待だな。

　よく働いたら良く休まないといけない。俺は早めに拠点に戻った。日が落ちてないのは久しぶりだ。

「おかえり？」

　順応の早いエメラルドが、小石を抱えて寄ってくる。これを温めればいいらしい。受け取ったら、えらいえらいという顔をされた。

　エメラルドはまったく見事な金髪で、黙っていれば宝物のよう。いや、喋しやべっていても一部では宝物かも。俺は一部の方かな。

「ああ。ただいま。この小石、どこで拾ってきたの？」

「近くの川だけど。そうでなくてもいっぱいあるわよ？」

「そうか、川の流れが変化したんだな。それで川石が川底でもないところにたくさんあると」

「そういうことより、いうべきことがあるんじゃない？」

　さあいえ、という感じでエメラルドは俺を見て来る。

「まあまあ可愛かわいいとか？」

「まあまあは余計。今日は元気ないわね。戦争がうまくいってないの？」

「それ以前だな、今日も戦闘はなし」

「喜んでいいんじゃない？　普通」

「盛大に準備しといて敵が罠わなにハマらなかったら恥ずかしいだろ」

「なるほど。軍人の悩みってやつね」

　エメラルドは全然軍人じゃなさそうな口ぶりで言った。つい先日までリアンの姫将軍とか言われていたのに、軍を率いる考え方を遠くに投げ捨てたようなことを言う。

「エメラルドは将軍だったろ。辞めてよかったのか？」

「え？」

「え？　まさか辞めてなかった？」

　エメラルドは神妙な顔をして腕を組んだ。エメラルドが腕を組むと、なんというか小ささが際立つ。口にしたら喧けん嘩かになるから言わないけど。

「辞めたというか、そう言えばそういう肩書でルース王国に来ていたの忘れていたわ」

「忘れるなよ。つい最近のことだろ」

「そうね、そうかもね？」

　そう言いながらエメラルドは嬉うれしそうに笑った。なんで嬉しそうなのかはさっぱりわからない。接収した高級宿より冬の野営のほうが厳しいはずなんだが、そんなことは微み塵じんも感じさせない顔だった。

　エメラルドはちょっと恥ずかしそう。

　その顔を見ていたら、なんだかいい生活をさせてやりたくなってしまった。山賊もどきの軍人が願うには過ぎた願いのような気もするが。それでも。

「どうしたの？」

「塩漬け肉は飽きた。草が食いたい」

　恥ずかしいので全然違うことを言った。エメラルドは気づいてもいない。

「野菜ね。そうは言ってもこの季節じゃ干した玉ねぎくらいしか。あ。塩漬けの野菜はあったかも」

「酸すっぱい野菜もいやだ」

「好き嫌い言わないの。アンタ本当に昔から変わってないわね」

「そんなことはない。塩漬け肉が嫌いになったのはこの二年くらいだ」

「そうじゃなくて」

　エメラルドは温めた小石を麻布の袋で受けて、俺の顔をまじまじと見た。

「なんだよ」

「いつもお母さんの料理と比較して文句を言っていたでしょ」

「そうだっけ」

「そう」

　エメラルドは偉そう。そして嬉うれしそう。昔の俺を思い出してそうな顔をしている。

「母さんの料理か。もう何年も食べてないから忘れたよ。それよりエメラルドは大丈夫なのか？　塩漬け肉ばっかりで」

「香草や香辛料がもう少しあればって思うけど」

「なんかすごい料理ぽいな？」

「香辛料だけで料理とか思わないように。私が作るのはすごい料理なの」

　エメラルドはそんな事を言う。すごい自信だと思ったが、そういやヘドンの高級宿で食べた料理はエメラルドの手によるものだった。貴族ともなると道楽で料理とかするんだろうか。

　そんなことを思っていたら、妹たちがやってきた。左右から俺に掴つかまる。

「お兄様、おかえりなさいませ」

　ラディアはいい子だ。一方メディアは、小声で何か言っているようだが、聞こえない。前の居丈高な態度はどうした。いや。原因は考えるまでもないか。新王都は落ちて、王は崩御した。それが影響したに決まっている。

　ああくそ。俺にもっと部下がいればなあ。一個師団とは言わない。一個連隊二〇〇〇人もいれば。そうすればすぐさま四万くらいの敵兵は蹴散らしてみせるのに。

「メディア」

「はい」

　前髪で隠れているが瞳は綺き麗れいだ。俺は髪をあげてやった。

「必ずルース王国を取り戻してやる。だから、少し元気をだせ」

　するとメディアの頬ほおにみるみる血の気が戻った。いい話だ。

「よし」

「何が、よしよ。ちょっと、兄妹きようだいの距離感おかしいと思うんだけど」

　エメラルドが割って入って邪魔してきた。熱い石が詰まった麻袋を抱えたまま迫るから危ない。

　それで避よけたら、傷ついた顔をした。

「何がだよ」

「さっきいい感じで私とやり取りしていた！」

「ん？　それが？」

　危ない、水魔法が飛んできた。一瞬で寸断されそうになる。さすが王族。強い。

「ばっかエメラルド、何やってるんだよ！」

「今の距離で避けるなんてどんな眼めをしてるのよ！」

「避けないと死んでるだろ！」

「まあまあ、お兄様、それとエメラルド様」

　ラディアがさらに割って入った。おお。怒れるエメラルドに話しかけるなんてすごいな。ステファンなら逃げている。

「まずは食事にしましょう。ね？」

　良くできた妹だ。一方もうひとりの妹はと言えば、この世の終わりが来たような取り乱し方をしている。まあ、あんな攻撃魔法が飛んできたらそうだよな。分かる。俺もムデンさんに鍛えられていなかったら、エメラルドの癇かん癪しやくで一〇〇回くらい死んでいる。いや二〇〇回かも。

　世の中には友だちになるために資格が必要な人もいる。エメラルドはそうだ。すぐ癇癪を起こすから、最低でもそれを避けるだけの実力がいる。ありがとうムデンさん。しかし、俺じゃなくてエメラルドを教育すべきだったんじゃなかろうか。

　エメラルドは、そっぽをむいた。

「マクアなんて塩抜きあんまりしてない肉を食べさせるから」

「やめろぉ、どんな悪いことしたらそんな目にあうんだよ」

「お兄様、エメラルド様はその……魔法を除くとかなり庶民的なように思えますが、本当に……」

「いや本当にリアン国の王女だから」

「今は元王女になっているかもしれないけれど」

　楽しげにエメラルドは言う。いや、楽しそうに言うところじゃないだろ。

　俺は妹に続いてエメラルドの頭を撫なでた。

「大丈夫だ。連合軍を倒せばいいだけだ。そうすれば連合軍に配慮して俺についた王女を廃子するとか、そういう必要はなくなる」

「この情勢で本気で言ってそうなあたり、マクアはすごいね？」

　エメラルドは笑っている。お前もしかして何にも考えず俺のところに来たのかと言いかけて、まあ友とも達だちならそうかと思い直した。ステファンもそうしているし、俺だって同じ立場ならそうしている。友達じゃあしょうがない。

　黙って、戦うことを考える。もとより負けられないが、その理由が増えてしまった。





◯マクアディ被害者の会～メディア～







　この人は我が国のものです。取らないでください。

　悪いリアンの姫にそう抗議していたら、ルースの虎は私の方を向いた。マクアディ・ソフラン、ルースの虎、救国の英雄、今はただの英雄。ただ見た目は、ふわふわの髪の毛の元気そうな男の子。

「メディア」

「はい」

　それで、前髪に触れられた。息が止まった。虎はふわふわの髪の下の目で心配そうに私を見ている。

「必ずルース王国を取り戻してやる。だから、少し元気をだせ」

　これはすなわち、愛の告白。多分、きっとそう。

　兄に愛の告白をされてしまった。これは……これをなんと言うべきか。いざとなれば身から体だを差し出しても虎の心をルースに繋つなぎ止めろと大叔父様はおっしゃっていたし、それに殉じるつもりはあったけれど。まさか何もしていないうちに自分に優しくしてくるとは思わなかった。初めて会ったときは私の何も認めずに追い返そうとしていたくせに。なぜ今この瞬間にそんなことを言うのか。

　顔を上げれば先程の告白を聞いたリアンの姫が凶悪な正体を露あらわにして虎に襲いかかっていた。虎は恐るべき攻撃をものともしない。雑談しつつ躱かわしながら、私の方を心配そうに見ている。

　勝ったと思った。リアンの姫に、悪い悪いリアンの姫に。思わず叫びそうには……ならなかった。呼吸が乱れて息も苦しい。自分でも信じられないほど取り乱している。王女としてはありえないほど。自分がなんでこんなに心が動いているのかわからない。これでは王女失格だ。これまでも度々失格になるようなことをしていたけれど……今度は特に。

　虎に裏切られた哀れなリアンの王女はムキになって攻撃をしているようだ。どうでもいい。

　ああ、そうか。私は、妹にも勝ったことに気づいた。

　妹は……ラディアはもともと虎に与えられる予定だった。にもかかわらず告白されたのは私。一つでもいいから妹に勝ちたいと思っていたから、夢がかなった瞬間だった。

　いえ。でも。なんで私？

　お母様ゆずりの美しさはあれど、割とそれだけという自覚は自分にもある。それでも私。なんで？

　虎に尋ねたいが、尋ねようにも虎はリアンの哀れな姫と戦闘中だった。すると私の意を察してくれて、ラディアが身を挺ていして戦いを止めてくれた。

「あの、なんで私に優しくするのですか」

　力を入れてそう尋ねたつもりだが、声がちゃんと出なかった。ちゃんと聞き取れていないはずだが、哀れなリアンの王女と話をしていた虎は私を見て微笑ほほえむと、頭を撫なでた。王族の頭を撫でるなんて、お父様にもされたことはないのだけど、不思議と悪い気はしなかった。

　私はそれで、はじめてふわふわの虎に興味を持ったのだった。もっというと、はじめて何かを知ろうと思った気がする。私はいつだって考えがのろまで、与えられたものを与えられたままに扱うので精一杯だった。本も、勉学も、ドレスも、儀礼も。

　それが、好かれて初めて自分でやってみたいということが出てきた。きっと外から見れば滑稽極まりないことだろう。それは私にも分かっている。

　でも。

「ラディア、私は愛の告白を受けました。どうすればいいのでしょう」

　食事の後、寝る段になって私がそう告げると、ラディアは困った顔をした。

「あー、いえ。その、大変残念ながら、マクアディお兄様のあの言葉は、色恋とはおそらく一切関係なく」

「より高尚、ということでしょうか」

「高尚、うーん。そうですねえ。高尚と言える気もしますが、そうとも言い切れない気も」

「ラディアにしては歯切れの悪い表現ですね」

「分かりました。お姉さまに嘘うそはつけません。お話しします」

　私がうなずくと、ラディアは居住まいを正した。

「二つ、あります。マクアディお兄様は故郷と本当のご家族を失ってから、心が壊れておいでです」

「ど、どのように……病んでいらっしゃるのでしょうか」

「おそらく家族をなくす直前ぐらいで心が凍っておられます。お兄様はずっと、心が凍ったまま時を過ごしておられるのです。だからあの……おそらく恋愛は無理だと思われます」

　そうか、と私は思ったが、あまり残念ではなかった。王族が恋愛にうつつを抜かすと国を損なうと学んでいたこともあるし、私自身恋愛などしたことはなかったので、最初からないものをなくした程度の印象しかもたなかった。

「分かりました。もう一つを教えて下さい」

「お兄様は庶民らしく、家族というものに特別の価値を認めています」

「血統ではなく？」

「はい。貴族や王族と、そこが大きく違います」

　魔法を伝える血統ということを重視する貴族や王族にとって、家族はさほど重要な話ではない。家族も恋愛も、血統を残すために必要なら切り捨てても良い、そう教えられる。腹違いの妹ができたとしても、それで私は納得してきた。
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　でも、しかし……。

「その文脈で言うならば、と……マクアディお兄様は、私を家族として認識して、そのように扱おうとしているのですね」

「はい。そのとおりです」

　それはとても素敵なことに思えた。家族ってそんなに簡単になれるだろうかと思いはするが、向けてくれた好意は本物に見えたし、何より身体からだを求められるのは、まだ怖い。妹という立場は私にとって、とても都合の良いものに思えた。

「お姉さま、悩んでおられますか」

「いいえ。ごめんなさい、ただ考えていただけ」

　私の言葉を信じず、ラディアは目を伏せた。

「悩まれるのは仕方ないと思います。今となっては、私達たちはマクアディお兄様の善意や家族愛にすがるしかありません。これまで何代にも亘って家族や恋愛を軽視していた私達が彼の家族愛を利用するのは、とても心が痛みます」

　ラディアは本当に心苦しい様子だった。これぞ、王族らしい王族の仕草なのだろう。でも私は、出来のよい王族ではなかった。

　そもそも何に対して心を痛めるのだろうか。申し訳ないと思うのも、頼って済まないと思うのも、マクアディお兄様に対してではないだろうか。ラディアは自分や王家のために悲しんでいるように見える。違うと思うが、言い返せない。

　それよりも、虎について、新しいことが知れたのが楽しかった。

　ラディアに色々言われても、私の虎への思いは揺るがなかった。虎の心が壊れているというのなら、私だっておそらくは生まれた瞬間から壊れている。だから、私とお似合いだと思う。いいではないか。家族。彼が家族であることに、私は何の不満もない。





◯戦いのはじまり







　翌日。雨の音で目が覚める。

　大雨ではなく、ちょっと雨が降っている。そんな感じ。地面を軽く湿らせるくらいの、そんな雨。秋あき蒔まきの麦にはいいのかもしれないが、今居る辺りには川がなく、ただただ茶色い草を濡ぬらすだけだ。

　ただ、気温は下がる。兵士や妹たちが風邪を引かないよう、石をたくさん温めた。白い息も絶好調だな。

「穴ぼこに水みず溜たまりができています。大尉」

　伝令がそんなことを報告してきた。そうか。いいかもしれないな。

　偵察に出していた騎兵が敵を見つけた。計算上の数字通りで、これは相当敵軍が頑張ったことを意味する。普通、様々な理由によって予定というものは常に遅れるものだ。それをどうにかするくらい、それだけ食料に困っているんだろう。

　報告を受けて立ち上がる。エメラルドを見る。

「んじゃ、行ってくる」

「負けるなとは言わないけど、生きて帰ること。二人も妹いるんだし」

「エメラルドもいるしな」

　そう言ったら、幽霊を見たような顔をされた。

「なんだよその反応」

「せ、成長した？」

「喧けん嘩か売ってるのか」

　ともあれ拠点を出て戦場へ移動した。穴ぼこをあけた街道ではなく、そこから北西にある穴だらけの丘へ着陣した。部下は数名単位に分散し、隠れたり逃げたりしながら観測をおこなうことになっている。もっと部下がいればまともに戦う選択もあるのだが、現状ではそれが難しい。必然変則的な戦い方になる。

　ああ、いやだいやだ。もっと部下を増やしたい。栄えある突撃士官、火属性勅任魔導師フアイアーキングダムウイザードともあろう者が後方に控えるなんて情けない。

　がっかりしていると鏑かぶ矢らやが飛んだ。音が聞こえる。

　そろそろか。

「先任軍曹、判別頼むぞ」

「承知しました」

　今回、魔導師というか火力担当が俺しかいないので、全ての報告は俺の方に集まることになる。それらは全て違う音が鳴るように調整した鏑矢で行うことにしていた。それを情報に変換するのが先任軍曹の仕事だ。

　無む茶ちやな命令だと思ったが、演習では先任軍曹はしれっとした顔でさも当然のように全部をやりこなしている。

　魔導師の俺から見ても魔法みたいだ。さすが先任軍曹、軍曹は戦争のことが全部わかると言われているだけはある。

「大尉、敵は、穴に気づきました」

「敵はどうするかな。迂う回かいするか……どうか」

「一番です」

「正面から来たか」

「は」

　俺は丘の一角へ移動した。角度をつけた穴がある。穴から外を覗のぞけば鳥がいて、雨が止やんだ後の青空が見える。

　そこに集積していた岩を運び込んで貰もらった。栓のような感じだ。さらに押し込んで、少量の水を入れて、岩を熱する。しばし待つ。

　俺にも聞こえるような、つんざくような矢の音。

「敵、入りました」

「撃つぞ」

　撃てえと部下に言いたい場面だが、残念ながら部下に魔導師がいない。俺は火の球を穴の底の水に放り込んだ。爆発する。水蒸気爆発というか、水が一瞬で沸騰して気体になり、爆発的に膨張したのだ。その力で岩が面白いように飛んでいく。風呂で思いついた戦法だ。擬似的な土魔法とも言う。

「弾着。効力射のようです。続けてください」

「分かった」

　兵が岩を穴に押し込み、俺が火魔法を投げ入れる。そういうことが五回あった。

「戦果順調。次、六番です」

　俺は部下と一緒に次の穴に移った。岩を詰めて爆発。同じことの繰り返し。つまらない戦い方だと思うのだが、これが魔力的に一番効率がいい。

　ただ、自分では戦果がわからないのでなんとも面白くない。先任軍曹の順調ですという報告と、こうしてくださいという要請に沿って、ただ岩に爆発を当てて吹き飛ばすだけだ。

　軍人はじめてこちら、今までで一番地味な戦いかもしれない。こりゃ、部下に与える報酬ははずまないと不満が溜たまりそうだ。

「先任軍曹、こりゃ地味な戦いだな」

「ご自分で考えておいて何をおっしゃるのです。地味で良いではありませんか。勝てばいいのです。勝てば」

「悪い顔をしているぞ、先任軍曹」

「もとからです。放って置いてください」

　先任軍曹は実利主義者だ。俺はそのまま、岩を飛ばした。新王都を巡る戦いで気づいた岩飛ばしだが、今回、丘に開けた穴というか筒を使ってより遠くに飛ばしている。同じ魔力量で二〇倍ほども射程が違う。手を組んで水を飛ばす遊びがあるが、原理はあれだ。出口が細いとそっちに強い勢いが出る。

　準備に時間はかかるものの、性能だけはかなりいい。本職の土属性魔導師と比較して岩を生成できないなどの問題はあるが、射程では三倍以上もこちらが上だ。本職に勝てるなんて凄すごいと思うが自慢する相手がいないのが残念だ。

　エメラルドもステファンも、へえ、そうで終わるんだよな。

　まあいい。

　数の差の不利を射程で埋める。それが俺のとりあえずの方針だった。その代わりにひどく地味な戦いになった。なんというか戦いとはままならぬものだ。先任軍曹ではないが勝てば良かろうの精神でいくしかないか。
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◯マクアディ被害者の会（４）







　今、西へ向かう途中でこれを書いている。なにか深い意味や思いがあっての話ではない。暇、そう暇だからこれを書いている。私はアンスリー・ホンプキンス、栄えあるスートラーブ王国の土属性勅任魔導師である。階級は大尉ながら戦績はかなり良いほうだろう。戦争がもう少し長く続いていれば、少佐になれたかもしれない。

　我が戦果を述べるならば、略奪した街は一〇を超えるだろう。戦利品の袋は金目のもので重くなってしょうがない。

　このように冒険と母国のために戦争に参加したものの、ルース王国は拍子抜けするほど弱く、我軍の攻撃によって崩れ去って行った。こんなことになるのならことの最初に領土の一部割譲くらい認めても良かったのではないか。連中は少しケチったばかりに、国まで失うことになったわけだ。なんという間抜け。大国に逆らうからそうなる。

　敵としてはルースには伝説の虎がいるそうだが、実際のところはどうだろう。間抜けで無能な連合軍兵が、自分の無能を隠すためにことさら敵を強く描いているのではないだろうか。戦争、というものはいつだって嘘うそつきに愛されている。

　それにしても、腹が減った。ああ。これを書いている理由の一つは空腹だろう。気を紛らわせるためだった。

　卑劣卑ひき怯ような敵により食料不足に陥った我軍は補給を受けるために補給地であるヘドンへ向かっている。ルースにまだそんな戦力があるのかと驚いたが、驚くばかりでは腹が減るだけだ。

　今や裏で出回る食料の価格は跳ね上がり、まずいことで有名な野犬の干し肉ですら、金貨に届こうとしている。相場の一〇〇〇倍だ。

　それが我軍を、急がせる。途中に訪れた街も、ろくなものがなかった。女すらいない。

　一度略奪した街で再度略奪してもたいしたものは手に入らない。必然さらに行軍速度はあがる。食料をもとめて、だ。

　気づけば私の部隊が先頭に立っており、尖せん兵ぺいとなるようニクニッスの王女から指示を受けた。

　なぜ我が栄えあるスートラーブがあんな女の指示を聞かねばならんのだ。今回の進軍では我が国とニクニッスは一個師団ずつを出し合っているはず。つまり互角だ。なぜ。こっちが王族を出していないせいか。

　まったくもって腹立たしい。腹立たしいと言えば西部を守っていた裏切り国家リアンもだ。なぜ我々を助けないのか。

　私はリアン国へ攻め入るのもやむを得ないとまで思っていた。あそこは商業で栄えているので略奪のしがいもある。

「穴です！　街道に穴が開いています」

　部下から意味不明の報告を受けて、確認に兵を走らせる。さらに時間がかかり、腹が立つ。もっと腹が立つのははるか後方のあの王女が、なぜ行軍を止めるのかとしつこく聞いてくることだ。

　こっちはいつ馬が私を運ぶという重要任務をやめてしまうか、気が気でないというのに。

　ああ、部下がようやく戻ってきた。

「間違いありません。信じられないほど大きな穴が開いています」

「魔法か」

「間違いありません。火属性魔法です」

「火属性だと？」

　連中の火力の貧弱さは笑い話になっている。それが大穴など、一体何人、火属性魔導師を集めたのだ。いや、使い道がないから今まで死蔵されていたのかもしれない。いずれにせよ腹立たしい。ルース王国は滅びたのだ。抵抗はやめて略奪を受け入れるべきだろう。文明の中心とかを名乗っていたが、やることは非文明的にすぎる。

　言うことを聞かなくなった馬をおいて、兵とともに現場を見に行った。要領を得ない報告をそのまま上にあげるのは出世に関わる。それで穴を覗のぞき込んで、冗談のような大きさと深さに呆あきれた。兵と同じ報告を司令部に上げてしまいそうだ。

「戦闘跡……なのか」

　答えられるものは誰もいない。敵は見当たらないし、我々の移動を邪魔する障害物として見ると、いささか大げさすぎる。やはり戦闘跡であろう。火属性魔導師何百人どころの数じゃない。不敬ながら我が国の王もここまでの穴を作れるかどうか。

「迂う回かいされますか」

　悩ましいところだ。穴と穴の間を通れば、なんとか最短距離で進むことができるような気もする。

　腹が鳴る。

「迂回はしない。前へ出ろ」

　兵がのろのろと進む。腹立たしい。半ばまで進んだところで、兵に向かって岩が飛んできた。足場が崩れて兵が何人も落ちていく。

「これは……罠わなだな」

　気づけば当たり前のことを口にしていた。食べ物がないのは、つらいことだ。意識がはっきりしない。兵も同様だ。これで戦争できるのか。いや、そんなことを言っている場合ではない。ここは敵地の真ん中だ。

　敵の攻撃を観察する。飛んでくる敵の岩はさほどの頻度ではない。多少、部下は死ぬかもしれないが、突き進んだほうがまだ早く食事にありつけるというものだ。

　私は部下を分散させつつ、全てを前進させた。一気に渡ればどうにかなると思った。

　なけなしの気合を入れて、兵士が破れかぶれの叫びを上げながら前進する。すると、連続で岩が飛んできた。どうやっているのか、ルース人はこちらを観測して、適切な土魔法を使用しているようだ。

「偵察を、いや、迂う回かい。そうだ。迂回をしろ」

「無理です。退路はすでに断たれました」

　岩の一つが穴と穴の隙間のような道を破壊していた。兵は背後を気にするよりも生き残るために前に進もうとして、そして飛んできた岩に砕かれた。人だったものが左右の穴へ落ちていく。死後硬直の始まっていない死体は糸の切れた操り人形のような動きで穴の底へ落ちていった。

　結局、部下は一人も渡れなかった。敵は忌いま々いましいほど正確に岩を当ててくる。そのうち私の方にも岩が飛んできた……。





◯戦いの続き







　音を聞く先任軍曹が微笑ほほえんでいる。悪い話じゃないと思うがどうかな。

「敵、一個大隊を全滅させました」

「そうか」

　定員でいうと敵の数推定四五〇〇〇に対して大隊は定数六〇〇ほど。まだ一・五％ほどしか倒していない。せめて二割は撃破しないと今後の戦いに支障が出る。

　つまり、まだ始まったばかりだ。うへぇ。まだこの単純作業を続けるのか。戦いに勝つためとはいえ、つらいぞ。土属性魔導師はよくもこんな仕事を日常的にやっているもんだ。あ。だから給料が高いのか。

　先任軍曹の要請に返事しながら岩を飛ばす。現段階で五〇くらいの岩を打ち出したが、魔力はほとんど減っていない。こういうことを何の準備もなしにやれる土属性魔導師とはすごいものだ。まったく嫌になるぜ。

　俺のため息を無視して、先任軍曹は俺を褒め称たたえた。

「損害なく一個大隊を撃破とは、見事なものです」

「そうでもない。しかし、失敗したな。敵め、こんなに迂回しないとは。頭悪いんじゃないか」

「迂う回かいすればさらに損害を受けると思っていたのでしょう」

「その読みは正しいんだが。せめて偵察くらいはしろと言いたい。せっかくの罠わなが全然役立っていない」

　そう言ったら、先任軍曹は少し笑った。

「大尉は敵に厳しくていらっしゃる」

「敵に厳しい分はいいだろう」

「そうかもしれません」

「それよりいいのか。敵の様子は？」

「ご安心ください。第２、第３の部隊が突入してきております。規模は大隊規模。横に広がっております」

「迂回じゃなくて、か」

「はい」

「こっちに……攻撃方向に偵察もしてこないのか」

「間違いありません」

「そうか」

　岩を撃ち出しながら、俺は首をひねった。正面を無理やり突破するなんて、軍事的合理性に欠けた動きだ。普通怪しい穴があったら迂回するだろ。用心のために偵察を厚くするだろう。なんでこうなるんだ。

　相手が正面突破を選ぶのだったら、もっと罠を仕掛けておけばよかった。腹立たしい。非常識な敵だ。

　敵に文句を言いながら岩を飛ばす。事前に集めておいた岩は正面分だけで二〇〇発。もう半分くらい使っている。迂回するであろう方向に向けていた岩を移動させないといけないかもしれない。

「大尉、敵二個大隊全滅です。合わせて三個大隊ですな」

「理解に苦しむな。敵はどうしたんだ」

「食糧不足を解決しようとしているのかもしれません」

「味方を減らしてか？」

　ぎょっとして言うと、先任軍曹は可能性の話ですと付け加えた。まあ、そうだろう。食糧不足になればだいたい最初に馬を食べるはずだしな。そして機動力を失う。今回はそうではない。まだ。

「まあ、敵の事情を斟しん酌しやくしても仕方ない、敵の動きはどうか」

「一度出直すようです。後退しています」

「やっとまともに動き出したか」

「まあ半日は敵の進軍を遅らせましたな。中隊規模では大戦果かと」

「バカいえ、こんな地味な戦いで終わってたまるか。俺たちは突撃兵だぞ」

「夜襲でも仕掛けますか」

「もう少し部下がいればやるが、残念ながら不可だ。先任軍曹、慎みを持て。突撃兵は朗らかかつ慎み深いものだ」

「は。ではどうなさるので？」

「決まっている。後退した敵に追いつくため、北東へ回り込むぞ」

　俺は岩の運搬で疲れ果てた部下と馬を休ませつつ、先任軍曹と馬で移動した。敵に見つからぬように、大きく迂う回かいする。食事は固く焼きしめた煉れん瓦がのごとき麺パ包ンと、穴の空いた乾酪チーズだった。普段は食べていてだんだん陰鬱になるようなしろものだが、今日は気分良く食べることができた。報告だけの話とは言え、勝っているせいだろう。

　実際壊滅した敵を見たらもっと気分良く食べられるだろうか。無理だな。歴戦の軍人でもそこまでいけた者はいないだろう。俺もそうだ。敵の死体でも陰鬱になる。

　目的地である丘が見えてくる。別途こちらに向かってくる軍馬を見た。斥候に放っていた伍長だ。

「敵は北と南に斥候を出しました」

「規模は分かるか」

「音だけですが、おそらく一個小隊です」

「そうか」

　こっちの斥候は敵に姿を見せないようにと言い含めてある。伍長はそのため地面に耳をあてて聴いた聴音内容だけで判断しているのだろう。

「順調は順調だな」

「三九番です。大尉」

　先任軍曹が告げて来る。俺は頷うなずいて丘に配置する部下に岩を詰めるように命じた。

　またも岩を飛ばしはじめる。三発飛ばした。鏑かぶ矢らやの音。

「全弾外しました。敵の動きが早いようです」

「まあ、穴による誘導もないし、小隊規模だからな。仕方ない」

　筒方式の問題だな。細かい調整ができない。

　俺は苦笑して馬に乗った。

「敵の斥候を処理する」

「お伴ともします」

　先任軍曹と馬を走らせ、敵の斥候小隊を見る。騎馬はなし。斥候で馬がないとは相当敵はやられている。馬が言うことを聞かなくなっているんだろう。

　にもかかわらず、敵は俺たち二人を見て侮ったか、襲いかかってきた。

　またたく間に距離が縮まる。炎の矢を五〇ばかり出した。飛ばす。命中、命中。小さな爆発で頭をなくした敵兵が数歩走っては倒れていく。

「火の玉の方が良かったのではありませんか？」

「いや、実は炎の矢の方が労力は小さくてな。集中力は使うが」

　敵の斥候全員が頭をなくしているのを確認すると陣地に戻った。今度は敵本隊に向けて岩を飛ばし始める。

「今度は命中しているようです。大尉」

「そりゃそうだろう。規模が大きいからな」

　この岩飛ばし作戦、魔力の消費は少ないのだが準備に時間がかかる上に命中精度はよろしくないのが問題だ。もっと小さな仕掛けでやることができれば色々な局面で使えそうなんだが。

　先任軍曹が、命中、命中と連呼を始める。俺はありったけの岩を持ってこさせて撃って撃って撃ちまくった。





◯マクアディ被害者の会（５）







　敵、発見。

　その報を聞いて私は飛び上がった。慌てて馬車から降りる。貴族を運ぶ馬車は最初に標的になるのが軍事上の常識だった。

　幸いにも敵との距離が遠いらしく、敵の姿は見えない。なにしろ、四万の兵の列は長さ四〇フンフト二〇ｋｍに及ぶ。私の背で地平線まで見通せる距離がおよそ一〇フンフトだから、その先まで兵がいるわけだ。きっと攻撃を受けたのは最前列かなにかだろう。

「始まりましたね」

　私が言うと、寄ってきたベルベフ少尉が頷うなずいた。

「そのようで」

「マクアディ少年は、どう出てくると思う？」

「普通に考えれば小規模な嫌がらせ攻撃ハラスメントアタツクでしょう。ちょうど、足止めする程度の」

「そう……そうね。理にかなっている。敵は我々に補給を受けさせないだけで、嫌がらせができる……」

「はい。数日遅れればそれで大勝利でしょう。その頃には我々の軍からは馬がすっかりなくなっている寸法です」

　馬のいない軍勢は機動力を失う。騎兵がいないだけでなく、偵察や食料の輸送などができなくなり、事実上の守備専任の存在になってしまう。

「こんな敵地で機動力を失うなんて……想像もしたくないわね」

　どう逃げよう。今なら領軍を連れて逃げられるかしら。

　そう思っていたら、ベルベフ少尉が直立不動の姿勢を取った。振り返る。面白そうに微笑ほほえむシーナ王女がいる。

「よろしいのですか、殿下。こんなところに来て」

「いいのよ。少なくとも最初は、私に出番はないから」

「……それは……どういう？」

　王族というものは居るだけで仕事になり、戦果になる。兵とは違うのだ。ただいるだけで、敵は意識せざるを得ず、味方は士気が向上する。そういうものだ。

　ところが殿下は、それを否定した。

「とりあえずは見学というか、お手並み拝見というところね、軍団司令部が今は必死に指示出しをしているわ」

「それはまあ、そうでしょう。もし殿下の手を煩わせたとあれば、責任問題です」

「そう、それ、それよ。私が直ちよ率くそつして虎と戦うのは、まだまだ先ってこと」

「ほ、本当に戦われるつもりなんですか？」

「先輩騒ぎすぎですよ」

　そう言われて、落ち着こうと努力した。王女が戦うと聞いて、誰が直接戦うことを想像するだろうか。

「そ、そそそんなこと」

「大丈夫ですってば、先輩は……いいえ、多分ですね、世界の皆みんなは、王族をバカにしすぎですよ」

　そう言って殿下は楽しそうに笑った。

「ば、バカになど……」

「ニクニッスの王族が東方を征服したのは、その火力によるものですよ？　兵や貴族は征服のあとについてきたもの。最初には何もなかったわ」

　私が神話や伝説だと思っていたものを、昨日のことのように殿下はおっしゃる。

「ということで」

　殿下はそう言って笑顔になった。

「前から先輩が虎のことをおっかけていたのが気に食わなかったんですよね。私の方が強いのになぁって」

　どういう表情をしてどういう顔をして良いのかわからず、私は場に凍ることになった。殿下は顔を虚こ空くうに向けている。

「あら、突撃の音が聞こえますね」

　私はベルベフ少尉を見た。ベルベフ少尉の耳が小刻みに動いて頷うなずいた。

「王女殿下がおっしゃる通りのようで」

「え、普通は縦列から横列に陣形変換するのでは？」

　私程度でもこれは知っている。目的地へ向かう際、軍勢は行軍態勢と呼ばれる縦列になる。

　対して、戦闘時には敵に対して横に広がって布陣する。これを横列陣形という。

　敵と戦うときに、敵に対して縦に長く布陣しても意味は殆ほとんどない。先頭の一部が戦うだけだ。対して横列なら敵が少数なら包囲、敵が優勢なら兵力の最大利用となる。

　しかし私の理解は浅かったらしい、殿下が笑いながら解説してくれた。

「敵を少数だと判断したのだと思います」

「なるほど。縦列を崩すほどではないと。しかし、あの軍にいて、こんなことを言うのはなんだと思うのですけど」

「大丈夫ですよ。先輩。先輩は法律の専門で、作戦については誰も期待していません」

「ありがとうございます、では疑問を口にします。そんな少数の敵が前にいるなんて、普通に考えれば罠わなかなにかではありませんか」

「中々ですね。幼年学校の上級生みたいな質問です」

　殿下は一切の悪気なく、私の能力を値踏みしてみせた。

「罠に嵌はまらないように……もっというと損害を許容せずに動くと、かえって大きな損害をだすものです。今回の場合、敵は時間稼ぎこそが目的でしょう。食糧不足を長引かせ、士気の低下や馬の喪失を狙っていると思います」

「時間稼ぎ……」

　それは先ほど、ベルベフ少尉も言っていた事だ。そうか。そうなるのか。

「はい。敵は絶対に遅滞作戦にでます」

　自信満々に答える王女を見ながら、私は考えた。

　マクアディ少年はそんなことをするだろうか。

　私の知る少年は、そういう感じではない。数百人しか部下が居なくても堂々と中央突破を選択する。数の不利はあの虎にとっては考慮に値しない事項らしい。

　そのことを指摘しようとして、しかし殿下がマクアディ生存説を最初に口にしていたことを思い出した。私は思いつきもしなかった話だ。

　それで結局、何も言えなかった。素人意見でお手を煩わせることもあるまい。




　状況が変わったのは二時間ほども経たってからだった。

　その間軍は動いておらず、兵は遠くの戦闘音も他ひ人と事ごとと思っているのか、地面に座り込んでただじっとしていた。兵の士気が低い、というよりも、上からの命令が出ていないのだろう。

　私の方も馬車に戻るかどうか、悩むところだった。ベルベフ少尉も王女殿下も、涼しい顔で立っているのが信じられない。ずっと立っていたら疲れ果ててしまう。

「あの、そろそろ座……」

　そこまで言いかけて命令の伝令が走ってくるのが見えた。声を震わせて命令を伝達している。

「横列用意、横列用意！」

　どうやら、正面から戦うに足りる敵だったらしい。これは同時に、この戦いには時間がかかることをも意味している。縦列から横列に変換するだけで、普通は一、二時間かかる。

　見れば殿下は大変厳しい顔をしている。

「殿下、大丈夫ですか」

「判断が遅くて腹を立てていただけです。先輩」

　先程自分が戦うと仰おつしやっていた割に、殿下は部下が負けるのを好んでおられない。一瞬殿下の心のうちがわからず、私は空を仰ぎ見た。

　とはいえ考えてみればそれが普通の反応かもしれない。王族にとって貴族、兵は手足、それらが傷ついて心痛まぬわけがない。

　一方で、気に食わないからといって兵を直ちよ率くそつするわけにもいかないのだろう。殿下が動かれるということは将軍たちや参謀たちの仕事を奪うことでもある。

「先輩、そこは心配そうにおろおろするんじゃなくて、戦況は今どうなのか説明を求めるところじゃありませんか？」

「すみません。そんなことは考えていませんでした。ただ殿下の胸の内を考えていただけです」

　殿下は不意に破顔した。すぐに手を口に当てた。

「もー。可愛かわいいなあ、先輩は」

「そうでしょうか」

　殿下に抱きつかれた。王族としてはありえない行為だが、感極まったらしい。

「そうですよー。まあ先輩のために解説すると、我が軍は結構な損害を出しています」

「ある程度戦って、敵がどうやら正面から戦うつもりであると判断したのですね」

「はい。そういうことになったんだと思います」

　責任問題になるのだろうか。それともこれくらいは許容できる損害なのだろうか。殿下の反応を見る限り、大騒ぎになるほどでもないらしい。

「あの、殿下は今後どうなると思いますか。この戦いのことですけど」

「そうね……」

　殿下は考えていると言うよりも、音を聞いている風。不意に聞き慣れた音がして私は身がすくんだ。大きな岩が右手方向から飛んできて、数名の兵を押しつぶした。私達たちからの距離は、一〇〇歩かそこらだ。

「殿下！」

「そんなに騒がないでも大丈夫。死ぬときは死ぬわ」

「いえいえいえ。王族がそれでは困りますから」

　私は殿下を連れて左手のほう、すなわち南へ移動しようと考えた。岩がまた飛んでくる。今度は南の方に着弾する。岩がまた、数名の人を押しつぶした。随分と低い弾道だ。転がるように岩が二次被害を引き起こしている。

「慌てないでください、先輩。少しばかり南に行ったところで所詮、敵の射程内ですよ」

「そうかもしれませんが！」

「後、陰険な敵なら南に罠わなを仕掛けます」

　私は南の方を見て、恐ろしくなって殿下の横についた。

「どうすれば」

「土属性勅任魔導師による対抗岩撃戦ですね。兵は前進でしょう」

　果たして本当にそのとおりになった。伝令を受けた土属性魔導師たちが立ち上がって目の前に岩を生成、北の方向へ吹き飛ばして行く。それと前後して兵が平原を北へ向かって動き出した。陣形を整える暇はなく、部隊単位で渾こん然ぜんとした形で北へ走っている。

「うーん。はずれかなあ」

「はずれ、ですか」

「はずれですねえ。土属性魔法じゃないですか。虎は火属性魔導師でしょ？　それに火力も弱い。精々、一個連隊規模ですね」

「ええと、マクアディ少年は、土属性も使えます」

「え？」

　殿下が怪け訝げんな顔をした。我がニクニッスの建国王は二属性魔法使いで土と火が使えたはずなのに、にもかかわらずひどく驚いているのが印象的だった。

「あの、なにかご不明な点でも」

「二属性魔導師なんかいるわけないじゃないですか」

　王女の言葉にびっくりする。先程は昨日のことのように建国時代の話をしておきながら、今度はそれに反している。どういうことかと考えるうちに、また岩が落ちてきた。今度はずっと北の方、兵士のところに岩が落ちていく。敵は劣勢故、囲まれるのを嫌がってこちらの土属性魔導師への攻撃ではなく、兵を狙っているのだろう。

「なんとか、難を逃れましたね。殿下」

　良かったと顔を向けたら、肩を掴つかんで揺さぶられた。

「先輩！　話を聞いてませんでしたね!?　不敬ですよ、不敬！」

「そうはおっしゃられても、私は実際土属性魔法が飛んでくるのを見ていますし」

「別の術師がいたに決まっているじゃないですか」

「そうなんですか？　でも我がニクニッスの建国王は……」

「あれは、土属性魔導師たちが勝手に付け加えたお話です。私たちは建国以前から火属性魔導師の血統です」

　それはルース王国の王族も同じだ。かつて火属性が戦争における火力発揮の王様だった頃の……名残。

「え、いや、ちょっとまってください、殿下。それでしたら火属性でマクアディ少年に対抗しようと？」

「当然でしょう？」

「いえいえいえいえ。あの少年の火力は、本当に桁違いなんです。土属性勅任魔導師なみに火を飛ばしてきます」

「大丈夫。それくらいなら私なら楽勝だから。それより、虎に土属性魔導師の味方がいるなら、まだ可能性はあるわ」

　私は殿下の肩を掴んだ。激しく揺らした。

「なんの可能性ですか」

「結婚の自由！」

「やめましょうよ！　そんなことでマクアディ少年と戦うなんて！　私は可愛かわいい後輩をなくしたくありません！」

「そんなことじゃない！　こんな時だけ先輩面づらしないでください！」

「殿下だって先輩、先輩と言ってたでしょ！」

　言い合っていたら、ベルベフ少尉が申し訳無さそうに寄ってきた。

「お楽しみのところすみませんが、場所を移す必要があります。前線が移動しています」





◯戦争の生いけ贄にえ







　あいも変わらず、穴を開けた丘から空を見ている。雲がまた出てきた。

　先任軍曹は丘の上から遠眼鏡めがねを使って視察中。のんびりした感じに、今が戦闘中なのを忘れそうになる。

　先任軍曹が、こっちを向いた。

「敵、対抗岩撃を開始したようです」

「それは変な話だな。偵察部隊の接触も、観測もされていないはずだが」

「弾道から計算しているんでしょう」

「ほうほう。敵め、放物線の計算くらいは出来るみたいだな」

「どうでしょうか。はるか手前に着弾していますが」

「あー。まあ、そりゃそうだな」

　丘に穴を掘るような真ま似ねをした理由はここにある。この方式で岩を飛ばすと遠くまで届く。敵はほぼ水平に球が飛んでくるのでおそらく角度を計測しそこねているんだろう。そもそもこっちの射程が長いという考えにすら至ってないかも。

「うーん」

「ご不満ですか。この展開を読んでおられたのでは？」

「読んではないなあ。普通、対抗岩撃する前に続々と偵察隊と観測隊を送ってくるだろ」

「なるほど。不都合が？」

「いや、敵が雑だと思っただけだ。まあいい。この状況だ。いくらなんでも敵はこっちに来ると思うが、どうか」

　しばらく、間が空いた。

　戦場から早馬で伝令が来ている。鏑かぶ矢らやでは想定できていないことが起きたようだ。

　先任軍曹がこっちを向いた。

「おっしゃる通りです。敵は陣形変換を途中で中断したようです。そのまま部隊単位で突撃しております」

「おいおい。陣形はともかく、突撃距離が遠すぎだぞ。そんなんじゃ途中で疲れ果てる」

「これもまた、対抗岩撃戦と同じでしょう。敵はこちらの位置をかなり手前に想定しているようです」

　敵は相当の間抜けらしい。こっちからすれば大軍相手にまともに戦うわけがない。過去がこうだったからといってそれに囚われすぎると、こういうことになる。現実との乖かい離りに悩まされて、ひどい目にあう。

　それとも何かな、別の何かが理由で焦あせっているのかな。食い物が足りないからだけじゃないよなあ。なんというか脅迫されて動いているような感じすらする。

「まあいい。敵の事情を読むのは俺の仕事じゃない。突撃兵の仕事は敵野戦軍の撃滅だ。偵察ちゃんとやらない敵の事情は今はおいとこう」

　俺がそう言うと、先任軍曹は俺の表情から何かを読み取ろうとした。

「どうされますか」

「もう少し岩で遊んでやろう。まだ戦果はあがるはずだ」

「了解いたしました」

　こっちは超長距離なので敵を狙い撃ちするのは難しい。そこで大人数である兵の方を狙い撃つことにした。敵の土属性魔導師にはもう少し無駄な魔法を使ってもらう。行軍中に襲われたのでおそらく岩を作り溜ためるような芸当はしていないはずだ。生成して岩を飛ばすというのであればそれなりに魔力を消費するはず。

　先任軍曹の誘導を元に、穴をより近くに飛ばすものに変更して岩を飛ばす。敵を釣ったのでそろそろ本気をだして行こうか。

　正面と違ってこっちの陣地には多めの岩込め人員を用意している。飛ばして飛ばして飛ばしまくるぞ。

　岩を飛ばす。低進弾道で飛ぶ岩は転がるように兵を押しつぶす。岩は均一でないために同じ穴から飛ばしたとしても弾道は同じようにはならない。結果ばらまかれるように岩が飛んでいく。

　岩を飛ばしだして一〇分ほどで、敵が岩を避よけるように左右に動き出したと報告を受けた。俺は穴を変更して再び岩を飛ばす。

　敵はさらに左右に別れていくだろうが、行く先には移動を阻害するよう、縦穴を作っている。そんなに両翼を広げられるわけもない。

　つまるところやりたい放題だ。無心に作業すること三〇分ほどで、先任軍曹が声をかけてきた。

「敵の突撃を破砕しました」

「破砕というのか？　大方、一〇〇〇歩も走ったところで息切れしてたんじゃないか？」

「はい。足が止まったところに岩が飛んでおりました。上から降ってくるのより転がってくるように飛ぶ岩の方が怖いですな。被害甚大です。さすがです。地平線の向こうから飛んできた岩に、皆押しつぶされております」

「もともとは敵の思いつきだ。上から煉れん瓦がを投げるやつ。あれは良かった」

「それでこんな仕掛けに行き着くのですから、大尉は恐ろしい」

「最近エメラルドのせいで俺への畏敬が減ってそうだからな。ちょうどいい。ところで先任軍曹、敵の損害はどの程度だろう」

「斥候を出して確認しますが、ざっと五〇〇〇かと。一〇〇〇くらいは上に跳ねるかもしれません」

「苦労の割には……だな。夜襲して三発くらい火の球を投げ込んだほうが良かったか」

　以前それで、六〇〇〇くらいの敵を倒したことがある。ああ、あのときは部下が二〇〇人はいたか。五〇人も亡くしてしまった。残念だ。もっと部下が欲しい。部下がいれば小細工せずにねじ伏せるのになあ。部下をあたら減らす自分の無能が悔やまれる。

「大尉、私はそう思いません。ステファン少尉がおっしゃっていましたが、魔力は随分と節約できたのでしょう？」

「節約はできたな。回復量の方が多いくらいだ」

「それでしたら近づいてまた火の球を投げることもできるでしょう。準備の効果は十分にあったと思います」

　俺は苦笑した。先任軍曹の慰めはもっともだ。戦いはこれからだと思うことにしよう。

「先任軍曹、敵への岩撃を再開する。次はどう出ると思う？」

「最初に三個大隊、次に五〇〇〇の損害を与えたとして、累計損害は一一個大隊です。敵が三個師団ならそろそろ音を上げてもおかしくありません」

　敵に一五％以上の損害を与えていることになる。普通なら撤退する。撤退できるなら、だが。

「敵に撤退するだけの食料があるか、だな」

「補給線を攻撃した我々が言うのもなんですが、ぜひ、食料に余裕があって欲しいものですな。自分は撤退する敵を延々と追撃することを一度やってみたく。いつもは追い返すだけで追撃できないことがほとんどでしたから」

「確かに楽しそうだが、敵にそんな余裕があるとは思いたくないな。食料に余裕があるなら別働隊がいてもおかしくない」

　リアンが裏切る前のように、金はかかるが東側から長い長い補給線を構築して食料を補給すれば話は別だろうが、今はそうではないと思いたい。

　そう思えば、リアンが降伏したのも、新王都が落ちたのも、そんなに悪い話ではない気もする。むしろ、今のこの状況はその二つがあったから生まれたとも言える。リアンが降伏したから補給線が移動したのだし、新王都を放棄したからこそ、俺は自由を手に入れた。敵の大好きな表現に従うなら、虎は鎖をちぎったのだ。最も早はや誰かを気にする必要もなく、存分に捕食できるというわけ。

「大尉、次の指示をお願いします」

「敵は撤退できない。とはいえ、ヘドンへ強行することもしないだろう。戦いは続行だ」

「はっ、いかがなさいますか」

「決まってるだろ？　敵の望むことを施すなかれだ。戦争は結局、全部がそうなのだ」

　そうして、下がった敵をめがけて岩を飛ばす。どれくらいの損害がでているのかは敵の隊列が整っていないために今一わからないが、損害は与えている。敵はどう出る？

　連発して岩を撃つ。敵は退避行動もとくにとらないでうろうろしていたが、一時間ほどでようやく動き出した。

「大尉、敵は東へ撤退していきます」

「食料がないのにか？」

　二回も三回も略奪できるような都市は存在しない。当たり前だが娘を隠し、食料を隠し、それでも危ないなら遠くに逃げる。それが市民というものだ。敵はこれで馬を失うのは確実だろう。馬を喰くいながら下がっていくしかない。何人生き残ることやら。もちろん、そのまま帰すみたいなことはしないんだけどね。

「人数が減ればどうにかなるとおもったのかもしれません」

　先任軍曹はそんなことを言う。俺は苦笑して立ち上がった。

「岩飛ばしは終わりだ。先任軍曹。お前のやりたかった追撃戦をやろう」

「実に心躍りますな。侵略者どもに生まれてきたことを後悔させねば」

　それで俺たちはこの陣地を放棄することにした。火の玉を投げ入れて丘ごと爆破する。この仕掛を解読されても困る。七日かけて作っておいて数時間で破壊する。まったく戦争とは嫌なものだ。

「行くぞ先任軍曹」

「はっ」





◯マクアディ被害者の会（６）







　ベルベフ少尉に護衛されて、私たちは司令部へ向かった。司令部は天幕すら十分に張っておらず、敵の遭遇から一貫して指揮を取り続けているであろう様子が窺うかがえた。戦闘開始前の設営が終わっていないということだ。

　朝方に降っていたような小雨が降っている。王女と私は軍帽とマントで冷たい雨を凌しのぐことになった。

「突撃が……破砕されただと？」

　ちょうどそんな声が聞こえてくる。

　王女殿下の姿に気づいた兵が敬礼する中、殿下はアルボスと将軍の名を呼んだ。

「で、殿下、よくぞご無事で」

「無事も何も。戦況は？」

　老境に掛かった将軍が一瞬言葉に詰まる。それだけで戦況が芳かんばしくないのが分かった。

「申し上げます。臣アルボス以下兵四万、混成一個軍団は、卑劣な敵の奇襲を受け……」

「戦争ですもの。端的にいきましょう。損害は？」

「およそ八〇〇〇です」

　僅かな時間で二割の損害。しかも魔法だ。負傷より死者が多いのは間違いない。

「二割。大損害ね。後退は？」

　殿下はいっそ心優しい表情に見える顔でそう尋ねた。怒りは見えなかった。

「食料がありません。かくなる上は我が司令部が先頭となり、最後の一兵に至るまで突撃し、もって国家の礎と……」

「覚悟はいいとして、突撃する敵はどこに？」

「北と東に布陣しております。おそらく、一五万程度の兵を持っており……」

「そんなわけがないでしょう。それだけの兵があるなら、そもそも新王都は落ちていません。開戦前のルース軍の全部より多いではないですか」

　殿下が将軍を言葉の刃やいばで切り裂いた。あるいは言葉の火の矢かも。将軍は何も言えずにうなだれている。反論を飲み込んだと言うよりも、確かにそうだと思ったような顔だった。

　殿下はそのまま、言葉を続ける。

「敵は多くて一個連隊、二〇〇〇ほどの戦力です」

「そんなわけが！」

「もっと少なくてもおかしくないのよ。アルボス。この程度、ニクニッスの王族なら七、八名で達成できる火力です」

　寒いだけではなく、立派なひげを蓄えた将軍の顔が赤くなった。バカにされたと思ったようだった。

「そんなわけが」

　とても小さな声で言う。

　殿下は鼻で笑うと、北から飛んできた岩を火の矢で破砕した。一瞬の早業だった。

「まあいいでしょう。これまで軍のためによく戦ってくれました。味方をまとめて一度南へ迂う回かいしつつ東への撤退を開始しなさい。私は近この衛えとともに虎と戦います」

「お恐れながら殿下、殿しんがりは臣が」

「単に邪魔だから下がってというだけ」

　飛んでくる岩の数々を殿下は火の矢で次々に迎撃した。爆風が私と殿下の髪を揺らす。恐るべき腕前、そして火力だった。王家の血筋というものを肌で感じる。確かに私達たちは、王家の血の力を軽んじていたのかもしれない。

　殿下は言うだけ言うと、機嫌よく私の方を振り向いた。

「ということで、先輩、ちょっと行ってきますね」

「ほ、本気で行くんですか」

「虎の遺品くらいはもって帰ってあげますから」

　恐ろしいことをさらりと言って、殿下は自由を満喫するように歩きだされた。私はベルベフ少尉と残された。

　ベルベフ少尉が、耳を動かして雨水を弾はじいた。

「さて、どうされますか？　中佐」

「ベルベフ少尉、お願いがあるのだけど」

「遠くからでしたらついて行っても怒られないでしょう」

「ありがとう！」

　獣人を差別するような法律は全廃しようと私は心に誓った。それくらいの働きだ。

「それではマクアディ大尉にご挨拶に行きましょう」

「え、ええ。そうね。怖いけど」

「ご安心ください。中佐。あても怖いです。毛が逆だっております」

　ベルベフ少尉は実際腕の毛を見せてくれた。確かに逆だっている。割といい毛並みに、目が行ってしまった。

「そんなに見つめなくても」

「ごめんなさい。綺き麗れいな毛並みだったので」

「おお、中佐はいける口ですね。まあ獣人を部隊ごと雇うというくらいだから、そういう偏見はありませんか」

「殿下やマクアディ少年の魔法を見たら、毛並みや耳の位置や角くらい、どうってことない違いですよ、少尉。我々は普通でまともです」

「違いない。人間離れとはあの人たちですな」

　私たちはおっかなびっくり歩き出した。馬車は連れてこなかった。数百歩先の殿下は私の方を見て苦笑したが、何も言わず進み続ける。

　見れば、殿下は一人で歩いていた。近この衛えを連れていくと言っていたのに。

「なんで殿下は近衛を連れていかないのかしら」

「分かりませんが、お考えがあるんでしょう」

　ベルベフ少尉の言葉に頷うなずいて、近衛は迂う回かい機動しているのかもしれないと思った。

　そのまま北へ歩くこと三〇分。めぼしい目印もないまま、自分がまっすぐ歩いているかどうかだんだん自信がなくなってきたところで、遠くで爆発が起きるのが見えた。

「あそこね。よおし」

　殿下が準備体操の後、手を上げた。昼間でも太陽に見えるほどの眩まぶしい炎の球が現れる。飛んだ。凄すさまじい飛距離。

　爆発した。音が消えた。

　何もかもが吸い込まれるような風が爆心地に集まり、直後にこちら側に爆風が吹き戻る。ベルベフ少尉が私の手を引いてくれなかったらどこかに吹き飛ばされていたところだ。これまで見たこともない、きのこの形をした煙があがり、遅れて熱風を感じ始める。

「虎さん、虎さん、遊びましょ？」

　笑いながら殿下が言っている。確かにこれなら、勝てるかもしれない。














◯王女と王子の火力戦







　俺と先任軍曹が喜び勇んで追撃戦に洒落しやれ込こもうと馬を走らせていたら、大爆発が起きた。背後の熱風に、爆風。昨日風呂に入ったのに泥まみれだ。馬ごと吹き飛ばされた。

「先任軍曹、無事か」

「馬がやられました」

「こっちもだ」

　先任軍曹は痛そうに顔を歪ゆがめるのも一瞬、背後のきのこ雲を見た。

「大尉ですか。これは」

「バカいえ。俺は慎み深い突撃兵科の士官だぞ。後ろを爆破するやつがいるか。爆破するときはいつも前！」

「では敵ですな」

「そうだな」

「大尉以上の爆発は初めて見ました」

「そう？」

　自分の怪け我がを見て、無事であることを確認する。耳の調子が悪かったが、何度か耳をほじっていたら空気が入るような音がして、もとに戻った。

「狙撃点を確認します」

「心配するな。もう見えている」

　敵は破は廉れん恥ちだった。久しぶりの再会を喜ぶような顔で手を振ってこっちこっちなどと言っている。女の子だ。俺よりちょっと年上に見えるな。まあ、三歳くらい上かな。二歳かも。ルース人でも珍しいくらいの赤毛だ。金色にも見える。エメラルドや妹たちを思い出す。

「ねえ、虎を知らない？　マクアディ・ソフランくんっていうんだけどー」

「マクアディ・〝ソンフラン〟だと思いますよ。お姉さんは誰ですかー」

「私？　そうね。虎とルースを、滅ぼす者かな」

「すみませんが、そういう敵はたくさんいるんで、名乗りとしては微妙ですねー」

「そーう」

　お姉さんは笑いながら手を振ると、火の矢を一〇〇本ばかし飛ばしてきた。俺も軽く手を振って火の矢で火の矢を迎撃する。一〇〇個の爆発が俺とお姉さんの間で発生した。

「みぃつけた」

「そうですかー」

　俺は和やかに言った後、先任軍曹を見た。

「善行は普段から積んでおくものだな。喜ばしい限りだ。先任軍曹、敵の方から寄ってきたぞ」

「控えめにいって凄すさまじい敵のように見えますが」

「そうかもな。でもまあ、悪い話じゃない。この力から考えて敵の王族かなんかだろ。倒したら大戦果だぞ」

「大尉は楽観主義者でおられる」

「模範的な士官と言え。先任軍曹はエメラルドの所へいけ、部下も集めておけ。追撃はあとでやろう」

「はっ。ご武運を」

「死ぬなよ。先任軍曹」

「自分が死んだら、大尉は無む茶ちやしそうですからな。承知しました」

　また火の矢が飛んでくる。今度は二〇〇本。ちょっとこっち側で迎撃してしまった。つまり、撃ち負けている。強敵なのは間違いないな。あの大魔法で普通は息切れしそうなもんだが、元気そう。

「もういい？　いい加減、男の子同士の茶番には飽き飽きしているんですけど」

　お姉さんは腰に右拳を当ててそんなことを言っている。男が嫌いなのかな。

「もういいですけど、茶番じゃなくて寸劇ですよ」

「はいはい。勝手に気持ちよくなってね、虎さん。そして死んでください」

　今度は[image: ]熱の槍フレイムランスだ。それが三本。俺はもっぱら地面に穴を開けるのに使っているが、お姉さんは正しく攻撃魔法として使っているようだ。古臭い使い方だ。

　いや、[image: ]熱の槍で穴掘るのは俺だけだったわ。

　俺は直接迎撃せずに地面に[image: ]熱の槍一本を飛ばした。地面がえぐられて土が吹き上がる。その土に反応して灼しや熱くねつの矢が爆発した。俺のと違って少しの重さでも反応して起爆している。はい。処理終了。

　敵は俺を侮っているな。敵を侮るなと幼年学校のときに習うはずなんだが。それとも……こっちの戦力を分析したいのかも。ということは近くに観戦武官がいるはず。戦闘しながら探さないといけない。

　それにしても。各国の戦力均衡を決める最高戦力、王族、それと戦うのは初めてだ。というか、国家の存亡を決めるわけでもないこんな戦場に出して良いのか、いや、人を一人使うだけだから各国の戦力均衡さえ破らなければそれが一番の安上がりか。

　よし。今後のためもある。俺も少しばかりは情報収集するか。敵の出方を見ていこう。ここは危険に身をさらしても情報を得る価値がある。

　炎の矢が高速で飛んでくる。回避する。高速の炎の矢は、誘導が弱いから簡単に回避できる。

「すごいね。さすがルース王室。とっくに訓練法を失伝したと思っていたのに、隠していたかぁ」

　お姉さんは準備体操しながら炎の矢を飛ばし、そんなことを言った。距離は三〇〇歩くらい。いつのまにか近づいてきている。まあ、距離が短いほど魔法の減衰率が下がるんだから、火属性同士の戦いは必然こうなる。土属性魔導師とは違う作法というやつだ。

「そこは王家じゃなくて、俺を褒めるところじゃないんですか」

「えー」

　お姉さんは鈴が鳴るように笑った。面白かったらしい。

「男なんか大嫌いだけど、あなたとは少しくらい喋しやべってもいいわ。男じゃなくて虎ですもんね？　血筋が全てじゃないけれど、血筋がなければ最初の一歩も踏み出せないでしょ？」

　そんなものかな。俺の場合、最初はかろうじて魔法が使える程度だったけど。

　お姉さんはどんどん近づきながら炎の矢を飛ばしてくる。半分くらいは先任軍曹を狙っている。先任軍曹をやられたら商売あがったりだ。丁寧に炎の矢で相殺する。

　いわゆる魔法合戦という形式だが、こういうことをするのは学生時代までだ。つまりは、遊び。戦争のやり方じゃない。

　規模や速度は遊びの次元を超えているんだけどな。

　お姉さんはどんどん矢を増やしてくる。同時三〇〇本を超えた。炎の矢も温度が高い。炎が白くなっている。まるで炎の乱舞だ。

　派手だし、技量も魔力量もすごいとは思うけど、そういう魔法を使う理屈がわからない。こっちの実力を試そうという意図は分かるのだが、ここまで来ると軍事的合理性はない。

　やるならそっと俺たちを追いかけ回して、寝入ったときにでも攻撃すればいいのに。なんでこんなことするんだろう。

　考えていたら、お姉さんが笑いだした。

「驚いた？」

「何に？」

　一瞬の間。直後、拳を握りしめてお姉さんは腹を立てている。

「演技だけなら超一流ね。魔力量は大したことないけれど」

　血液採取もせずに、どうやって魔力量を測ろうとしているんだろうか。それも良くわからない。そもそも火の矢一本でも当たれば無事ではいられないのに、近接戦で魔力量は問題になりえるんだろうか。それとも全般としての戦闘力を計測しているのか。

　俺の思いはお構いなしに、お姉さんはどんどん近づいて炎の矢を飛ばしてくる。

　お姉さんとの距離が一〇歩を切った。互いの飛ばす炎の矢が相殺するたびに輝きを増す。

　近くから見るお姉さん。服はニクニッス軍の制服だった。近この衛えより派手かな。階級章はない。王族でも階級章を与えるルースとは文化が違う。

　ニクニッスでは王族は遊撃か何かを担当しているのかも。それにしたって戦い方が旧式だな。こういう魔法の使い方、俺みたいに部下がいないからじゃない、意図的に部下を使わずに戦おうとしている。二次被害の拡大とか考えていない辺り、非論理的ですらある。

　五歩の距離でお姉さんはようやく脚をとめた。炎の矢は間断なく生成され、そして相殺されていく。

　お互い、眩まばゆいばかりという感じだ。魔力の無駄にしか思えない。

「もう言い残すことはない？」

　光の中でお姉さんは言った。

「そうですねえ。なんでこんな非軍事的な行為に出るのか理解に苦しみますが」

「軍事など」

　お姉さんは吐き捨てるように言った。

「そんなものが王家になんの関係が？」

　戦争を仕掛けてきたのは連合軍でお前はその国家元首に近い連中だろうと思ったが、そういう論理も通じなさそうだ。エメラルドと同じ……じゃないな。この人の物言いは好きではない。

　戦争を好き嫌いで判断してはいけませんと、先任軍曹から小言が飛んできそうだ。

　至近距離での炎の矢の撃ち合いが続く。生成する数が同時五〇〇本を超える。もう前も見えないほど眩まばゆいが、感覚だけで撃ち合えている。

　王家すげえな。現時点で魔力を三割は使ってるわ。

「案外粘る！」

　お姉さんがそう言いながら横に飛んだ。俺も同じように飛ぶ。距離変わらず。

「それならば！」

　お姉さんは大声で言って両手を広げて迂う回かいする炎の矢を放ってきた。何な故ぜ迂回するのかよくわからないと思ったが、背中側に回り込んでくる。

　とはいえムデンさんの訓練ほどいやらしくもない。俺は走りながら炎の矢を回避した。

「魔力が尽きたようね」

「えっ？」

「え？」

　一瞬戦闘がとまった。こういうところもなんというか、変だ。このお姉さん、戦争のいろはが分かっていない。軍曹のいない軍隊みたいなもんだ。

「なるほど分かりました」

　結論。このお姉さん、ぶっ壊れている。あるいは病んでいる。魔法学にも軍事理論に対しても背を向けている。現代に紛れ込んだ古代人という感じだ。王家はみんなそうなのか。そんなはずはないか。エメラルドは軍の幼年学校を卒業しているしな。

　となれば、俺はお姉さんが距離を取ろうとするのを邪魔しながら思った。このお姉さんまたはニクニッス王家は壊れていると判断すべきだろう。まあ普通に推定すればお姉さん個人がおかしい。

　だからお姫様にもかかわらず最前線に飛ばされて来たのかな。

　そう考えるといささか気の毒ではあるのだが、まあ、仕方ない。これは戦争だ。

「じゃあ、そろそろ戦争始めましょうか」

「決デユ闘エルでしょ。虎さん」

「そういうの、独りよがりというんですよ」

　同時に横っ飛びに動いた。初めて俺の方から仕掛ける。相手より一本だけ矢を多く。すぐに対応してきた。相殺される。目は良いというわけか。じゃあ次だ。たくさんの炎の矢から数十を選んで変則軌道で撃つ。

「小こ賢ざかしい！」

　お姉さんは火の球でまとめて炎の矢を吹き飛ばした。さっきからちょいちょい俺より大きな魔法を使ってきている。つまるところ、お姉さんの方がより多くの魔力を消費している。焦あせった様子がないのは、俺より魔力が多いとか、そういう話なんだろう。魔力に自信があるから力任せをやってくる。

「これならどう」

　お姉さんは距離を取りながら火の球を生成、俺が炎の矢を飛ばすと、火の球を生成しながら炎の矢を出すような変態的動作で動いてくる。種類の違う魔法を同時に使うのは曲芸とされてまともな軍人はやらない。魔力の消費以上に頭が疲れるからだ。俺は火の球を[image: ]熱の槍フレイムランスで貫いて無効化した。

　お姉さんは会心の笑み、消滅した火の球の陰から炎の矢が大量に飛んできた。しかも全部変則軌道。俺は[image: ]熱の槍で地面に穴を掘って、吹き上がる土煙で炎の矢を外した。視線で炎の矢を誘導していたのは間違いない。舞い上がり、飛んできた土つち塊くれの一つを受け止めて握る。

「穴掘りが上手なことね」

　俺はもう返事をしない。情報はとれるだけ取った。これ以上話をしても意味がない。

「余裕がなくなってるわよ！」

　なんでも都合よく評価しているなあ。ああ。だから侵略とかするのか。今理解したわ。

　お姉さんが飛ばしてくる炎の矢を体術と相殺を組み合わせて全弾回避する。自分の中の魔力の高まりを感じる。

　なるほど。大昔はお姉さんのいうところの決闘で魔力を人為的に増大させていたんだな。子供の遊びにも意味はあったわけだ。ただし、命がけであればの話だ。失伝とか言っていたけど、まともな家族愛が存在するルースやリアンではこんなものが残るわけもない。

　古臭いのと昔の方式を知っているのはだいたい同じということか。王家はニクニッスの軍事体系から外れた存在なんだろう。

　古代の野蛮な戦士と現代の勅任魔導師が戦うという展開かぁ。面白いとは思うがちょっと笑えない。

　俺は炎の矢を一〇本飛ばした。ばらばらに、遠くへ。ようやく見つけた、観戦武官であろう連中を排除する。

「先輩を狙うな！」

　お姉さんが怒り狂いながら[image: ]熱の槍で炎の矢をまとめて粉砕する。こっちの先任軍曹を狙っていたのは、同じことを自分がやられたら嫌だったからか。

　弱点、みっけ。

　俺は大きく迂う回かい機動を取らせながら続いて観戦武官へ炎の矢を撃った。こっちに飛んでくる[image: ]熱の槍は同じく[image: ]熱の槍で相殺する。俺の方がわずかに生成速度が早い。速度からして魔法だけはこちらに劣らない最新の術式を使っているようだ。変な感じだ。格好は原始人なのに手には棍こん棒ぼうではなく剣を持っているという感じ。でたらめなんだよなあ。

「男はこれだから！」

　お姉さんが意味不明なことを言いながら迂回機動の炎の矢へ炎の矢を撃った。俺は手の中の土を投げた。すぐに炎の矢で焼かれたのだが、砂は目に入ったようだ。お姉さんが狼ろう狽ばいする間に走って殴った。魔導師の弱点は頭だ。目が見えないと照準ができなくなるし、頭を破壊すると死ぬ。

「魔法は甘えか」

　ムデンさんにそう言われて襲撃訓練をさせられていたのを思い出した。まったくそのとおりだった。エメラルドの癇かん癪しやくに付き合うのは軍事的に意味があったらしい。

　ほんとか？　まあいいや。このお姉さんよりは、エメラルドのほうがいい。当たり前するぎる結論だった。




　戦いに、勝った。

　俺は止とどめをさすためにお姉さんの頭を蹴り砂を蹴って目を使えなくした。消費は少ないとは言え魔力を結構使ってしまった。まあ良いいや。岩で頭を潰そう。

　岩をかかえていたら観戦武官と思われる女性士官が走ってきた。普段の行いがよほど良かったらしく敵の方がどんどん寄ってくる。入れ喰ぐいだ。

　よく来てくれた。と言いたいが面倒なんで魔法で頭を吹き飛ばすことにした。

　すると、走ってきた敵が平伏した。二人ともだ。

　頭を下げたまま、獣人がいう。

「この姿を東方三国では土下座と言います。最大級の謝罪を意味しておりやす」

「その声はベルベフ少尉じゃないか。別に君が謝罪することはないだろう。少尉は誓約を破ってはいない」

　お姉さんがまた動き出しそうなので俺は頭を踏みつけた。岩を持ち上げる。

「ちょっと待っててね。すぐ終わらせるんで」

「お待ち下さい！」

　あまりの大声でびっくりした。ベルベフ少尉と一緒に走ってきたお姉さんだった。腕を吊つっているので、それで思い出した。水商売風のお姉さんだ。二人とも敵ながら、俺を助命しようと頑張っていた人たちじゃないか。

　どうしたどうした。

「お待ち下さい、お待ち下さい」

　水商売風だったお姉さんが俺の脚にすがった。全然軍人という感じではない。涙を流している。まるで俺が悪い人みたいだな。

「えーと。侵略軍の皆さんと戦うのは交戦国として当然の行為で……知ってると思うけど」

「降伏します！　捕虜の扱いは帝国法に従い身代金によって解決できるはずです！」

　未いまだかつて聞いたことがない元気な降伏宣言だった。よくわからないがまあ、少しは法律を勉強しているようだな。まあ士官だから当然か。肩の階級章を見る限り、水商売風だった人は中佐のようだ。若い中佐だな。能力的に大丈夫なんだろうか。

　まあ、敵の心配をしても仕方ない。俺は口を開いた。

「その条項は本人が捕虜になることを申し出て自ら武装解除した場合に限られる。このお姉さんはそうじゃない」

「上司なら代弁を許されます」

「中佐はこのお姉さんの上司なの？」

　そう尋ねたら、中佐は蒼そう白はくな顔になった。嘘うそをつけない質たちだったか。そうですとか言い始めていたのなら君は王族なのかと聞くつもりだったんだが。

「じゃ、そういうことで」

　岩も重いし。

「お待ち下さい！」

　俺は腹を立てながら、それだからこそ言葉を改めることにした。軍人として正しい作法に。同じ士官に語りかけるように。

「ベルベフ少尉……この中佐は少々心を病んでいるようだ。休養をおすすめする」

　ベルベフ少尉はあくまで平伏の姿勢を崩さない。意見は中佐が言う、ということか。

　その中佐は涙目だ。地面に額を擦り付けすぎて血まで流している。

「お待ち下さいお待ち下さい。上司ではないんですが後輩なんです」

「中佐殿、先任ではなく、後輩という表現を使うからにはその関係性は士官学校時代のものでしょう。それが通るわけがない」

　そう言ったら、中佐は顔を泥だらけにして泣いた。泣いて俺の脚にしがみついた。

「なんでもします。なんでもしますから、どうか、どうか助命をお願いいたします。奴隷でも酌婦でもなんでもしますから」

「我がルースでは奴隷またはそれに類する労役は一〇〇年以上前に廃止されている。おい侵略軍、お前たちが我がルースの女子供を大量に慰み者にして連行していることはよく知っているがな!!　お前らと俺を一緒にするな！　言葉を選べ!!」

　中佐は震え上がったが、それでも俺から離れなかった。

「違うんです……どんなことをしてでも後輩を助けたいのです……お願いします。自害しろと言われれば自害します。脱げと言われれば脱ぎます。ですから……」

　なんだこいつらの身勝手さは。全部ぶっ殺すかと思ったが、気を落ち着けることにした。母さんは言っていたものだ。女性には親切にしなさい。ね。と。それを聞いたときは女って、どんな特権階級だよと思ったものだが、今となっては戦争で悲惨な目にあう彼女たちの存在を知っている。ああ、母さんは正しい。俺はもっと親切にしておくべきだった。もっと守ってやるべきだった。そんなことばかりを考える。

「マクアディさま。いえ、マクアディ元帥」

「今怒りを必死に抑えているんだから、ちょっと黙っててくれないかな」

　中佐は黙った。俺は長靴で踏んだ頭を踏み潰したい気持ちになりながら、なんとか抑えた。抑えたのはこいつらのためではない。我がルースはこいつら侵略軍とは違う。そう思うからだ。

「よろしい中佐。降伏を認めよう。だがこの人物は自分で意思を示しておらず、武装解除もしていない。そのため戦闘力を奪うために処置をした後、降伏を認める」

「処置とは」

「目を潰す」

　目を潰せば魔法はまともに狙えなくなる。魔導師としては終わったも同然だ。

　声にならない悲鳴を中佐はあげた。俺は中佐に口を開いた。

「中佐。君は新王都から来た。そうだな」

「……はい」

「君たち侵略軍は、俺が捕虜を人道的に扱うだけの行為を自分たちがしていることを証明できるか。そんなことを言うからには犯されたあげく殺されて木に吊つるされたり、犬の餌になってたりしてないだろうね？」

「……それは」

「中佐と少尉はそれを制止したか」

「いいえ」

[image: ]

　そんなもんだ。所詮こいつらはただの侵略者だ。

「そうだろうな。対してこちらは目を潰すだけだ。今後敵が増えたりしないように子宮を潰すなどとは言っていない。これは人道的処置だ」

　踏みつけた脚の下の頭が動き出した。

「先輩を泣かせるなぁ……糞くそ下郎ぉ！」

　俺は岩を落とした。狙いが外れて手を潰しただけで終わった。まあいいや、腹を蹴る。顔を蹴る。お姉さんの歯が折れた。

「敵対するなら遠慮はしない。戦闘は続行だ。ベルベフ少尉、誓いを破ることを許そう。誇りを守りたまえ」

「……ありがとうございます。とはいえ、大尉とは食事をともにした仲です。敵対ではありませんが、この中佐を守り死して盾になることをお許しください」

「分かった。相手が少尉であるのなら致し方ない。魔力はかかるが苦しまないようにすることを約束する」

「重ねて感謝を」

　平伏していたベルベフ少尉が獣人ならではの驚くべき身体能力でお姉さんを抱えて走って逃げた。中佐を抱えて走って逃げないあたり俺の事をよく分かっている。

　中佐は降伏しているから許す。だが。

　俺は火の矢を二本出した。少尉の遺族に手紙を出すために住所とか聞いておけば良かったな。まあ、もう遅いけど。

　炎の矢を飛ばす瞬間、俺の視界を中佐が邪魔した。手を広げて炎の矢をその身に受ける。二発。

　そう来ると思った。





◯新マクアディ被害者の会（７）







　遠ざかっていく景色の中、先輩が炎の矢を受けてゆっくり倒れるのが見えた。

　自然、涙が溢あふれた。私の大好きな先輩。戦場なんかに出ていい人じゃなかった。

「殺してやる……殺してやる！」

　私は泣きながらそう言った。シーナ・オーラス・ニクニッスの名にかけて。必ず虎を殺す。最悪の方法で殺す、虎の親族も皆殺しだ。ああ、もう死んでいるのだったか。腹立たしい。

「殺してやる！」

　獣人の少尉が私を抱えて走っている。人間では不可能な驚異的な速度で走りながら、肺から絞り出すように声を出した。

「なぜあては生きているんです？　……大尉……」

　先輩がお前を助けたからに決まっているだろう。下郎。そう言いかけて血で口がいっぱいになったので吐き出した。折れた歯も転がっていった。

　虎め、殺してやる。絶対に殺してやる。

　獣人の少尉は一時間近く走って、ようやく脚を止めた。舌を出したままだ。人間と違って汗をかかないと聞いたことがある。舌を出すのは、体温を下げるためという。そういえば飼っていた犬が似たような性質だったことを思い出した。虎め、殺してやる。

「王女様、ここからこの街道に沿って歩けば、お味方と合流できます」

「少尉は何を？」

「あてはマクアディ大尉のもとへ戻ります。中佐殿のお体を返してもらわないといけません」

　虎め。殺してやる。

「その心は褒めてあげます。ですが、駄目です」

「失礼ですが……」

「私も行きます。ですがまずは、私が止血を受けねば。兵もいります」

「王女様、中佐殿は王女様が死なぬように努力をされました。それを無にすることはなさらないでください」

「先輩のいない世の中にどんな意味があるというのです。……それに」

　虎め、殺してやる。殺してやる。

「それに、帰れば私は敗戦して身体からだを損なった愚かな王女になります。その血ゆえに孕はらみ袋として生きることは許されるでしょう。どこかの貴族に囲われて……一生」

　だから虎は今殺す。絶対に殺す。

「私が自由に動けるのは今だけなのです。私を虎の所へ連れていきなさい。少尉。いやとは言わせない。断ればあなたの国を魔法で吹き飛ばす。一人とて逃さない」

「……そのお体で東方三国に行けるとでも？　お味方に見つかれば、保護収容されるのに？」

「そうね。でも必ずやるわ」

　私が言うと、少尉は耳を伏せ、目を瞑つぶった。

「そんなことのために、中佐殿は助けたわけではないでしょうに……」

「あなたに何が分かる！」

　私は獣人の少尉と睨にらみ合った。しばらくの時の後、獣人の少尉の心が折れるのが見えた気がした。

「今度も負けるとは思わないので？」

「思いません」

　最後、追撃で魔法を使ってこなかった。虎は魔力が切れているはず。

　私と獣人の少尉は退却する味方へ向かった。

　もう一度来た道を戻る、のろのろと逃げる味方に遭遇する。食料はないと聞いて士気は地にまで落ちていた。この中からまともな連中を探さないといけない。

　近この衛えの連中は全て殺したから私には手駒がない。

　その面倒臭さと出血に気が遠くなっていたら、獣人たちが姿を見せた。少尉の部下らしい。少尉なのに数は多く、数だけでいけば中隊規模はあった。

「怪け我がの治療をしたってや。ああ、王女様、口の中を切っているようですが何か食べることはできやすか」

「大丈夫。水を頂戴」

「へい」

　私は腕の骨を繋つないでもらいながら、水をもらって口の中を洗った。折れた歯が痛くて、遠くなっていた意識が戻る。虎を殺さねば。

「この兵は？」

「こいつらもあてと同じ、ルース王国や大尉には敵対しないと誓いを立てて解放されております」

「それが、なぜ、せん……中佐と一緒に？」

「もう言ってもいいとは思いやすが、中佐は我々を買い上げやした。いざとなった時、王女様を逃がすためです」

　なんて腹立たしい気分だろう。先輩の愛に気づかなかったなんて。まさか両思いだったとは。

　虎は殺す。

「買い上げられておいて、中佐の仇かたきは討たないと？」

「そういう条件です」

「分かりました。でも、案内はしてもらう。さもなければアリスリンドだかトリストリンドを滅ぼす」

「はぁ……」

　獣人の少尉は呆あきれている。所詮は獣人、恩義も何もないらしい。

　まあいい。虎さえ殺せれば、それでいい。虎は殺す。

「分かりました。これから一時間気を失います。その後は案内をしなさい」




／＊／




　雨だれの音で目が覚めた。馬車だ。随分と貧しい馬車の、幌ほろ。

　身を起こす。額は治療されている。包帯が巻かれていた。

　面白くなさそうな顔で、マクアディ少年が座っている。手が届きそうな距離。

「あの、私はなぜ……生きているのでしょうか」

「大変不本意だが、中佐は降伏を申し出ていた。それだけだ」

「炎の矢に当たって死んだと思っていたのですが……」

「命中前に解除したんだよ」

「ああ」

　恐ろしい反射神経だ。瞬間で判断してそんな芸当ができるとは。まさか本当に虎かなにかなのだろうか。

「それであの、ここは？」

「馬車の中。雨で休憩中」

「休憩ですか」

「追撃するんだよ」

「ああ。なるほど」

　私はそう答えた後で、不意に記憶を取り戻した。

「殿下はどうされたのですか！」

「逃した。殺そうかと思ったが、中佐とベルベフ少尉は俺の助命に動いていたからな。だから、一度は助けた。次はない」

「ありがとうございます」

　私は頭を下げた後、安心して横になった。これからマクアディ少年にどんなことをされるのかと思うと心配になるはずだったが、心は安心しきっている。

　そうか。王女は死なずに済んだのか。

　嬉うれしい。

　涙を流していたら、心底嫌そうな顔でマクアディ少年が私を見下ろしてきた。

「捕虜に無体な扱いをしたりはしない。俺はお前たちと違う」

「はい……。あのベルベフ少尉は？」

「当然、無事だ。うまく逃げおおせたよ」

「良かったです。あの……」

　犯されるのであれば、できれば最初はマクアディ少年がいい。一度は結婚の話もあったのだし。その後は……自害できたらいいなあ。

　私の考えを踏み潰すように、マクアディ少年は言った。

「捕虜尋問は行うが、長時間の尋問、繰り返しの尋問は行わない。代わりに誠意をもって答えて欲しい」

「はい。あの私は作戦指導と距離を置いていたので、あまり詳しくはないのですが」

「中佐が憲兵中佐であり法務担当であることは階級章から存じている。安心してほしい」

「ありがとうございます」

　私は急に恥ずかしくなった。すみずみまで観察されたのかもしれない。

「次に労役に関して説明する。我々は中佐を捕虜となった上でも士官として遇するが、ここには中佐の他に捕虜がいない。よって捕虜としての労役に対して指揮を行うことは不可能だ。以上を考えて労役を免除する」

「ありがとうございます……」

　国際条約の代わりになっている帝国法どおり。捕虜になった貴族は直接的な労役の対象にならない。部下がいないから労役免除というのも二〇〇年ほど前に判決がでている。そのとおり。その上で法を順守する姿勢を見せている。

　マクアディ少年の高潔なこと、この数百年の裁判の例でも類をみない。それでいて、夢見がちな少年というわけでもない。私は彼の怒りを見て、現実を知った。

　その上でのこの処置だ。マクアディ少年……いいえ、マクアディ・ソフランは傑物だ。ずっと前から知っていたけれど、それ以上に。

　なんで私はこの人と敵対しているのだろう。意味がわからない。

　不意に頬ほおに触れられた。心配そうにマクアディが見ている。少年だけど、私から見るともう少年ではない顔。

「敵対しないことを誓うのであれば最低限の武装も許可するが、馬車から出る際は軍機及び反乱対策として、魔法は使えないように目は布で覆わせてもらう」

「分かりました。寛大な処置に感謝いたします」

「こう言えば伝わると思うが、自衛のために武装をつかうように」

「自害には使うな……ですか」

「そうだ。本来教えてはならないが、中佐の身柄はリアン国へ送られる予定だ。ひどいことにはならないだろう」

「そう、そうですね……」

「不満があれば聞く」

「いいえ。ありません。ありがとうございます」

「結構。軍機につき、馬車から顔を出すのは禁止する。休憩は一日六回。うち二回は大休止。一度は睡眠のための時間とし、その時間は馬車を停止する。またやむを得ない生理上の事情がある場合、馬車の後ろから白布を出せば対応する」

　配慮の行き届いた対応に、私は微妙な気分になった。心配になるほどだ。連合軍四万を退けたとは言え、そこまで大軍勢というわけでもないだろうに。

「説明は以上だが質問は？」

「あの、よろしいでしょうか」

「どうぞ」

「個人として、貴族として、マクアディ元帥には大変感謝をしております」

「戦わずにその結論に至らなかったことを残念に思う」

　嫌いや味みだと思ったが、私は素直に頷うなずいた。私も心からそう思うから。

「はい。私もそう思います」

「他には？」

「何もありません」

　マクアディはばつの悪そうな顔をした。

「そうか。言い忘れていたが食事については俺と同じものを食べてもらう。不満はなしでお願いしたい」

「はい」

　マクアディは出ていった。遠くで見ていれば良かっただけの存在なのに、なんの運命か言葉を交わして近くにいることになった。とても変な感じだ。殿下が無事で良かった。いえ、怪け我がはしているのでしょうけど。それでも。

　安心したせいか、また眠ってしまった。起きて着衣の乱れを確認する。大丈夫。大丈夫だと思っていたけれど。

　失礼するとマクアディの声がする。

　布を見つけきれずに背を向けてどうぞと声を掛けると、マクアディが入ってきた。

「食事だ。振り向いても大丈夫」

　それで私は振り向いた。マクアディは二つの盆を持っていた。侍従などを使わず持ってきているあたりに、極少数の部隊なのだろうという感じがする。

　食事は煉れん瓦がのごとき麺パ包ンと、穴の空いた乾酪チーズ、それに塩漬け肉と塩漬け野菜の汁物だった。飲み物は木き桶おけに水を入れて持ってきてくれている。

　革袋の水は臭いがするので苦手だったので、木桶の水なのはとても良かった。飲めば一度煮沸した水の味がする。安全面にも配慮しているのだろう。煮沸した水はとても貴重だ。美お味いしい。水が美味しい。というよりも安全な味が美味しい。

　料理については汁物はとても美味しかった。

「とても良い料理人を雇っておられるんですね」

「雇っているわけではないけど、伝えておくよ」

「はい。ぜひお伝え下さい」

　マクアディの喋しやべり方かたがまた変わった。謹厳な軍人としてのそれではない、砕けた喋り方だ。あの戦闘の時、私の言葉で激げき昂こうするまでも同じような喋り方だったから、きっとこれがマクアディの素の喋り方なのだろう。勉強になる。

「質素ですまない」

「いえ……ここ数日はこれと同じかそれ以下の量、質でしたから。味については勝負にもなりません」

「しょっぱすぎる？」

「はい」

　マクアディは笑った。軍ではよくある話らしい。彼もずっと悩まされていたとのこと。
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　二人で食事をして、少し話をした。取り調べという感じではなかった。





◯食事の後







　捕虜との食事とは、疲れることが多い。兵相手はそうでもないが、相手が貴族というか士官の場合、食事については異様にうるさいことが多い。自腹を切って専門の料理人を連れて歩く者も多いからだ。

　本国に帰った際に文句を垂れ流されても外交上困るので、食事については一緒に食べて、質に差がなかったことを示さないといけないことも多かった。今回もそれ。

　アスタシア中佐という名のお姉さんの法律家と食事をして、気遣いに疲れていたら、馬車から降りたところでエメラルドに捕まった。おたまを持って腕を組んで、膨れている。

「なんで捕虜と食事取ってるのよ！」

「説明したよな!?」

「聞いたけど、許してはいない」

　でたよエメラルドのワガママ。ため息も出ない。そもそもなんで許可制なんだろうか。

　俺の思いをよそに、エメラルドは綺き麗れいな緑色の目を伏せた。

「しかも女の人じゃない」

「ほんとにな。気遣いで疲れるわ」

　そう言ったら急に俺を睨にらんだ。

「変なことしてないでしょうね？」

「捕虜の虐待は禁止されているのを知ってるだろ」

「そう……だけど。そうじゃない」

　馬車に会話が聞こえるとまずい。それで俺はエメラルドの背を押して、離れた。

「そもそもあの中佐、エメラルドの知り合いなんだろ」

「そうね。マクアの弁護人だったのよ」

「何を弁護されて何を裁かれるんだよ。いや、それは置いといて、エメラルドの知り合いを粗略に扱うわけないだろ」

「その割に私が会うのは嫌がっている」

　まるで重罪を犯した罪人を見るような目でエメラルドは見ている。俺は空を見上げて自分の額に手を当てた。なんて友とも達だちがいのないやつだ。

「あのな。お前がここにいるというか俺と一緒だと言うのを教えるわけにはいかんだろ。エメラルドの実家に迷惑がかかる」

　それでもエメラルドは納得していない。綺き麗れいな緑色の目で俺をまっすぐ見た。

「ごまかしてない？」

「何を？」

「何をって……」

　エメラルドは一瞬恥ずかしそうに目を伏せた後、俺の頬ほおを指で押した。

「何、怖いんだけど!?　なんか不満あるなら言えよ」

「言えるわけないでしょ」

　ワガママが極まった発言をして、エメラルドはとにかく、と俺を引っ張った。別の馬車へ。

「食事するわよ」

「俺食事したぞ」

「中佐とは食べることができて私とは食事できないの？」

「え、俺二回食事するの？」

　本当に二回食事することになった。またエメラルドのワガママだよ。

　いくら旨うまい料理でもこの量は多いなと思っていたら、今度は妹たちがやってきた。メディアが俺の手を取って、引っ張ろうとして失敗して抱きついてくる。

「お兄様」

　随分と甘い声にびっくりした。どうした妹よ。お前そんなやつじゃないだろう。

「捕虜をどう殺すのですか」

「殺さないよ？」

　いや、腹立たしさにみんなぶっ殺そうと思ったのは確かだけど、正気に戻った。いつまでも怒りを覚えているような士官は部下を簡単に死地に追いやる。

　でも、妹はそんなことが分からない。メディアは怒りを隠さなかった。

「なぜ殺さないのですか」

「そりゃあ」

「利用価値があるんですね」

　妹その二であるラディアが助け舟をだしてきた。偉いぞ妹その二よ。

「悪い言い方だけどそうだな」

「そうなのですか……」

　メディアは残念そう。親の仇かたきだ。まあそうなるよな。

「気持ちは分かるが、国土を回復しないといけない」

「ねえマクア」

　エメラルドがメディアと反対側の袖を引っ張った。

「なに？」

「兄妹きようだいの距離おかしくない？」

「そう？　俺、ずっと妹が居なかったからな。距離感分かってないかも」

「は？」

「は？」

　急にエメラルドの声が低くなった。俺は事情を説明した。

「こいつとこいつはもともとルース王国の王女たち」

「よその家の子じゃない！」

「よそではありません。これはルースの国内問題です、部外者は黙っていてください」

　いつもは助け舟を出すラディアが攻撃を開始した。ラディアとメディアが俺に抱きついてきた。

　エメラルドは当然激怒した。理由は分からないが。

「聞いてない！」

「いやまて。エメラルド、こっちきて半月、今まで二人から何も聞いてないの？　というよりなんで隣国の王女なのに顔見知りじゃないの？」

　そう言ったら、エメラルドは恥ずかしそうな顔で正面から俺に衝突した。

「私はお披ひ露ろ目めとか、誰かと結婚するから相手選ぼうの夜会とか、そういうの関係なかったから。隣国の王族なんて知らないわよ」

「なんで関係ないのですか。エメラルド様はなにか問題でも抱えてたんですか」

　ラディアの冷静な声に、俺とエメラルドは顔を見合わせた。ラディアは、ちょいちょいエメラルドにきつくあたる。

「問題なんかないだろう。単純にエメラルドのワガママだと思うけど」

「ワガママで生きていけるならどんな王家も苦労しません」

　ラディアに言われて、俺は考えた。

　これはあれだ。軍務卿けいのじっちゃんと同じだ。ルース王家的にはよほどありえないことなんだろう。それで、エメラルドを見た。

「エメラルドのところは苦労しているの？」

　エメラルドはそっぽを向いた。

「しているわけないでしょ。お父様の悩みなんて趣味の園芸に関するものか家族に関するものだけよ」

「だよなあ」

　そう言ったら、妹たちが殺気を飛ばしてきた。まあ元同盟国の王がそれだと怒るよな。

「ああ、メディアもラディアも知っているとは思うけど、リアン国の王は……」

「施政権を貸し出して儲もうけている……ですよね」

「そうそう」

「責任放棄ではないですか」

　ラディアの言葉を、エメラルドは聞き飽きた文句のようにいなした。

「権力なんかより趣味に生きたい王族だっているでしょ。うちは伝統的にそういうのってだけ」

　てっきりルース王家もそうだと思っていたのだが、説明を聞くに違うらしい。なるほど。昔幼年学校に授業参観に来ていたエメラルドのお父さんみて、王様ってみんなこういうものかなと思っていたわ。

　リアン王家のあり方はどうにもルース王家のメディアやラディアには許せないらしい。二人は責任という言葉をとても重く思っているようだ。

　良いことなんだけど、痛々しい。俺より二歳も小さい子が王家の責任とか言うのはどうかなと思う。ああ、軍務卿のじっちゃんが言っていたのはこれか。じっちゃんから見たら俺も痛々しいなにかだったんだなあ。

　俺は怒っているメディアとラディアの頭を、それぞれ撫なでた。メディアが取り乱している。

「よそはよそ、うちはうちだろ。他国のありようを批判してもしようがない」

　うまくとりなしたつもりだったのだが、今度はエメラルドが怒った。いや、頭を突き出してきた。

「どうしたの？」

「言っておくけど私はよそじゃないからね。アンタとけ……あんたについてきたわけだから」

「それはそうだけど。で、この頭は？」

「私だけ撫なでないのはおかしい」

「エメラルドは撫でられるの嫌いって言ってたじゃん」

「いつの話よ！　それ九歳の頃！」

「あの時言ったよな。子供じゃないって。今はいくつだよ」

「一四」

「ほら、ほら。九歳の頃子供じゃなかったら今はすごい大人だ」

「うるさいうるさい！　いいから黙って二人分撫でなさい」

　出たよワガママ。それにしてもなんで二人分なんだろ。

　仕方なく頭を撫でていたら、メディアとラディアに抱きつかれた。

「お兄様、エメラルド様と仲良くすべきではありません」

「お兄様は……私の、です」

　この二人も撫でてほしいのだろうか。手が、手が足りない。

　しばらく順番に撫でていたら、猫の群れと遊んでいる気になった。口にしたら怒られるから黙っていたが。

　和む。いや、そうじゃない。ともあれ戦争しないといけない。

　戦争するからと伝えると覚えてなさいと、怒って去るエメラルド。何を覚えるんだと思いつつ、先任軍曹を呼んだ。

「どうだ。敵を捕まえたか」

「はい。偵察分隊が接触しております。敵の隊列は乱れはじめており、時間の問題で命令系統はばらばらになると思われます」

「補給の最後が部隊の最後ってな……普通すぎてうまいこと言っている気になれない」

「うまいことを言わなくてもよろしいでしょう。大尉は、ただ勝てばよいのです」

「そうだな」

　俺が考えていると、先任軍曹は口を開いた。

「そして戦いが終わったらエメラルド姫に優しくすることです」

「俺、優しくしてないかな」

「こういうことに限度はありません」

「マジか。難攻不落の要塞みたいだな」

「それを口にしてはいけません」

　大変だ。

　まあいい。気を取り直して仕事をすることにしよう。

　先任軍曹を連れて俺は馬で少し先回りした。この状況でどっかの王族が出てくる可能性も〇ではない。警戒しながら戦争をする必要がある。

　王族か。

　移動中は案外暇なものだ。俺は王族について考えた。

　少なくともニクニッスの王族は大きな戦力なのは間違いない。ただ、戦争を遂行する能力、中でも士官としての振る舞いは及第点に遠く及んでいなかった。どちらかといえば一兵士、そういう使い方に近い。

　いや、近代では兵士も魔導師と協同して運用するから、兵士という考え方もおかしいな。兵士の古称である戦士とか、あくまで現代の定義でいうなら兵器、と考えたほうがぴったりだ。それも戦略に影響するような兵器。戦略兵器。

　さてその評価だが、効果はさほどでもない気がする。十分な兵力があれば、相手にしないで遠くで戦うという選択ができるだろう。以前、連合が俺相手に使ってルース王国を滅亡させた戦術だ。俺がどれだけ勝っても全体として負ける、そういう状況にすればいいだけだ。

　ふむ。じゃあなんで敵は勝ちが決まった今になって戦場に投入したんだろう。敵軍部の考えが読めない。ありそうなのは廃棄処分だな。兵器としてあのお姉さんは使いにくかった。十分にありそうだが、他にも検討を加えるべきだな。

　俺をどうしても倒したかった。まあ、これはありえるな。俺としては模範的な士官として振る舞っていたつもりだが、連合軍は俺を戦略兵器として見ていたか、途中でそういう認識に改めた、ということだろう。金の面で何万もの軍勢を使うよりは王族一人投入したほうが安い。そういう考えもあるんだろう。

　実際のところどうなんだろうな？　その攻撃力故に平時の外交に意味はあると思うけれど、いざ戦争では単なる時代遅れに思えなくもない。対戦した感じ、高い攻撃力をほとんど活いかせていない。その戦法も同程度の戦略兵器である王族との魔法戦に特化しているように思えた。

　俺が連合軍を真ま似ねて徹底して戦いを忌避したとき、敵はどうなるかな。もう少し想定を詰めておく必要がある。とりあえずは戦闘回避で動いてみよう。直接戦って負けるとも思わないが、敵の廃棄処分を手伝ってやるのも業ごう腹はらだ。

　よし、追撃だ。追撃楽しい。

　最後尾が見えて来た。一応、後衛戦闘部隊が出ている。昔風の言い方をするなら殿軍だ。

　しかし、俺たちに積極的に攻めてこない。まあそうだよな。食糧不足の折、兵を走らせたりはしたくない。

　後衛戦闘部隊は土属性勅任魔導師を立てて岩を飛ばしてきた。命中率はお察しの通りだ。俺の筒方式より命中率が悪いくらいだ。当然当たらない。おそらく俺たちを偵察部隊とみて、散らすように動いているんだろう。

「どうされますか」

「決まってるだろ。突撃だ」

「了解」

　俺と先任軍曹は朗らかに笑顔を浮かべて馬上突撃を開始した。

〝弾雨来るとも吹ふ雪ぶくとも〟

〝灼しや熱くねつの下、泥にまみれても〟

〝我ら突撃兵　心はただ朗らかに〟

〝前へ前へ〟

〝栄光へ向かって突き進め〟

　歌いながら、左右を飛んでくる岩を無視して馬を走らせる。手綱から手を離して火の球を生成。投げる。ここで馬首を翻ひるがえすのは素人だ。翻した瞬間を弓で狙われる。

　火の球が炸さく裂れつして部隊を一瞬で崩壊させる。密集しすぎだ。まあ、分散したら脱走が多発するので密集するしかなかったんだろうが。

　頬ほおに熱を感じつつ、俺は爆発の横を走り抜けた。馬は良く応えてくれる。さすが、良く訓練された軍馬だ。

「残敵を掃討しますか」

「まさか。食べ残しには構うな。饗きよ宴うえんだ。うまいところを食い散らかすぞ」

　少し馬を走らせれば、もう行軍隊列を維持できていない部隊が大量にでている。いわゆる落らく伍ご兵だ。怪け我がしたり腹が減りすぎて、まともに進めない連中。こいつらはすぐ山賊化する。

　またも手綱から手を離し、炎の矢を五〇〇本ほど出現させた。炎の矢を後ろから叩たたき込む。

　五〇〇本撃って五〇〇の敵を死体にして、そのまま前進。

　今度はまばらな行軍隊列。俺たちには気づいているが、戦うために陣形変換は行っていない。行軍隊列そのままに、ただ急いでいるだけだ。

　分かるよ。食料も馬もなく敵地に残されたくないよな。

　[image: ]熱の槍フレイムランスを生成して最後尾から貫通させて敵の縦列を吹き飛ばした。この魔法、土に穴を開けるのは得意なのだが、存外人を殺すのには向いてない。精々五〇人。しかし心理効果は絶大で、敵は悲鳴を上げながら逃げ始めた。

　馬に乗った部下が続々追いついてきて、槍やりだの洋刃などで敵兵を背中から切り倒す。

　ああ、騎兵もっとほしいわ。そうしたらもっと大量の敵を倒せるのに。

　そのまままっすぐ、敵を追っていく。目指せ先頭。

　連中が街につけば三度略奪なんてこともありえる。そうはさせない。そうはさせるか。

　しかしそれが、中々うまく行かない。敵は馬もないくせに最前列の連中はすごい速度で逃げているようだ。半日かかってようやく先頭集団においついた。敵は周辺警戒能力すらなくそうとしていた。

　夜だ。敵は疲れ果てて血の街道に寝そべっている。

　それで、火の球を生成して投げつけた。爆発する。閃せん光こう防御で顔をそむけたがだいぶ殺せたろう。目を戦場に戻す。

　何人殺したか分からんが、まあまあだな。

　[image: ]熱の槍フレイムランスで地面に穴を掘る。それを一〇ほど。これまでの虐殺を逃れて、どうにかたどり着いた敵がいたら、脚をとめるだろう。そこで順番に焼く、それだけの仕事。

　のんびり休んでいたら、はたして敵が来た。夜目が利かないのか穴に落ちて悲鳴をあげる連中もいっぱいいる。炎の矢を飛ばす。頭を飛ばされて死体が倒れる。のんびりしていると、また後続が来た。繰り返す。

「虐殺ですな」

「見解の違いだな」

　ただ、一方的な戦闘であるのは認める。

「とはいえ、こっちから降伏を勧めるのもな」

「そもそも受け入れる余地がありません」

「そういうことだ」

　また来た。俺は炎の矢を飛ばした。どれくらい殺したのか数えてないが先任軍曹がやってくれているだろう。

「それにしても降伏すればいいのだろうが、敵はそうしてこない。どういう理屈か。あるいは理屈でないのか」

「指揮系統が壊れていると思われます。敵司令部は兵を制御できていません」

「もう、か？　もう一戦くらいはまともに応対できると思っていたが……まあいいさ。必要以上に敵の事情を心配しても仕方ない。この調子だとばらばらに走って迂う回かいする連中がでそうだ。伍長あたりを先々の街へ派遣してくれ。落ち武者が来ると連絡するように」

「はい。最終的解決はそちらでやりましょう」

「そうだな」

　先任軍曹のいう最終的解決とは、各街や村が民兵を仕立てて落ち武者狩りをすることを意味する。行きがけに略奪していったような連中だ。さぞ凄惨な逆襲にあうに違いない。

　それにしても一方的な戦いは眠気を誘う。適当に切り上げて明日にするか。

「大尉、組織的な足音が聞こえます。おそらく獣人です。数は二〇〇ほど」

「ベルベフ少尉かな。礼を言うためではないだろうな」

「どうなさいますか。例の王族が復ふく讐しゆうに来ていると厄介ですが」

「やべえ、掃討楽しくて魔力結構使ってるわ」

「それでしたら逃げますか。敵は馬に追いつくほどでもないと思いますが」

「そうするか」

　事前の想定通り、王族無視して戦闘忌避しよう。

　遺憾ながら楽しい掃討は一旦中断だ。勝っている最中に戦いをやめて逃げる俺は偉い。だいたいは戦いをやめられなくて戦死する。

　俺たちは馬を走らせた。獣人の身体能力は優れるが、それはあくまで短距離、短時間に限られる。長距離走になると実はただの人間の方が早かったりする。人間は汗腺が発達していて運動によって体温を管理維持できるからと聞いたことがある。一方獣人はその機構を持たない。

　実は馬も人間ほど長距離は走れないのだが、こちらは替え馬を連れてきている。つまり、俺の勝ちだ。

　それでまっすぐ、走って逃げた。街道の上なら夜間、明かりなしでも走って逃げても大丈夫だ。起伏に足をとられることがない。

　勝ったと笑っていたら背後から特大の[image: ]熱の槍フレイムランスが飛んで来た。慌てて避よける。爆発。俺たちは明るく照らされる、浮かび上がった俺たちを目指し、二発三発と[image: ]熱の槍が飛んできた。

　感情的だな。策というものがない。

　そもそもこの距離では当てるのが難しい。爆発に巻き込んで倒そうという算段だろうが、目算外れてしまっている。距離が長いほどまっすぐ飛ばせないものだ。僅かな角度のずれが距離によって大きな着弾位置のずれになる。

　攻撃の癖からいって、あのお姉さんに違いない。手を潰して歯を折ったくらいじゃ駄目だったか。

「王族というのは大した魔力量ですな」

「魔力だけはな」

　とはいえ、エメラルドよりはありそうだけど、俺と比べてそこまで多いとも言えない気がする。妹たちはどうかなあ。まあどっちにしても戦争には出さないけどね。気が気じゃなくなるから。

　戦争は軍人がやるもんだ。落ち武者狩りに民兵を動員する俺がいうのもなんだけど、心からそう思っている。

「しかしまあ、射程に入りそうだから撃つというのは非合理極まりない。敵には戦争して欲しいもんだな」

「今のこれは戦争ではないということでしょうか」

「当然だ。これは癇かん癪しやくを起こした王族から逃げているだけだ。エメラルドの癇癪なら許せるが、あれは駄目だ」

「私にではなく、本人に言うべきですな」

「ばっか、エメラルドに言ったら癇かんし癪やく起こされるに決まっている」

「見解の相違かと」

　寸劇をする間に敵の魔法が飛んでこなくなった。距離が離れていく。諦めたか。

　俺は馬の速度を落として歩かせた。歩くといっても人間のそれよりは早い。

「大尉、戦果の方ですが、推定一五〇〇〇を倒しました。累計の敵損害は二五〇〇〇以上です」

「もう少し積み上げたかったな」

「そうもいかないでしょう。敵とてバカではありません。街道沿いに動くことに危機感を覚えてあえて別の道を選んだ部隊もいるはずです」

「賢明な判断だと思うが、先任軍曹、どう評価する」

「街道を使わないということは相当の速度低下を招きます。敵は食糧不足ですから、その速度低下を看過できません。結局は街道を使わざるを得ないでしょう。仮に、それでも街道を使わない場合、地図が全軍に配備されていることもないでしょうし、街道に行き当たらない限り集落にたどり着くのは難しいかと」

「そうだな」

　この辺りは土地は広いが灌かん漑がい、治水が進んでおらず、まばらにしか人が住んでいない。

　それで、街道にて敵を待つことにした。馬を使える部下を集めた即席の騎兵隊を集めて、寝る。俺がいないと妹たちの生活が困窮することもあるかもしれないが、ないか。エメラルドや妹たちには生活のために遠慮なく魔法使えって言ってるしな。

　眠っていたら、身体からだを揺らされた。

「大尉、獣人の足音です」

「うは。また連中か」

　よし逃げようで逃げた。敵というかベルベフ少尉は遠慮してくれているらしく、こっちが足音に気づくように気を使ってくれている。ありがたい話といって良いのか。それともこれは罠わなか。

　何も言わずに平伏していたベルベフ少尉を思い出す。罠を仕掛けるような人物とは思えない。約束を破る獣人でもないだろう。

　つまりはあれか。無理やり働かされているか、欠くことのできない義理があるということか。

　それにしても眠い。馬の背で寝るような芸当をする羽目になった。一瞬気を失うように寝るわけだが、これがまあまあ気力を回復する。体力は回復しないけど。

　幸いなのは馬がいたことだ。馬は人間よりはるかに睡眠時間が短く、一日に二時間も寝ていれば十分だ。おかげでベルベフ少尉とあのお姉さんの追撃に対応できている。

　朝が来る。地平線ぎりぎり、見えるかどうかのところにベルベフ少尉たちの姿が見える。

　またも[image: ]熱の槍フレイムランスが飛んできた。距離がありすぎて着弾に時間がかかり、回避は簡単にできた。

「どうされますか、大尉」

「悩ましいところだな。動きを見る限り、お姉さんは味方の救護もなにもせずにただただ、こっちを追いかけているようだ」

「はい。私から見てもそう思えます」

「軍としてそれで良いのか。なんというか面倒くさい話だ。いっそ倒すか」

「それについてですが、ベルベフ少尉の動きが少々怪しく思えます」

「ああうん。それは分かっている。先任軍曹はどう思う？　ニクニッスの姫に東方諸国の兵が義理立てする何かがあるとも思えないが。それとも脅されているのか」

「現時点ではなんとも。脅されているようにも思えます。その場合ですと、まるごと焼くのはいかがなものかと思います」

「そうだな。まったくだ。ましてこっちに配慮してくれている」

　面倒なことこの上ない。さらにいうと、昨日頑張りすぎた上にほとんど寝てないこともあって魔力は十分と言い難がたい。

「仕方ない。休むためにも一度遠くに離れよう」

「はい」

　それで馬を走らせた。人間はともかく、馬の食い物が危ない。大食漢なので食料が不足してしまう。一度拠点に帰りたいが追跡されて襲われるのも面倒くさい。

　街道を進んで走るうちに、略奪のあとも生々しい集落を見つけた。駅を兼ねた宿場町だったんだろう。道に沿って数十の建物があった。

　馬の速度を落として見回る。住民の死体が野ざらしだ。数は二〇かそこら、女や子供もいる。埋葬する暇もなく、身み許もとが分かりそうな品物を集めて記録だけつけて俺が魔法で火葬する。

　蛮行もいいところの敵の手口に腹を立てる。

「思えば昨日の掃討は生ぬるかったな。先任軍曹」

「どうもそのようで」

　ここで敵が休むというのも面白くない話だ。井戸を[image: ]熱の槍で潰して、自分たちが休む場所を探し、街道を一度外れて移動することにした。昼まで移動して、ちょっとした湿原を見つけて大休止する。人間と比べてはるかに重い馬で進むのは危ない。足をとられて怪け我がでもしたら、見捨てるしかなくなってしまう。

　冬の湿原はもやが出て寒い。しかし、このもやが俺たちを隠してくれるのはいいことだ。

　幸い、枯草も多い。腹の足しにと馬に食わせる。これだけでは当然足りない、というか、時間がかかりすぎる。野生の馬は一日の大部分を食事に費やしているのだが、軍馬でそれをやると軍役に使う時間がなくなってしまう。

　このため、馬に食べさせる飼料は穀物を混ぜたりして、栄養を高めてあった。

「交代で寝るとしようか。先任軍曹」

「承知いたしました」

「寒いといけないと思うので石を温めたものを支給する」

「魔力は大丈夫ですか」

「兵が凍えて死ぬよりはいい。なに、僅かな量だ」

　それで下ろした鞍くらを枕に寝た。ぐっすり寝た。

　寝ている間に故郷の夢を見た。内容は覚えていない。いい話だ。内容を覚えていてうっかり帰りたくなっても困ってしまう。

　寝すぎて頭が痛くなるかどうかくらいのところで起こしてもらう。太陽の位置を見たら、朝になっていた。休み過ぎだな。

「先任軍曹、状況はどうだ」

「十分に休養を取れました。馬の調子も悪くありません」

「ベルベフ少尉はどうだ」

「追ってきていません。というよりも、追いつづけようにも食料がないのでしょう。さしあたって追跡するためにも食料を探しているのではないかと」

「まあ、そうなるよな」

　以前山岳師団の残した草を食べたことを思い出した。あの草は良かった。というよりも、いい加減保存食以外を食べたい。せめて塩抜きした塩漬け肉を食べたい。

　先任軍曹を見ると同じことを思っていたらしく、苦笑していた。

「今日はどうされますか」

「敗残兵が山賊化するのも面白くないからもう少し組織的な部隊を中心に削りたいところなんだよな」

　構想を話して意見を求める。先任軍曹は頷うなずいた。

「そうですな。我々にとってはさほどの脅威でなくても、小さな町や村では小隊程度の戦力でも十分脅威です。まして中隊でなら。集落が全滅してしまいます」

「そうだよなあ」

　ここで問題になるのがベルベフ少尉と例のお姉さんだ。あいつらが邪魔してくると商売があがったりになる。

　いっそ殺すか。いや、よくない。発想が犯罪者だ。軍人は軍人らしく考えよう。

「連中が俺を追うとすれば、まあ街道上だよな」

「はい。土地勘がない以上、ニクニッスの王女も敵も街道上にいると思います」

「対してこっちは掃討とまではいかないまでも治安のために敵をより減らす必要がある。そのためには街道上で活動する必要がある。戦闘は避けられない。あのお姉さんの思惑に乗るのは面白くないが、仕方ないか」

「そう考えると、大尉の相手に王族をあてるという敵の作戦構想は間違っていないように思います」

「結果的にはな。ただ、最初からそうしようと思っていたかは分からないなあ」

　実際、最初は王族抜きで戦闘を行っていた。投入されたのは敗走がはじまってからだ。やるなら最初にすればいいのにそうではなかった。俺にあてる、というのは結果がそうなったってだけだろう。

　まあいい。問題はそれではない。問題の本質はベルベフ少尉だ。

　ベルベフ少尉が義理で動いているのならいい。名誉の戦死をするだけだ。強要されて戦っている時が問題だな。あの中佐を助けといてベルベフ少尉を助けないというのは、なんとも不格好だ。

「よし、当たってから考えよう。魔力も回復したし、忌避をやめて街道で残敵漸減を開始する」

　お姉さんの腹いせに部下を殺されてはかなわないので先任軍曹だけをつれていくことにした。他の部下は一度エメラルドたちの所へ戻す。合流地点を決めて元気な馬を持ってきてもらうことにした。馬が多いと便利だな。こういう使い方は軍でも中々できない。馬は常に不足するものだからだ。

　前日立ち寄った宿場町に行く、夜通し歩き続けたのか、ニクニッスの制服を着ている兵士たちがいた。士官の姿もなく、空き家に勝手に入って夜を過ごしていたようだ。虚うつろな目をしているのは空腹によるものか、なんなのか。

　まあ、焼くんだけどね。炎の矢を出して順に倒して行った。動きが鈍く、手応えがない。

「敵は完全に敗残兵といった感じですな」

　先任軍曹は馬を走らせながら言った。

「そうだな」

　頷うなずいた瞬間に家屋が吹き飛んだ。火の球の爆発だ。見事な奇襲。飛んでくる破片を炎の矢一〇〇本で消すので精一杯だった。いくつかの破片が身体からだに当たる。衝撃で意識が飛びそうになる。

　破壊された家屋の奥から勢いよく例のお姉さんが疾走してくるのが見えた。異様に早いのは足を踏み出すときに火属性魔法で爆発をさせているからか。厚底靴ならそういう芸当もありなのか？

「虎、死ねぇ!!!!」

　突っ込んで来る意味が分からない。お姉さんは近づきながら地を這はうように爆発を発生させた。衝撃波が土煙を巻き上げる。

　一瞬視界を奪われる。

　意味がわからないでは済まされない。これは強敵だ。

　前に戦ったときよりは学習しているということか。

　俺は馬の本能に任せて走らせた。視界が回復するまで目をつぶる。耳と肌感覚が頼りだ。炎の矢が飛んでくる気配。

　[image: ]熱の槍フレイムランスを地面に突っ込ませて土煙で炎の矢を打ち消す。もったいない使い方だが、致し方ない。目で追って個別に相殺するには視界が悪すぎる、というよりもまだ目が回復していない。

　下げていた水筒を取り出して顔に掛ける。袖で拭う。視界の端に炎の矢数百、こちらも炎の矢を出して迎撃する。

「少しは現代的な戦い方してるじゃないか」

「虎は死ねぇ!!」

　骨が砕けた腕には丁寧に包帯を巻いてある。その腕の先から、お姉さんは炎の剣を出現させていた。切り込んでくる。炎の矢で撃つが炎の剣で薙なぎ払はらわれた。炎の矢より強い、[image: ]熱の槍ならどうか。いや、接近し過ぎて駄目か。

　面白い魔法ではある。生き残ったら炎の剣の術式を自作してみたい。

「先任軍曹、馬を任せる！」

　そう言って飛び降りた。馬より小回りの効く徒歩の方が回避しやすい。

　洋刃を抜いて炎の剣を切ったが実体がない。すり抜けた。洋刃で受けるのは無理だな。剣を溶かすほどの熱がないのは幸いか。

　それにしても、奇襲からの攻撃に俺もしらないような火属性魔法がいくつか。おれがやった土を使った目潰しも学習してやってきた。

　前回の戦闘では相当俺を舐なめていたらしい。それが、一度の敗戦で学んだか。中々やる。

「最初からこんな感じで攻めてくれば良かったのに」

「強がりを！」

　視界の外から飛んでくる炎の矢を炎の矢で相殺しながら、洋刃で下段を狙う。目から離れているところのほうが見えにくく、白兵戦では下段打ちが多用される。もっとも、攻撃側が冷静さを保っていた時限定だが。冷静さを失うとつい上段からの攻めになってしまう。

　下段に撃ち込み、脚を斬ったと思ったが躱かわされた、攻守交代して今度はこっちが避よける番になった。

「先輩を返せ！　私の未来を返せ！」

「お前が蹂じゆ躙うりんしてきた人間相手にそんなこと言えるのかよ!!」

　何度も襲いかかる炎の剣を体術で躱す。エメラルドの癇かん癪しやくに慣れている俺には怖くない。問題は反撃だ。炎の矢を迂う回かいしながら変則軌道で向かわせるがことごとく炎の矢で相殺されている。

　炎の矢の熱量であっという間に建物が壊れ、あるいは燃え始めた。瓦が礫れきの山で戦うことになる。

　本気を出したお姉さんは強い。これなら俺を狩るために出てきたというのも納得だ。

……だが、冷静さを欠いている。

「虎め……虎めぇ!!」

　数分でお姉さんは肩で息をしはじめた。攻撃の手どころか足も止まる。

「これで。逆転っ」

　俺は洋刃で切りかかった。お姉さんは足裏を爆発させて離れた。なるほどこれなら体力に依存しない。面白い。

　俺は炎の矢を一〇〇〇本出してみた。速度は遅いが全弾追尾だ。撃った。お姉さんは叫びながら足裏を連続爆発させ回避。追いすがる炎の矢を炎の剣で切りながら自身も炎の矢を出して相殺している。

　いい反応だ。でも。

　俺の撃った炎の矢の中から俺は飛び出した。洋刃を振るう。殺したと思ったが腕で受けられた。怪け我がした方の腕だ。添え木がついていたせいか切断には至らなかった。血を流しているが骨まで達していない。

[image: ]

　お姉さんは叫びながらでたらめに炎の矢を撃ってくる。今度は敵の番ってか。

　離れながら炎の矢を炎の矢で相殺していく、でたらめに撃ってくる関係で相殺しにくい。なるほど、非効率にも意味はあるな。今度真ま似ねしよう。

　距離が離れた。お姉さんは瓦が礫れきに足を取られて片膝をついた。疲労かもしれない。

「侵略しに来て返り討ちにあう気分はどうだ」

「虎は殺す……虎は殺す！」

　炎の矢を出しながら突撃したら、お姉さんは瓦礫を真下に撃った[image: ]熱の槍フレイムランスで吹き飛ばした。向こうも学んでいる。

　飛散する瓦礫をよけて身を離したら、さらに距離が開いた。お姉さんはいつの間にかベルベフ少尉に背負われている。

「覚えておきなさい。次は、次は必ず殺す！　絶対に！」

　お姉さんが叫ぶ中、ベルベフ少尉は俺に会釈した。そして走り去った。全力で走って遠くなる姿を見る。彼の部下も分散して隠れていたようだ。一緒になって走っていく。

「逃げられたな。先任軍曹。どう思う？」

　俺が乗り捨てた馬を連れて先任軍曹はやってきた。手綱を引いて俺に渡す。

「ベルベフ少尉の部下と話をすることができました。どうやら無理やり働かされているようです。国ごと焼くぞと言われたと」

「それはどうなんだ」

「大国らしい横暴ですな」

「……いや、そっちじゃなくてな。俺が戦っているときに敵と世間話をするのはどうなんだ」

「大尉はそういうことを気になさらないと思いましたが」

「気にしないけど、なんかもやっとする」

「大変ですな」

　俺は先任軍曹の表情を確認した。駄目だこいつ、完全に平常運転だ。俺、意外に苦戦したんだけど。

　とはいえ、そんなことを部下にいうのも士官としては失格だ。士官たるもの常に涼やかであれ。

「まあいい。ということは、ベルベフ少尉も助けないといけないな」

「殺されても文句は言わないと言っておりましたが」

「まあ、少尉の立場ではそうなんだろうが。中佐が生きていることは教えたか？」

「教えておりません」

「次会うときは教えてやるか」

「それがよろしいでしょう」

「うん」

　さあて、またも魔力を結構使ってしまった。これでは残敵漸減がはかどらない。

　俺の表情から察したか、先任軍曹は口を開いた。

「拠点で休まれますか」

「つけられると事だ、やめておこう。無理やり働かされているとはいえ、ベルベフ少尉たちも仕事だろうからな」

「はっ」

　忌いま々いましいほど完璧な敬礼を見せて先任軍曹は少し微笑ほほえんだ。

「エメラルド姫とじゃれあっておられるときの方が緊張感がありましたな」

「見解の相違だ。先任軍曹。さっきの戦いのほうが疲れた」

「確かにあまり楽しそうには見えませんでした」

「エメラルドと喧けん嘩かしているのだって楽しいわけじゃないからな!?」

「そう、エメラルド姫に言うべきです」

「言って癇かん癪しやくが減ると思うか」

「減らないとは思いますが、喜びはするかと」

　マジか。エメラルドは癇癪起こすのに喜びを覚えるのか。

　いやいや。怖いんですけど。それとも違う意味かな。うーむ分からん。エメラルドとは付き合い長いはずなのにさっぱり考えが読めない。一生わからないかも。ステファンの考えなら手に取るように分かるんだけどなあ。

　まあ、気を取り直して戦争しよう。エメラルドのことを考えると戦争なんて割とどうでもよくなりそうでいけない。今は非常時。戦争は大事。





◯マクアディ被害者の会～メディア（２）～







　低い丘の陰は、拠点になっていた。人数には不釣り合いな数の馬車が並んでいる。そのすべてが敵軍から奪ったものだ。お兄様は、庶民から奪ったもの、ルースやリアンから奪ったものは一つもないと胸を張っていた。

　そのお兄様が、帰ってこない。

　それだけで、ひどく不安な気分になる。こちらには、たくさんの兵士や下士官、大叔父様もいるというのに。

　ラディアも同じようだ。前にお兄様に撫なでられた頭に手をやって考えている様子。

「お兄様は何な故ぜ私たちを戦場に出さないのでしょうか」

　そんなことを言っている。

「お兄様の認識では、私たちは家族だと言っていたでしょう？　魔力量に関わらず、家族は戦場に出したがらないものよ」

　私が良くできた妹に何かを言い含めるなんて、面白い。はじめてかもしれない。

　そう、そうなのだ。お兄様は私を家族として扱っている。それが嬉うれしい。

　だからお兄様、早く帰ってきてください。

　祈っていたら、同じように指が白くなるほど力を入れて組んでいるエメラルド姫を見かけた。彼女もお兄様の無事を祈っている。

　腹立たしい気分になった。なんで裏切り者がお兄様の横にいるのか、そう考えるだけで腹が立つ。ルースの草木の一本までも、ルースの王族のものだというのに。味方の顔をしているが、この人も侵略者だ。私たちに残された最後の希望まで奪おうとしている。

　そう考えたら、どういう手段をとってもお兄様を手元に置きたいと思ってしまった。

　罪深い話だ。数日前には家族でいいではないかと思っていたのに、もう別の事を考えている。王族の支配欲？　たぶん違う。もっと、愚かしい感情。

「大尉が大勝利をあげられました」

　伝令がそう報告してきた。四万以上の兵を一五〇の軍で一蹴して現在は残敵掃討に移っているという。

　無事だったんだ。戦果を上げていることよりもそれが嬉しいのが、私の愚かさに思えた。でもこの愚かさは、心地よい。

　お兄様が私だけを見てくれたら、どんなに嬉しいだろうか。そんなことを考えてしまった。

「王子、さすがだのう」

　大叔父様である軍務卿けいが、そうおっしゃっている。お兄様が褒められているのは嬉しいので、私は大叔父様の元へ向かった。

「お兄様は凄すごいのですね」

「もちろんじゃ、他のどんな軍人もできなかったことを何度もやってのけておる」

「もっと褒めてください」

「んー？」

「もう、ないのですか？」

「いや、そういうことはないが、メディアよ、どうしたのだ」

　不思議そうに見られるので、私は首を傾かしげた。

「ルースの英雄の事を聞くことは、そんなにおかしいことでしょうか」

「いや、おかしくはない。そうか。そうだな」

　大叔父様は微笑ほほえんだ。

「まあ、良い。悪いことではない。それよりも頬ほおを冷やした方が良い」

「頬、ですか」

　自分で自分の頬に触れてびっくりした。

　顔から火属性魔法とはこのことだろう。私は、手の平で頬を冷やした。

「しかし、大変ではあるぞ」

「何がですか」

「エメラルド姫が……まあよいか」

　大叔父様は鷹おう揚ように笑いました。

「まだ若いのだ。色々やるのがよかろうよ」





◯マクアディ被害者の会～エメラルド～







　私はエメラルド。マクアディ被害者の会、筆頭。八歳で出会ってずっと、マクアディ・ソンフラン最大の被害者。加害者としても最大かもしれないけれど。要するに、ずっと前から特別な関係だったと言っても過言ではないでしょう。たぶん。

「大尉が大勝利をあげられました」

　伝令がそう報告してきた。四万以上の兵を一五〇の軍で一蹴して現在は残敵掃討に移っているという。

「そんなことはどうでもいいから、マクアは無事なの？」

「へ？　ああ、はい。ご無事です。替え馬が欲しいと」

「そう」

　良かった。もうっ、晩御飯までに帰ってくるように言ったのに帰ってこないなんて。あれ、言ったかしら。最近駄目ね、あいつの顔を見ていると頭がぼうっと、なってしまうんだもの。あいつには絶対言わないけど。

　まあでも、来て良かった。マクア、私のことが大好きよね。うん。それだったらそれでいいの。他はどうでもいい。

「マクア可愛かわいそう」

　私の気分に水を差したのはステファンだった。ため息までついている。

「何がよ、ステファン」

「え、だって大勝利したんですよ？」

「それが？」

「喜んでやってもいいんじゃない？　友とも達だちとして」

「そう？」

　さっきの兵士もそうだったけど、大勝利ってそんなに意味あるかしら。マクアが無事なことが一番だと思うけど。

　不思議そうにしていたら、ステファンがため息をついた。

「マクアにはそういう態度を取らない方がいいと思いますよ。嘘うそでもいいから喜んであげましょうよ」

「あいつはそんなこと気にしないわよ」

　えーという返事が返ってくるが、私にはどんな勝利もあまり意味があるようには思えない。マクアの無事が一番大事。決まっているでしょう。

「じい、いる？」

「はは、ここにおりますぞ？」

　私は守役のムデンを呼んだ。すでに馬の手綱をいくつか持っていた。

「マクアに馬を」

「はは。すぐにでも」

「早く帰ってくるように伝えて？」

「承知いたしました」

　まったく、どこをほっつき歩いているのかしら。














〇馬の補給







　魔力回復ついでに、馬を受け取るために部下との合流地点へ向かった。

　こういう時、貴族というか士官は不意に暇になる。魔力が回復するまで戦力にならない。大昔の帝国時代からそうだった。当時の壁画でも魔力切れで戦いを傍観することになった将軍が描かれていたりする。

　これをどうにかしようと大昔から色々やられているが、成功したためしはない。

　一応、いい線いっている研究もありはする。例えば血だ。

　魔力は血の中に含まれる成分だ。単離することはできていないが、血の中には比較的長く存在できるらしいことまでは分かっている。このため輸血で魔力を回復できないかという考えがかつて存在したが、どうも魔力には型のようなものがあって、違う型を輸血すると、拒絶反応が起きて死ぬ。ひょっとしたら魔力ではなくて血に型があるのかもしれないが、今のところはその区別ができていない。一〇〇年後には魔力の単離や種類の分析ができているのかなあ。

　合流地点へ行くとムデンさんがいた。空馬を六頭つれている。

「あ、ムデンさんだ」

「これはこれは、マクアディ様」

　もう老境と言ってもいいような人なのだが、背筋は伸びて恭しく礼をする。俺の剣の師匠なのに、態度はいつだってこんな感じだ。

「最近姿を見ませんでしたが、どうしたんですか」

「聞いておられませんでしたか？　リアンにいる商会と交渉しておりましたぞ」

「そうだったんですか。それはすみませんでした。実はあの後、あんまり食料を集められていなくて」

「ほほほ。そういうこともあるかと思って、ヘドンの街で溜ため込んでいた連合軍の食料を奪い、住民に配った上で残りをリアンに売っておきました。お金の方は金貨が増えすぎても何でしょうから少額手形に分けて振り出してもらっております」

　手形というのは支払い証書だ。これを持っていくとお金に換えることができる。リアンは手形社会でかさばる金貨に代わって手形が普段の生活でも使われている。

　金額を聞いたら、びっくりするような額だった。ヘドンにどれだけの補給物資があったというのか。

「何から何までありがとうございます」

「いえいえ。姫様が立場を捨てて向かわれたお相手ですからな」

「いえ、あいつは友情のためにきたんであって……」

「そんなわけないでしょう」

　後ろから刺客というか先任軍曹が突っ込みを入れてきた。

「大尉、逃げてはいけません」

「逃げるって何からだよ」

「エメラルド姫の好意からです」

「いや、好意は好意だろうけど」

　俺はムデンさんを見た。ムデンさんは優しい顔で俺を見ている。

「うちの姫様ではお嫌ですかな」

「嫌なわけ……ないです」

　時々癇かん癪しやく起こされて死にかけるけど。

　ムデンさんと先任軍曹は、その言葉こそ聞きたかったという感じのまろやかな顔をして満足気に頷うなずいている。

「よし、あとは戦いに勝ってエメラルド姫にその顔を見せるだけです。大尉」

　先任軍曹は実に満足そうな顔でそう言った。

「なんで話をまとめるんだよ」

「そう言われましても、あのニクニッスの王女を倒さねば話は進みますまい」

「……そうだけど」

　若干のもやもやを抱えて俺は出発することにした。先任軍曹の実にいい笑顔でさらにもやもやする。

　ムデンさんは用心のためにエメラルドの護衛について貰もらった。

　すると先任軍曹が、さらににこやかに笑う。だからその顔がもやもやするんだよ。

　俺の気持ちそっちのけで、先任軍曹は笑顔のまま尋ねてきた。

「魔力の方はいかがですか」

「少しは回復したかな」

「どうされますか？」

「そりゃあ、ベルベフ少尉の救出だ。次に残敵漸減だな」

「あの王女はどうされるんですか」

「ベルベフ少尉を助ける過程でどうしても抗争することになるな」

　そう言ったら、先任軍曹は笑顔の向きを変えた。朗らかな笑顔というよりも、苦笑しているという感じだ。

「仰おつしやることは分かりますが、王女をまず倒すにならないあたりが、大尉らしいと思いました」

「俺らしいってなんだよ」

「殺さつ戮りくを第一にされないところです」

「殺さつ戮りくを第一にしてたら殺人者じゃないか。俺は軍人だからな。個人としては侵略者がどれだけ死んでもざまあみろだが。そもそも、軍人たるもの合理的であれ、そう教えたのは先任軍曹だろう」

「はい。ですが、建前をそのまま実践され続ける大尉は、大変まぶしく思えます」

　建前だったのかと白目を剥むきそうになったが、気にしないことにした。殺戮を第一にはしてないが、それをやってるかどうかと言えばやっている。単に優先順位の違いでしかない。侵略者を生かしたほうが結果として民衆を救えるというのなら、そうしているだけだ。

「まぶしいもんか。それはさておきあのお姉さんについてだが、ベルベフ少尉と一緒にいてベルベフ少尉を脅している上に俺の邪魔までするからどうにかしないといけない。目的ではないが課題ではある」

「どう課題を達成されるおつもりでしょう」

　先任軍曹の質問に、俺は少し考えた。

　部下を前に強がってはいるが、実際のところ、お姉さんの魔力量は俺と同じかそれ以上だろう。古臭い術式も使うが、俺の知らないような未知の術式もある。さらにいうと近接戦では分が悪いのは前の戦いで分かった。更に言うと奇襲も警戒しないといけない。今回は運良く生き残ったが次はどうかは分からない。

　それでも、勝つ。劣勢といえばいつもの話だ。幸い相手は軍服を着ているが軍人じゃない。下士官、兵と士官の士官たる創造的な力で勝つ。あいつくらいで俺の国を取り戻すことをやめるわけにはいかない。

　俺は条件を整理した。

「俺が出れば出てくるから、探さなくてもいいのは助かる。が、奇襲されるのは困る。先の戦いは場所が悪かった。おかげで奇襲を受けた。まずはそこから改善しよう」

「見晴らしの良い場所ですな。それと何人か兵を使いたく。偵察力を上げたいと思います」

「そのようにしよう」

「奇襲は防ぐとして、ベルベフ少尉をどう救出されるのですか？」

「血の中の魔力じゃないんだ。少尉と王女を分離させることはできると思う」

「分離」

「そう。二人を分離すればあとはいいようにできるだろ。逃げるにせよ、戦うにせよ。正直、ベルベフ少尉やその部下の獣人たちが手を貸さなければあのお姉さんは俺たちを追跡することも食事を取ることも難しいと思う」

「それは確かにそうですな。なるほど。その推論、並の士官であれば、ベルベフ少尉たちを殺害することを考えると思いますが」

　そちらの方がずっと楽ですと先任軍曹は言った。なんだ、幼年学校の試験かなにかのつもりか？

「救出相手を殺してどうする。中佐を助けてるんだからベルベフ少尉も助けないと帳尻があわないだろ。あと中佐だけを助けたと知るとエメラルドが悲しみそうだ」

「そうでしょうか。エメラルド姫は第一に大尉の無事こそを重要視すると思いますが」

　俺は癇かん癪しやくを起こしたエメラルドを思い出したが、なんの反論もしなかった。それはそれ、これはこれで俺を心配しているという点は嘘うそじゃない。たぶん。

「まあそれはいい。とにかく分離を方針とする」

「は。具体的に、どう分離するのかですな」

「ベルベフ少尉は元々下士官だったそうだ。ところで我が国において伍長は草の生える音を聞き分けるが、東方ではどうだろうな」

「下士官はどこの国でも下士官であります」

「俺もそうだと思う。神は貴族に魔法をお与えになったが、戦争には下士官をお与えになった」

　戦争という仕組み、軍事技術、それらを実際に動かす人材、これらはどの国にも存在する。下士官はその際たるものだ。宗教国家だろうが獣人の国家だろうが、下士官のいない国はない。魔法がなくても軍隊は動かせるが下士官のいない軍隊は動かせない。

「だからそこに期待しようと思ってな」

「分のいい賭けです。それで行きましょう」

　俺たちは馬首を街道に向けた。





◯マクアディ被害者の会（８）







　虎は卑劣で狡こう猾かつだった。私との戦いを忌避し、逃げ回る。

　王家の血を引きながら、戦いの作法すら知らないようだった。

　逃げる。逃げてしまう。

　先輩の仇かたきも取れず、本国で負け犬扱いされ、格落ちとか言われてどこかの貴族の妻にされる。

　ふざけるなっ。

　そんなこと許さない。許されない。虎は殺す。絶対に。

「少尉、早く虎を見つけなさい」

「探しておりやす」

「夕方までに見つけることができなければ、部下を殺すわ。これは脅しではない」

　耳を伏せていた少尉の耳が立った。耳の向く方に目を向ける。

「来たのね」

「なぜ来たんでしょうな」

　少尉の言葉を私は無視した。殺してやる。今度こそ。

　馬。二頭。間違いない。虎だ。虎が来た。あはは。

　私は待ちきれずに[image: ]熱の槍フレイムランスを放った。平行に四発。避よけられないと思うけどどうかしら。

　面白くない。

　虎は[image: ]熱の槍を一本飛ばし、馬首を翻ひるがえした。正面の一本だけ相殺して終わりなんて、本当に戦いの作法を知らない。それでは卑劣で下劣な王家以外と同じじゃない。

　いいえ。先輩は違った。虎め、殺してやる。ただ殺すくらいで許してやるものか。

　四肢をもぎ、傷口を焼いて止血して、そう簡単に死ねぬようにしてやる。

　私は少尉に運べと言った。少尉は嫌々、私を抱えて走り出した。虎との距離が近づいてくる。

　遠くに見える虎は歯を見せて笑うと逃げ出した。馬なら逃げ切れると思っているのでしょう。でも。

　私は炎の矢と[image: ]熱の槍の間にある長い炎の矢を生成した。軍では効率が悪いと採用されなかった術式だが、こういうところでは役に立つ。炎の矢では相殺できず、[image: ]熱の槍よりずっと高速で誘導性能がある。

「虎は死ね！」

　撃ち出した長い矢は八。速度が早く、今度こそ命中すると思った。

　でも外れた。全部。全弾がわずかにそれて見当違いのところに着弾する。

「なんで、なんで当たらないのよ！　おかしいでしょ！」

「炎の矢で迎撃しています。先に当てて軌道を変えたようで」

「虎め、またも曲芸めいたことを！　曲芸師でも目指していれば許したものを！」

　虎は私にむけて舌を見せて挑発した。

　殺す、絶対に殺す。

　長い矢を生成。今度は一六本。

「ご注意ください。マクアディ大尉は魔法切れを狙っています」

　少尉の言葉を聞いて私は腹を立てた。

「ふざけるな！　そんな勝ち方が決闘で許されるか！」

　長い矢を飛ばした。うち四本は特に高速に仕上げた。これなら。

　しかし虎は[image: ]熱の槍フレイムランス二本でしのいだ。お得意の穴掘り。

　そのまま虎は走って逃げ出した。卑劣すぎる行為に、目の前が暗くなる気がした。いつの間にか日が暮れて周囲が暗くなっていたが、それとは関係なく。

　いや、冷静になろう。逃げたということは虎は魔力を使い果たしたはず。今なら、勝てる。

「追いなさい！」

「無理です」

「何な故ぜ！」

　獣人たちは荒い息で舌を見せている。私はそれで、歯は噛がみすることになった。

「虎め……殺してやる……殺してやる」

　私の言葉に獣人たちは反応できないでいる。返事すらできないのか。いや、冷静にならないと。

　冷静にならないと虎を逃す。先輩を殺したあいつだけは許せない。冷静になれ。虎は殺す。

　獣人の少尉の耳が小刻みに動いている。

「こちらの方へ馬が駆けてきます。二頭」

「虎ね、虎が戻ってきたのね」

　私は思わず笑ってしまった。このまま逃げられたら事だった。

「殺してやる」

「かなり消耗されており、治療も十分ではありません。降伏すべきでは」

「その言葉、一度は私の命を助けたので許しましょう。でも次はないわよ」

　獣人の少尉が頭かぶりを振ってうなだれた。

　私は無視して敵を見た。そうだ。いいことを思いついた。

「私の前に並びなさい。虎は親戚のつもりか獣人を可愛かわいがっている。裏をかくのよ」

「無駄です。大尉は敵に容赦しません。実際に見ておられるでしょう」

　私は獣人共を火葬してやろうと思ったが、私の耳にも聞こえるくらいの蹄ひづめの音が聞こえたのでやめた。

　渾こん身しんの力で火の球を生成、投げる。爆風で死ね。業ごう火かで死ね。高熱の空気を吸って肺を焼かれて死ね。

　この距離ならば必中。回避できても爆風で無事ではすまされない。

　目を凝らし、地上の太陽のように燃え盛る街道を見る。

　ああしまった。火力が強過ぎて死体が確認できない。

「死体の確認をてつだ」

「少尉、今だぞ」

「へい」

　次の瞬間、私は獣人たちに組み伏せられて目に覆いを被かぶせられて口に詰め物をされた。

　街道とは全然違う方向から、虎の声がする。

「協力に感謝する。少尉」

「いえ……」

　裏切られた！　裏切られた！　私はあまりの酷ひどさに狂乱に陥った。こんな横暴が許されようか。

「なんと言ってるんだ、少尉？」

「王女は裏切られたことに衝撃を受けているようです」

「裏切ってはいないだろう。少尉」

「そのつもりです。改めて、降伏いたします。マクアディ大尉」

「了解した。腹いっぱい食事したら、今度こそちゃんと帰国してくれよ」

「はい」

　少尉たちは跪ひざまずいて恭順の意を示した。

　なんでこうなるの。

　運命という言葉は好きではないが、結果としてこうなった事の積み重ねが運命と言うのなら、この運命はひどすぎる。

　私はただ……





◯答え合わせ







　時は少し戻る。

　神話の時代、神は貴族に魔法をお与えになったが、戦争には下士官をお与えになった。

　それは士官学校で最初に習う言葉だ。だいたいその後に、だから士官は常に下士官の言葉を尊重しろと言われる。下士官の正当性は貴族の正当性に匹敵するとまずは教わるわけだ。

　実際、どこの国、陣営にも下士官はいる。不思議とどこの国の下士官も、その仕事に差はない。

「ベルベフ少尉が下士官あがりで、今も心は下士官であるのなら、だ。先任軍曹」

「はい」

「下士官ならば士官が〝おいた〟をしすぎたときの対処も万国同じなんじゃないか」

「それに関しては下士官の秘儀故にお答えしかねますが、確かにありえると思います」

「どんな条件なら少尉は呑のむと思う？」

「そうですな。中佐の生存を知らせるのと、王女の助命あたりがあれば、まとまる気がします」

「俺もそう思う。後はどう伝えるかだな」

「少尉は獣人であります。耳が大変良いように思います」

「そうか。草の伸びる音を聞き分ける伍長の上司がそう言うのであればそうなんだろう。敵に近づきながら声でも掛けるか」

「承知いたしました。声がけについてはおまかせください」

「向こうからの返事はどうする？」

「空馬を出します。少尉が嘘うそを教えたら受諾したとしましょう」

「分かった。では向こうから返事があるまで付かず離れずでいくか」

「骨が折れそうですな」

「怒っているエメラルドほどじゃないよ。水属性の切断魔法は本当に見えないからな」

「なるほど大尉ともなると常在戦場を体現していらっしゃる」

「嫌いや味みか」

「心からの称賛であります」

　にこりともせずに先任軍曹はそんな事を言う。冗談かどうか分からない。それでまあ、放っておくことにした。

　戦闘に意識を切り替える。

　ベルベフ少尉がお姉さんを取り押さえるための隙を作る。これが中々面倒くさい。お姉さんは目がいいし、魔法の生成速度も早い。至近距離であってもベルベフ少尉が吹き飛ばされる可能性がある。

　そこでお姉さんの目を酷使させる。そのために取った手が火属性魔導師としては例外的とも言える長距離戦だ。お姉さんの高い殺意を利用して、最大射程を出たり入ったりする。表立っては魔力切れを狙っているように見えればいい。

　人間の集中力には限界があるし、俺がずっと近づいて来なければ自然、至近距離への警戒は緩くなるだろう。

　しかしまあ、仕方ないこととはいえ、なんともまどろっこしい。いつもなら、さっさと殺しているところだ。

　苦笑いしていたら[image: ]熱の槍フレイムランスが超長距離から飛んできた。一発目は火の球でくるかと思ったが、流石さすがに魔力を消費しすぎると思ったらしい。そこで[image: ]熱の槍。それも四本。面制圧のつもりなんだろうか。

　直撃しそうな一本だけを相殺する。敵は俺よりも[image: ]熱の槍三本分多く魔力を使ったことになる。この調子で相手により多く消費させていけば、そのうち魔力切れになる。この際魔力切れになってくれても勝つので、どっちでもいいという感じだ。

　まあ、思うのは易し。実行は大変だ。

　集中力に限度があるのは俺も同じ。でもやらないといけない。母国を蹂じゆ躙うりんする侵略者どもを追い払うため？　生き残りのため？　いいや、この一戦はそのどれでもない。ベルベフ少尉を殺さぬためと、強いて言えばエメラルドが悲しむかもしれないから、それだけ。

　それで命を賭けるってんだから戦争とは真に命の大廉売大セールだな。

　集中力を切らさないようにしながら、魔力量の不足も解決しなければならない。無む茶ちや言うぜ。

　続いてお姉さんは炎の矢と[image: ]熱の槍の中間みたいな珍妙な魔法を飛ばしてきた。明らかに生成時間が長いから、おそらくは旧式の魔法、術式なんだろう。

　現代の魔法で見られないのは使いにくいせいかな。炎の矢のいいところである低魔力消費や同時展開をなくし、[image: ]熱の槍が持つ威力を消しているんだから中々使い道が難しい。

　とはいえ、射程と速度はかなりある。人を殺すには十分な威力というところか。あるいは、王族同士の戦いを意識して存在する古代の術式というやつかも。

　俺は目を見開いた。軌道を予想し、一瞬で最小の魔力で対応する。

　選んだものは炎の矢、それを敵の魔法の先に当てて進路を狂わせる。

　右と左にお姉さんの珍妙な炎の矢が突き刺さって爆発する。迎撃成功。あの魔法には問題が多いな。威力が低いので格下の魔法である炎の矢で無力化しやすいのは大きな問題だ。

　お姉さんがなにか喚わめいているのは、この距離でも聞こえた。

　再度の珍妙魔法。今度は一六発。

　先程の魔法は伏線というか、先入観をもたせるための魔法だったんだろう。今度は速度が違った。

「ベルベフ少尉が受諾し、降伏を勧めました。頃合いです」

「はいはい」

　うちの専任軍曹の耳のよさもとんでもないな。

　それじゃちょっと本気でいかせて貰もらいますよっと。

　飛んでくる珍妙魔法は俺という点に収束するように飛んできている。

　[image: ]熱の槍フレイムランスを二本生成、一本目でぐるりと俺の身を守るように土をえぐって、もう一本を土中で爆発させて土を隆起させた。

　簡易版土の盾、なんてな。

　威力は既に確認している。実際予想からはずれぬ低威力で珍妙魔法は土の盾を貫通できなかった。何かに命中した瞬間に爆発するという性質のせいだ。特徴から炎の矢の親戚だと思ったが外れていなかった。

　いきなり現れた土壁に馬が驚いている。手綱を引いて落ち着かせて離れる。先任軍曹も見事についてきた。騎士の息子についてこれるんだから大したもんだ。

　お姉さんがでたらめに魔法を使ってきている。でたらめ故にどれが当たるか分かったもんじゃない。実はこういう魔法の方が怖い。一方でこうとも言える。お姉さんは集中力を切らした。

　俺たちは一度離れると空馬を敵に向かって走らせた。その様子を見守ることもなく回り込みを開始する。

　何食わぬ顔でついてくる先任軍曹を見て、俺は口を開いた。

「最小限の魔法しか使ってなくて地味に見えるけど結構高度なことしているからな？　相手に狙った魔法を使わせるのはそりゃ大変なんだ」

「わざわざ言わないでも存じております。はじめて見るような魔法にも適切に対処されておりますし」

「うん、そうなんだ。分かってくれて嬉うれしい」

　すると先任軍曹は俺の頭を撫なで回したい親おや父じのような顔をした。そのまま我慢したようだったが。

　空馬を走らせたあたりで大爆発が発生する。あがる爆炎で俺たちの姿も浮かび上がったが、お姉さんはそれに気づいていなかった。




　それで、勝った。

　結果、お姉さんは縄で縛られ目を覆われ、口にも詰め物をされている。

「口に詰め物しないでもいいんじゃない？」

「魔法は大丈夫なんで？」

　ベルベフ少尉が尋ねてきた。そうか、士官と言えどもベルベフ少尉は魔法が使えないんだった。当然、知識もそんなにない。

「大昔は術式を口述する呪文、または詠唱という技法があったんだけど、今はみんな身体からだに術式を描いて無詠唱で使ってるかな」

「はあ、そうだったんですな」

　ベルベフ少尉は雁がん字じ搦がらめになったお姉さんを見た後、苦笑した。もがもが動いている。

「まあでも、このままでもよろしいかと思います。自害をなさるかもしれませんし、口から汚い言葉が出て、また大尉のご機嫌を損なったら、えらいことになりますので」

「気を使わせてすまない。何分、侵略されている側は色々と繊細でな」

　俺がそう言うと、ベルベフ少尉は深く頭を下げた。

「東方三国は望んでこの戦いに出ているわけではありません」

「大丈夫だ。少尉。それについては俺もよく分かっているつもりだ」

　なにせ戦闘損耗を回避するために雪山登山するような連中だ。普通はもっと真ま面じ目めに戦争しようとか、そういう話になるはずだ。

　雪山登山隊はベルベフ少尉の部隊から食料を供出させるような連中だったが、結果としてここではベルベフ少尉たちの身の保全……東方三国の戦争に対する態度を示している。物事の善悪はそんなに簡単には決まらないということだ。

「そうだ。中佐は渡すよ」

　暴れていた雁字搦めが、急に動かなくなった。ベルベフ少尉が耳を立てて俺を見ている。

「お怪け我がの様子は」

「額を地面にすりつけてたから、ちょっと擦り切れているけど、傷も残らないと思う」

「それは本当に良かったです。どうやったら無事だったので？」

「予想の範囲内だったからな。ちゃんと魔法を解除した。すると思ってたんだよ」

「さすがで」

「先んじて降伏を宣言していたからな。戦闘行為を捕虜が邪魔する場合は交戦相手と同じく扱う規定があるにはあるが、微妙なところだったんで、助けることにした」

「ありがとうございます」

「いや、少尉が礼をいうようなことはない。中佐としてはどうしてもそこのお姉さんを助けたかったんだろう。その優しさを我が国の庶民に向けてくれよと思わなくもないが、まあ、いい。とにかくそういうことで無事だ」

「我々は再度大尉に降伏いたしやす」

「了承した。武装はそのままでいい。それで今後の身の振り方だが、中佐は一人で女性でもあり、元々はリアン国に預けようと思っていた」

「リアン国は再度裏切ったので？」

「そんな話は聞いてないなあ。まだ連合国なんじゃないか？　そもそもこっちに少尉たちが来た理由も、リアンから補給を得るためではないのか？」

「はい。それはそうなんですが、いいんですか、連合国に身柄を渡してしまって」

「未婚の女性を流石さすがに連れ回すわけにもいかんだろう。それで、少尉もなんであれば一緒にリアンに行ってもいいんじゃないか。俺の知らない事情でリアンに問題があるとかであれば、直接陸路で移動しても良い。まあ、大変かも知れないが馬車と食料、水は提供しよう。もちろん略奪などはなしで頼む」

　少尉は頷うなずいて口を開いた。大きな口だな。

「正直リアンの方が安心して寝れそうですな。おそらく落ち武者狩りが横行するでしょうし、それらと戦わずに移動するのは難しいと思います」

「そうか。そうだな。分かった。まあリアンとしても連合軍の一員として貢献したいだろうから、悪いことにはならないだろう。できれば船かなにかでまっすぐ東に帰ってほしいがね」

　少尉が頷いていたら、雁がん字じ搦がらめが激しく動き出した。お姉さんだ。

「詰め物取ってあげたら」

　それで少尉が、詰め物を取った。

「リアンは駄目よ。絶対に駄目。先輩が報復される！」

「中佐はリアン国になんら悪いことはしてないと思うが？」

　俺がそう言うとお姉さんは叫ぶように喋しやべりだした。

「リアンは王女を亡くしている。報復される！」

　ほんとかよ。

「王女、だれ？　アレキサンドライト姫？」

「違う、エメラルド」

　え。と思わず声が出てしまった。少し考える。ああ、そうか。そういうことか。そういうふうに処理しちゃったか。いや、それじゃエメラルドはリアンに戻れないじゃないか。

　エメラルドのここのところの言動を見て、どれだけあいつが無謀なことをしていたのかに思い至った。ああもうっあいつは。

「ワガママがすぎる」

「何の話？　それより先輩は本当に無事なんでしょうね」

　俺が言い返す前にベルベフ少尉がお姉さんの口に詰め物をしていた。たしかに面倒くさいとは思ったが、そこまでじゃない。

「えーと、俺がすぐ怒るからいけないと思うんだが、詰め物とってやって」

　そしてあらためてお姉さんに話しかけた。

「無事だ。あわせてやる。ベルベフ少尉の命に見合う価値ってやつだ」

「先輩に見合う命があるわけ無いでしょ！」

「そんなに大事なら戦争なんかに連れてこなければ良かったのに」

「虎に何がわかる！」

「詰め物しやす！」

「いやいいから。何を言っても分からないし伝わらないから戦争になっているんだろうからな。こちらとしては言うことを聞くまで殴り倒すまでさ。あ。このお姉さんのことじゃないよ。捕虜虐待はしない。戦争全体の話」

　お姉さんは自分の立場が分かってないのか先輩とやらについて語っている。中佐もこんな人に好かれて大変だなと思った。俺なら一分で逃げているわ。

「それでリアン行きの件だが、報復はないだろう」

「何な故ぜそんなことが分かる！」

　エメラルドが死んでないせいだよと思いつつ、口にはしない。

「俺がお姉さんを殺さないのと同じだよ。仮にお姉さんを殺したところで今後に良い影響があるかといえばあまりない。生かしていた方が利用価値があると思えばそうするだけの話だよ。それに、復ふく讐しゆうすると言っても、略奪や強ごう姦かんを見逃した程度を一々罰していたら、俺は中佐やベルベフ少尉も殺さないといけなくなる。とりあえず戦闘力がまだ残っていて殺して回らないといけない敵は多いんだ。そいつら全部殺してからまだ帳尻があってないようなら今度はそっちの国々を焼いて回る。そのあとでまだ腹が立っていたらお姉さんたちを殺しに行くわ。説明を理解した？」

　ベルベフ少尉が耳を伏せていたので、俺は笑顔になった。

「ベルベフ少尉、安心していい。君を焼き殺す前に多分交渉は成立するし、俺の気も少しは晴れるだろう。敵は我が国と戦う無意味さを理解するに違いない」

　すっかり雰囲気が暗くなってしまった。いかんな。お姉さんが変なことを言うのがいけない。

　俺は手を一度叩たたいて空気を入れ替えることにした。

「ということで早急に捕虜輸送の話をしつつ、残敵漸減する。保存食ばかりですまないが数日過ごしてもらおう」

　それで、拠点に一度帰った。エメラルドに一言文句を言わねば始まらない。

　お姉さんを中佐の馬車に放り込んで、ベルベフ少尉を監視につけた。これでよし。そのままエメラルドに文句をつけるために大股で歩いた。

　バカエメラルド、お前はなんでこんなに考えなしなんだ。そう言ったら絶対喧けん嘩かになるけど、言わずにはおられない。

「エメラルド」

「なあに？」

　エメラルドは笑顔で身軽に寄ってくる。それで、手を引いて岩陰に連れて行った。馬車の近くで大声を出すとお姉さんたちに聞こえてしまう。さらにいうと、エメラルドの生死について情報を知るとお姉さんや中佐は本国に戻れない可能性がある。

　よし。ここまでくれば大丈夫だろう。

　エメラルドに文句を言おうと振り返る。

　エメラルドは長い髪で顔やら耳が真っ赤であることを必死に隠そうとしていた。

「な、なに？」

　文句が出なかった。俺は膝から崩れ落ちた。いつもいつもワガママなのに、こういう時だけ何だよその態度。

「ええと」

「い、言いたいことがあれば言ってもいいわよ？　しょうがないから聞いてあげる」

　腕を組んでそっぽ向きながらそんな事を言う。相変わらず耳の先まで真っ赤だ。

　その横顔を見ていると、お前死んだことにされているぞとはとても言えず、なんだか俺の方が恥ずかしくなってしまった。

「捕虜が増えた。エメラルドのことを知っているかもしれないから、用心してくれ」

「別に気にしないでも」

「いや気にするべきだろ。いいかエメラルド」

「どうせ内閣がうまくやるわよ。今の内閣総取締役はかなり優秀なんだから。それより」

「それより？」

　言葉は続かなかった。エメラルドの顔が近い。いつもと同じ距離だけど近く感じる。

「それだけ？」

「それだけだけど!?」

　しまった声が上ずった。エメラルドが怪け訝げんな顔をした後、すぐに俺の弱点を見つけたような顔をした。

「ふうん？」

「何だよ」

「なんでも？」

「思ったことがあれば言えよ」

「そっちは言わないのに？」

　そう言われると言葉が続かない。

　俺がそこは察しろよと呟つぶやいたら、エメラルドは自分の耳に手を当てて身体からだを傾けた。

「あー聞こえませーん」

　エメラルドは調子に乗った。すぐこれだ。それで俺は耳を引っ張る真ま似ねをした。

「耳まで赤くして何言ってんだよ」

「あんたほどじゃない」

「うっさい」

　直後に妹たちが抱きついてきた。右腕と左腕を取られた。

「この人は私の兄です」

「そうですが？　メディアどうしたの」

「エメラルド様には渡しません。お兄様、性欲処理であれば我々がいます」

「何言ってるの」

　それでうやむやになってしまった。くっそ。この恨みは戦争で晴らす。もっとも、エメラルドは大勝利したような顔でそれから機嫌がやたらよくなった。

　その後は残敵を追い回すことになった。二日ほど活動すると街道上からは敵の姿を見ることはなくなった。街道から遠く離れて平原を歩いて東に帰る連中もいるかもしれないが、いたとしても極少数だろう。

「まあ、勝ったかな」

　独り言のつもりだったが、先任軍曹には聞こえていた。

「四万の軍勢をほぼ全滅です。ここまでくれば残敵掃討に成功と言ってもいいでしょう。大尉の戦果記録更新ですな」

「更新なんかしないでいいんだけどな」

「どんなことにも良いことはあるという話です。大尉。敵が多くても新記録更新を喜べます」

　喜べるのか、それ。と思ったが、きっと先任軍曹としては慰めているつもりなのだろう。完全無欠の先任軍曹でもどうにもならぬことはあるのだなと思ったら、ちょっと笑ってしまった。

　残敵掃討、といっても降伏したやつはそれなりにいる。最初は捕虜なんか取るつもりはなかったが、あのお姉さんすら助けたんだからという心理が働いた。

　それで、捕虜を取ることにした。怪け我がしたり病気しているのも捕虜にすることにした。医療兵が足りないので、狙って捕虜を取ることもした。

　そんなこんなで一〇〇〇人も捕虜ができた。捕虜の尋問から総兵力は二個師団に雑多な兵を加えた四万人だったことが判明しているから、そのうちの一〇〇〇人は多いか少ないか。微妙なところだ。ちなみに死亡、戦死は三五〇〇〇と先任軍曹から聞いている。

　こっちは二〇〇人も居ないのに一〇〇〇人の捕虜を管理するんだから大変だ。それでもなんとかなったのは魔法のおかげだろう。俺の魔法は人を大人しくさせる。まあ、焼いて回っている現場は目にしているだろうしな。

　彼等には遺体処理を労役として課した。遺体処理ほど陰鬱な仕事もないから、これはちょうど良かった。死体を野ざらしにすると疫病の発生もありえるので、丁度いい。魔法で火葬もなんだしな。

　さらに一〇日もすると、遺体の片付けも終わった。ついでに街道上の各街の駐屯兵を撃滅するなどした。

　その間、中佐やお姉さんたちは静かだった。中佐が、今度暴れたら嫌いになりますとお姉さんに言って聞かせたのが良かったらしかった。あるいは違う理由があるのかもしれない。少尉が言うには、お姉さんは本国にもどってもひどい目にあうとのこと。国内事情らしいが大変だ。だからといってうちの国に来て暴れるなよと思うけど。

　幸いにもムデンさんが、リアン国で捕虜を預かるという。念押ししたが、表向き同盟国なんで賓客として預かるとのこと。

　表向きということは裏向きもある。リアンは表立って連合軍の一員だが、可能な限り俺たちを援助したいという。エメラルドが人質みたいになってとても面白くないが、とはいえ捕虜の引取先がなくなると困る。中佐が酷ひどい目にあうのも業ごう腹はらだ。仕方ないので了承し、エメラルドを大事にしろとムデンさん経由でリアン国に伝えることにした。ほどなくお前が大事にしろと国王直々に返事が返ってきて、それもそうだと思い直した。

　晴れた日。平原で馬を一緒に走らせながらムデンさんに要望を伝えると、ムデンさんは冗談めかして口を開いた。

「我が国としては、かなり無む茶ちやなやり方でエメラルドさまを応援しているつもりですぞ」

　それは分かるがもっとエメラルドを大事にしてほしい。

　目で語ったら、ムデンさんは口を開いた。

「それはもう、本当に無茶を重ねておるのです。エメラルドさま生存のことが露見すれば連合軍から攻められるのは間違いありません。それでも、エメラルドさまを送り出した王の気持ちをご理解くださいませ」

　あのお父さんならそうだろう。うちより甘そうだった。

「まあ、それはうん。分かっているんですけど。リアン国の議会はどうなんですか？」

「議会には何も知らせておりません。エメラルド様のことを知るのは王家以外ですと内閣の一部のみです」

「反対はなかったんですか？」

　あっはっはとムデンさんは笑った後、やさしく口を開いた。

「エメラルドさまが王や大臣の反対程度に屈するとでも？」

「屈しないとは思うけど」

「そういうことです。エメラルドさまの暴走はもはやどうにもなりません。リアン国としてはどう被害を減らすかだけの問題だったのですよ」

　エメラルドを排除するとかそういう方向にならないあたりがリアン国らしいというかなんというか。施政権を貸し出す国だけはある。つまり色々緩い。

「なんかすみません」

「いえいえ！　私はこうなることがずっと前から分かっておりましたからな」

　まあ、だから俺を鍛えたのだろう。あれ、でもそれならどうなんだ。俺がムデンさんに鍛えられ始めたのは九歳になるかならないかだぞ。ん？

「いや、それだと……だいぶ昔から、あの」

「はっはっは。良いではありませんか。エメラルドさまを大事にしてくださいませ。強いて年長者として忠告するならば、エメラルドさまが捨てたものの価値を見て評価するのではなく、これだけマクアディさまを一いち途ずに思っていたことを評価すべきですな」

　俺は何も応えられなかった。

　最近ムデンさんは俺とエメラルドをくっつけたがる。というか、王女という立場も捨ててるんだからせめて、という話なんだろうけど。ああくそ、バカエメラルド、せめて俺に相談しろ。なんでこう思い切りが良すぎるんだよバカ。

　もやもやしてエメラルドに会う。というか一緒に寝起きしているんだから顔を合わせることは多い。戦闘が起きてない今だとなおさらだ。

　だいたい、朝一番に俺と顔を合わせた時、にぱあと笑った後で表情を整えるのがいけない。

　はぁー。

　どうやってエメラルドを幸せにしよう。俺、戦争は得意だけど、誰かを幸せにするとか考えたことも勉強したこともないぞ。

　まったくエメラルドめ。勉強するこっちの身になれ。




　捕虜を連れて、ヘドンの街へ戻る。リアン国へ捕虜引き渡しを行う予定だった。

　いつか開けた城壁の穴が塞がれているのにびっくりしたが、それ以上にびっくりしたのはいつのまにかルースの旗が立っていたことだった。

「さすがですな。大尉」

　先任軍曹はそう言うけど、占領した覚えもありませんけど？

　そう思ったらムデンさんが笑顔で馬を近づけてきた。

「守備隊が僅かな兵力でしたので占領しておきましたぞ」

「ありがとうございます」

　ムデンさんはリアン国人なんだが法的に交戦資格はどうなんだと思うけど、ありがたく譲って貰もらった。俺の場合、火力が高すぎて、市街戦は苦手だ。下手すると街ごと、あるいは市民まで焼けてしまう。精密に狙っていけばいいがそれはそれで大層面倒くさい。

　先任軍曹が、笑顔で言う。

「これで拠点ができましたな」

「いやいや、行政とかどうするんだよ。俺はやり方なんか知らないぞ」

　そう言ったら、ムデンさんが助け舟を出した。

「リアンから代官を出そうとしましたが、かなりの数の官吏などが生き残っておりましたのでそれらを再編して行政組織を整えておきました」

「ありがとうございます。ムデンさん」

「いえいえ」

　ムデンさん、偉い。ありがたい。

　何よりありがたいのは、エメラルドに野営をさせないで良いことだ。それがとても嬉うれしい。あとじっちゃんや妹たちも。

　紙で作った造花が撒まかれる中、正面門から入る。解放軍として歓迎してくれているようだった。いつか会った下町のゴロツキたちが我らも軍に入れてくださいと平伏して待っていた。

　思わず先任軍曹と苦笑いする。

「ここからですな」

「何が？」

「ルース王国の独立回復です」

「そうだな」

　まずは、街一つ。あれだけ戦って、これだけ。

　民衆に歓迎され、気が大きくなった兵や下士官が、我らマクアディ大隊、ルースを取り戻すまで戦うと叫んでいる。

　俺はそこまで楽観的ではない。国土を取り戻すのは大変そうだ。現状はリアン国におんぶにだっこ、仮に勝ててもリアン国を守る衛星国みたいな感じになってしまいそう。それすら希望的観測である可能性が高い。

　俺が勝っているだけでは意味がない。それでは俺が守れる範囲がルース王国の版図になってしまう。打開のために軍の再建がいる。しかし、はるか年下の俺の指揮下に入る貴族なんているだろうか？　国が滅びるその時まで俺に権力を与えなかった連中の生き残りが？

　敵も、戦術を変えて続々王族を投入してくる可能性がある。それが一番安上がりだからだ。そうなると財政を悪化させて敵を撤退に追い込む戦略を修正せざるを得なくなる。

　問題山積だ。頭が痛い。

「マクア、一躍英雄だね」

「ほんとほんと」

　エメラルドとステファンが嬉しそうにそんな事を言う。俺は二人の顔を見たあと、悲観的なことを思うことをやめた。

　まあ、なんとかしよう。とりあえずは妹やエメラルドを宿に泊まらせられることを喜ぼう。

　俺は笑顔を見せて沿道の連中に手をあげた。

　人々と兵、下士官が沸き上がった。

[image: ]














　百戦錬磨、万夫不当、一騎当千の働きゆえに、最後の英雄とも言われるマクアディ・ソンフランはこの後一年ほどの停滞を余儀なくされる。その間にも激しい戦闘はあったが、両軍とも概おおむね新王都を境に領域を超えることができなかった。

　新ルース王国軍は編成と準備に追われていたし、連合国は補給線を引き直すのとそのために必要な金策に時間を取られていた。

　そしてこれは、マクアディの戦略構想そのものでもあった。戦争が長引くことはそれだけ戦費が増大することになったのである。




　新王都陥落から二年目、折からの重税と搾取に耐えかねて、突如連合国の一角スートラーブで大反乱が起きた。

　この反乱は成功してスートラーブの王族は処刑され、スートラーブ人民共和国が成立した。この国は新ルース王国との単独講和を目指して使者を送っている。

　この動きに苛烈に対応したのがニクニッス王国であった。マクアディと戦うために新編成していた三個軍団をそのままスートラーブに向けたのである。

　大戦争となった。

　もはや戦いはルース王国だけでなく、タガが外れたように連合国でも頻発することになった。反乱前にルース王国へ送られていた遠征スートラーブ軍はそのまま本国に帰らずルース王国の所領の一部に新スートラーブ国を建て、マクアディがこれを討つ展開になった。勢力圏外の話とは言え、旧ルース王国の所領は全て新ルース王国のものであるという主張を実力とともに内外に示したのである。

　この時のマクアディ幕下は兵二万、士官三〇〇ほど、満を持して、とまではいかない陣容であったがそれでも新スートラーブ軍を簡単に打ち破ってさらにニクニッス軍に圧迫を与えてもいる。

　この戦いでもマクアディは単独で大戦果をあげ、戦いの枠組みそのものを変えることになった。こと殲せん滅めつ戦での王族の持つ戦闘力の圧倒的優位性が再認識されたのである。

　単純に何もかも焼きつくすのであれば王族を用いればよい。

　この戦訓を最初に生かしたのはマクアディではなく、ニクニッスであった。

　マクアディとの戦いのため、スートラーブ人民共和国との戦いに時間をかけられぬニクニッスは王族を投入してスートラーブを焼きつくした。これが終わりの始まりであった。

　民衆の、王家に対する畏敬よりも戦略兵器に対する恐怖と憎悪が上回った。




　南の亜大陸から大軍師で知られるガーディ・タウに率いられた異形の大軍勢が民衆保護を口実に上陸してきたのはその直後である。

　歴史から戦いのない年は、それからしばらく記録にない。














　へドンの街を解放してしばし。一月ほどでリアン国の後押しを受けて、俺は新王都の西側までの範囲を回復することができた。敵兵と言えば街の守備兵くらいだったから、難しくもなんともなかった。

　それで、当面やれることがなくなってしまった。本来の戦略構想では東に転移して兵へい站たん線を脅かし続ける予定だったが、守るべき領土や街が増えたことで、それが簡単にできなくなった。予定外の結果というやつだ。

　敵は敵で補給線を引き直しているらしく、動きは低調だ。

　にらみ合いになった。

　まあ、そんなに長くは続かないだろう。現在、生き残りの兵、下士官を集めて大隊をいくつか新編中だ。それができれば防御をじっちゃんなどに任せて俺は攻める方に転じられる。敵だってそれくらいは分かってるだろうから、すぐに準備し戦いを再開するだろう。俺たちに準備の時間なんか渡さないに違いない。

　とはいえそれは、未来の話だ。今じゃない。

　戦争が始まって以来といっていい暇を利用して、俺は家族に手紙を書くことにした。

　戦争のことなんか書いても読んで面白くないだろうから、エメラルドとか妹たちのことを書くことにした。あとステファン。

「何書いてるの？　マクア」

　エメラルドがひょっこり顔を出した。頭を撫なでないと怒るので、最近は顔を見た瞬間に撫でるようにしている。猫に餌付けしたつもりが餌付けさせられたようなものだ。いいけど。

「なんだよ」

「マクアも成長したなあって」

「はぁ？　なんだよそれ。嫌いや味みか」

「いつになったら、あの時の続きを言ってくれるのかしら」

「なんのことだよ。不安になるからやめろ」

　エメラルドは一瞬不満そうな顔をしたが、すぐに表情を改めて微笑ほほえんだ。

「いいの？」

「何が？」

「撫でているだけで」

　俺はしばらく考えた。エメラルドの事、エメラルドの考えそうなこと、エメラルドの望み、そして俺のこと。

　結論としてエメラルドの頭を厳重に撫でることにした。

　エメラルドは顔が真っ赤だ。やはりこれが正解だったか。

　文句を言われないようにたくさん撫でていると、妹たちがぶつかって来る。いや、抱きついて来ているのかもしれない。勢いがありすぎるだけで。

「エメラルド様は離れてください」

「お兄様は私のものです」

「は？　後から来たあんたたちなんか、話にならないし」

「喧けん嘩かするなよ。あとメディア、押し付けるな。字が歪ゆがむ」

「何を書いておられるんですか？」

「消息。家族に手紙書いているんだよ」

　言った瞬間、ラディアとメディアの顔が曇った。どうしたどうした。

「私のことはちゃんと書くように、あと二人で挨拶に行くと書いて」

　エメラルドだけが平常運転だ。

　そのエメラルドを、ラディアが睨にらんでいる。表情に出るほどの不快感を表すとは妹その二にしてはめずらしい。王族の生まれのせいなのか、メディアもラディアもそういうことはしない。なんなら初めて見た。

「お兄様、エメラルド様など気になさってはいけません」

「どういう？」

「幽冥への手紙ですよね」

　物知り顔でラディアが言う。

「うちの母さんは死んでないし！　ついでに言うなら親おや父じと兄もだっ」

　二人の妹が顔を曇らせたので、俺は本格的に説明しようと二人の顔を見た。

「いいかぁ。俺の名前はマクアディ・〝ソンフラン〟だ」

「今は違います。ルース王家ですから」

「いや、それはそうかもしれないけど、おいといて、家名は〝ソンフラン〟なんだよ。みんな覚え間違いするけど！　ソフランじゃなくてソンフラン！」

　ちゃんと覚えているのはエメラルドくらいのものだ。これは喧嘩をしまくって覚えさせたせい。

「それが？」

「どこかの村のソフラン家は焼かれたかもしれないが……」

　妹二人の目が丸くなった。二人共美人なだけにこの顔は面白い。いや、そういう話ではなく。

「妹といっても大したことないわね！」

　エメラルド、お前覚えるまでに何回喧嘩したよ。

　ラディアとメディアが表情を消した後、急に俺に抱きついた。二人共、涙を流してすらいた。

「どうしたの」

「お兄様が元気でよかったです」

「はいー？」

　家族が元気じゃなくて？　と尋ねようとしたら、メディアが唇をくっつけて来そうになった。避よけようとしたらエメラルドが俺の首に抱きついた。偉いことになった。

「大尉はそれくらいの方が良いですな」

　書類を持ってきた先任軍曹がそんなことを言った。





あとがき




　紅ぐ蓮れん戦記２巻をお送りします。芝しば村むらです。

　本格的な戦記物を書く前にちょっと息抜きに書いてみようと思って書いたのですが、思いのほか筆が乗って二巻まで続いてしまいました。書いてて楽しかったというのが作者の感想です。

　おかげで執筆計画が狂いに狂いました。すみませんすみません。来年はちゃんとやります（全方位土下座）。

　この年齢で全方位土下座は厳しいです。商業作家なんだからちゃんと計画をたてましょうと、半紙に書いて机の前に貼っておきます。

　閑話休題、本編のこと。

　今回はお姫様ばっかり出そうということで、色んな国のプリンセスをだしています。お姫様にも色々事情がありまして、それらをきちんと書けたらなあと書いておりました。お姫様という記号、アイコンから抜け出して、人として描こうと思ったんですが、当たり前ながら国によってお姫様のありようもかわり、調べるうちに遠い目になったりしました。今では各国のお姫様を見ると、大変ですね……と心の中で思ってしまう次第です。

　あとは魔法ですね。後出しで凄すごい魔法とかでても興ざめなのでできる事を明示化してその範囲で戦争をするようにしています。魔法物とは魔法の制限を書くことであると言い切っていいと思います。

　そうそう、魔法についてはエネルギーの計算がなんで三乗ではなくて二乗なんですかとよく物理関係の方からファンレターを貰もらうので、今回ちょっとだけ設定を出しております。全然大したはなしでなくて、要するに次元が違うので（消費エネルギーが劇的に小さく）ゆえに魔法は強いのです的な話なんですが。

　執筆で気を使ったといえば今回もルビ以外は英語抜きです。これが大変でした。（ちなみにポルトガル語とかは抜けずに断念しました。四〇〇年以上前に入ってきた外来語なんでもう日本語でいいでしょうということで勘弁していただければと思います）

　ルートという言葉一つでもつい使ってしまうし、漢字で書くと意味がよく分からない、そんなことはよくあります。読みにくいライトノベルはライトノベルにあらずで、がんばってライトに書きました。いや、妙なこだわりなんか捨てればいいんですけど、とはいえ捨てられないのが作家性というものかもしれません。

　とはいえライトなものばかり書いていると飽きてしまうので、次はもう少し重苦しいものも書いてみたいと思っていたりはします。

　まあ、受注残が多いので、当面先になりそうなんですが。時間が、時間がたりぬ。







　最後になりますがＭＦ文庫Ｊ編集部の皆さん、担当編集の中なか道みちさん、素敵なイラストを書いてくださったエナミカツミさま、ありがとうございました。もちろん最大の感謝は読者の皆様に。またどこかで（遠からずに）お会いしましょう。





電子書籍特典　書き下ろし短編

『エメラルドの身長』





　リアン国の第三王女エメラルドは事あるごとに小さいとマクアディ・ソンフランにからかわれているが、実際のところ身長が低かったという記録はない。

　ただ、マクアディが小さいとからかっていた事は多数の記録に残っているのでそれをもとにエメラルド姫は身長が低かったろうとされている。

　マクアディの背は今で言う１６０ｃｍたらずというのが肖像画から推定されているので、エメラルド姫は１４０ｃｍ前後だったのではないかとされる。

　ところが近年ではこれに対する強い反証がある。彼女の15代先までの子孫、親族についていうと皆一様に背が高いことから、実際にはエメラルド姫は背が高かったのではないかという説である。総天然色映画化する際に映画会社が背の高い女優を使いたかったからという理由もあろうが、根拠はそれなりにあるというわけである。

　仮にエメラルド姫の背が高かったとして、ではマクアディはどんな気持ちで小さいと言っていたのだろうか。

　本邦では肝っ玉が小さいという表現があるので、それだという話もあるが、残念ながらオンドヌールにはそういう言い回しがないのでこれではない。

　ではなにか。有力説として三つほど説がある。







１）実はエメラルド姫は背が高いのを気にしていたのでマクアディは慰めていた。

２）エメラルド姫の出自はリアン王家でない。

３）エメラルドの生存を隠すための芝居。







１）実はエメラルド姫は背が高いのを気にしていたのでマクアディは慰めていた。

　これは２回目の映画化（米国にて昭和19年映画化、ただ本邦では昭和28年公開）で大ヒットした映画上の演出であるが、歴史的には否定されている。マクアディがエメラルドに甘いのは事実だが、そんなひねくれた慰め方をする必要がなかったためである。







２）エメラルド姫の出自はリアン王家でない。

　これは現在で主流の考え方であるが、子孫が背が高いので信憑性に劣る。リアン王家でなくどこ出身だったかについてはルース王国の王家だったのではないかという説がある。







３）エメラルドの生存を隠すための芝居。

　これが歴史的には一番ありそうではある。エメラルド姫はマクアディのもとへ奔ったあと、マクアディはかなり必死にこの事実をひた隠しにした形跡があるからである。写真のなかった時代である、言葉で身体的特徴を示すことには一定の意味があった。







　ただ、エメラルドの生存を隠すための芝居説にせよ、これまた確たる証拠があるわけでもない。実際のところは寺院建て替えによるエメラルド姫の再埋葬が２０１２年（昭和86年）に予定されているのでその際の調査を待つしかないようである。







　雑誌、雑誌歴訪昭和51年４月号のの切り抜き記事より再掲
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